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Ⅰ．建学の精神・大学の基本理念、使命・目的、大学の個性・特色等 

1. 建学の精神・大学の基本理念 

建学の精神 「感恩奉仕」 

西南女学院は米国南部バプテスト海外伝道局の宣教師たちにより、キリスト教の宣教と

女子教育のために大正11(1922)年に修業年限5年の高等女学校として設立された。「学校法

人西南女学院寄附行為」第3条には、「この法人は、教育基本法及び学校教育法に従い、キ

リスト教に基づく女子教育を行うことにより、個性豊かな人間を育成することを目的とす

る。」と規定している。令和4(2022)年に西南女学院は、創立100周年を迎え、その長い歴史

を通して我が国の女子教育の発展に貢献してきた。 

建学の精神である「感恩奉仕」は、昭和4 (1929)年に第5代院長原松太によって掲げられ

た西南女学院の教育理念である。「感恩」は、神の恩寵の中に生かされている感謝を、「奉

仕」は、隣人に愛をもって仕えることを意味している。これは、学院が目標としている個

性教育と宗教教育を具現化する精神である。戦後の新制西南女学院中学校・高等学校にお

いても校訓とされ、昭和25(1950)年に設立された西南女学院短期大学にも継承された。平

成6(1994)年の西南女学院大学の設置に際しても「感恩奉仕」を建学の精神として掲げ、今

日までこの教育理念を受け継いでいる。 

 

2. 使命・目的 

本学は、建学の精神である「感恩奉仕」を実践する女性の育成を使命とし、「西南女学院

大学学則」第 1 条に定める「教育基本法及び学校教育法に則り、キリスト教を教育の基盤

として、広く知識を授け、深く専門の学芸を教授研究するとともに、豊かな人間性を涵養

し、もって人類の福祉と文化の発展とに貢献する有為の人物を育成すること」を目的とし

ている。 

本学は、この使命・目的を達成するために必要な学部・学科等を設置し、社会に有為な

女性を輩出すべく教育を営んでいる。 

 

3. 大学の個性・特色 

本学の個性・特色は、キリスト教に基づく女子教育を通して、建学の精神「感恩奉仕」

を実践する女性の育成を使命・目的としていることにある。本学院は社会的要請の変動に

合わせて設置する学校、学部・学科等の構成を変化させ、個性・特色の具現化に努めてい

る。 

本学院は、第二次世界大戦中は米国系ミッションスクールゆえに、存亡の危機に瀕した

が、戦後は、学制改革により高等女学校は昭和22(1947)年に新制中学校へ、昭和23(1948)

年に新制高等学校へ改組された。女子高等教育の発展のために昭和21(1946)年に開設され

た西南女学院専門学校は、昭和25(1950)年の学制改革にともない、西南女学院短期大学英

語科、家政科となった。その後短期大学は、昭和33(1958)年に保育科を、昭和46(1971)年

に食物栄養科を増設し、キリスト教の愛の精神と高い知性をそなえた女性を育成する教育

機関として発展した。 

本学院はさらなる発展のために、建学の精神「感恩奉仕」の実践にふさわしく、社会の
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変化やニーズに応え得る4年制大学として、看護学科と福祉学科とを統合した西南女学院

大学保健福祉学部を平成6(1994)年に開設した。次いで、短期大学の英語科及び食物栄養科

を平成14(2002)年に、それぞれ大学人文学部人文学科及び大学保健福祉学部栄養学科に改

組転換した。同年短期大学は、家政科を生活創造学科に名称変更し、保育科との2学科体制

となり、平成16(2004)年には西南女学院大学短期大学部へと名称変更を行った。 

平成18(2006)年には、大学人文学部人文学科の英語教育と国際性をさらにアピールする

ために、同学科を英語学科及び観光文化学科の2学科に改組転換した。 

保健福祉学部の開設当初からの懸案であった実践教育のための福祉施設開設は、平成

19(2007)年に社会福祉法人福音会高齢者複合施設「ふれあいの里とばた」として、また助

産師教育の実施については、地域の要望に応えて平成20(2008)年に助産別科の開設として

具現化している。 

なお、短期大学部は、令和7(2025)年度以降の保育科の学生募集を停止することを令和

5(2023)年度第7回理事会において決定した。短期大学部保育科が担ってきたキリスト教保

育の理念に基づく保育者養成という使命とこれまで築いてきた実績は、発展的に継承する

形で西南女学院大学の幼児教育・保育分野（保健福祉学部福祉学科子ども家庭福祉コース）

が受け継ぎ、保育者養成に対する社会的要請に応じていく。 

このような変遷を辿り、西南女学院大学は現在、総合的な人間理解を教育の基盤としな

がら、保健福祉学部における看護・福祉・栄養の統合教育、人文学部における異文化理解・

地域社会理解及び助産別科における自立した助産師の育成を通して、特色ある教育研究活

動を展開している。 
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Ⅱ．沿革と現況 

1．本学の沿革 

沿 革 

年 月 事 項 

大正11(1922)年 3月 

 

昭和10(1935)年 3月 

昭和13(1938)年 4月 

昭和21(1946)年 3月 

昭和25(1950)年 3月 

昭和26(1951)年 2月 

昭和33(1958)年 2月 

4月 

 

昭和37(1962)年10月 

昭和46(1971)年 1月 

 

4月 

昭和47(1972)年 4月 

昭和50(1975)年12月 

昭和51(1976)年 4月 

昭和57(1982)年 4月 

平成 2(1990)年10月 

平成 4(1992)年 4月 

平成 5(1993)年12月 

平成 6(1994)年 1月 

3月 

4月 

5月 

平成 9(1997)年12月 

平成11(1999)年12月 

平成12(2000)年11月 

平成13(2001)年 8月 

12月 

平成14(2002)年 1月 

4月 

 

 

 

平成15(2003)年 3月 

平成16(2004)年 4月 

平成18(2006)年 4月 

平成19(2007)年12月 

平成20(2008)年 4月 

 

J.H.ロウが設立者となり、修業年限5か年の高等女学校として西南女学院設立。

C.H.ロウが初代院長に就任。 

西南家政学院(高等女学校卒業後1か年)設立。 

財団法人西南女学院設立認可。 

西南女学院専門学校設立。英語科、生活科を置く。 

西南女学院短期大学設立。英語科、家政科を置く。マロリー記念館竣工。 

学校法人西南女学院設立認可。 

短期大学保育科に対し保母を養成する学校の指定を受ける。 

短期大学保育科増設。短期大学家政科に対し栄養士養成施設(栄養士課程)の指定を

受ける。 

西南女学院創立40周年記念式典挙行。 

短期大学家政科に対し教育課程の変更の承認を受ける。短期大学食物栄養科設置

認可。 

短期大学食物栄養科増設。 

西南女学院創立50周年記念式典挙行。 

短期大学家政科専攻課程設置認可。 

短期大学家政科専攻分離(家政専攻・被服専攻)。 

西南女学院創立60周年記念式典挙行。 

短期大学開学40周年記念式典挙行。 

西南女学院創立70周年記念式典挙行。 

西南女学院大学保健福祉学部(看護学科50人・福祉学科80人)設置認可。 

保健婦・看護婦学校の指定を受ける。 

西南女学院大学献堂(竣工)式挙行。大学・短期大学図書館竣工。 

西南女学院大学第1回入学式挙行。 

西南女学院大学開学記念式典挙行。 

大学保健福祉学部福祉学科定員増(80人→140人)認可。【平成10(1998)年4月から】 

大学保健福祉学部看護学科定員増(50人→80人)認可。【平成12(2000)年4月から】 

短期大学開学50周年記念式典挙行。 

大学保健福祉学部栄養学科設置認可(100人)。【平成14(2002)年4月から】 

西南女学院大学人文学部人文学科設置認可(200人)。【平成14(2002)年4月から】 

大学保健福祉学部栄養学科に対し管理栄養士の養成施設の指定を受ける。 

短期大学家政科専攻分離廃止、生活創造学科に名称変更。 

短期大学英語科(同一法人の既設する西南女学院大学に新設の人文学部人文学科に

改組転換)・食物栄養科(同一法人の既設する西南女学院大学保健福祉学部に新設の

栄養学科に改組転換)学生募集停止。 

短期大学英語科、食物栄養科廃止。 

西南女学院短期大学を西南女学院大学短期大学部に名称変更。 

西南女学院大学人文学部英語学科及び観光文化学科開設。人文学科学生募集停止。 

西南女学院大学助産別科に対し助産師学校の指定を受ける。 

西南女学院大学助産別科開設(20人)。 
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平成21(2009)年 3月 

 

4月 

 

 

平成22(2010)年 3月 

平成23(2011)年 3月 

 

平成24(2012)年 4月 

平成26(2014)年 4月 

平成29(2017)年 3月 

平成30(2018)年 3月 

 

令和 2(2020)年 4月 

令和 4(2022)年 4月 

令和 4(2022)年10月 

令和 6(2024)年 3月 

大学保健福祉学部福祉学科子ども家庭福祉コースに対し指定保育士養成施設の指

定を受ける。 

大学保健福祉学部福祉学科定員変更(140人→80人)。 

福祉学科に指定保育士養成施設(子ども家庭福祉コース)開設(福祉学科定員80人の

うちの30人)。 

大学人文学部人文学科廃止。 

西南女学院大学、財団法人日本高等教育評価機構より「評価機構が定める大学評価

基準を満たしている」と認定される。 

大学保健福祉学部看護学科定員変更(80人→90人) 

大学助産別科定員変更(20人→16人) 

西南女学院大学短期大学部、一般財団法人短期大学基準協会より「適格」と認定。 

西南女学院大学、公益財団法人日本高等教育評価機構より「適合」と認定。 

短期大学部生活創造学科廃止。 

短期大学部保育科定員変更(150人→100人) 

西南女学院、創立100周年。 

西南女学院創立100周年記念式典挙行。 

西南女学院大学・西南女学院大学短期大学部、公益財団法人日本高等教育評価機構

より「適合」と認定。 

 

2．本学の現況 

・大 学 名  西南女学院大学 

・所 在 地  福岡県北九州市小倉北区井堀一丁目3番5号 

・学 部 等 の 構 成  (  )内の数字は収容定員数（単位：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

学校法人西南女学院

西南女学院大学

（ 1,576）

保健福祉学部

（1,080）

看護学科

（360）

福祉学科

（320）

福祉・養護教諭コース

（200）

子ども家庭福祉コース

（120）
栄養学科

（400）

人文学部

（480）

英語学科

（240）

観光文化学科

（240）
助産別科

（16）

西南女学院大学短期大学部

（200）

保育科

（200）

附属シオン山幼稚園

西南女学院中学校・高等学校
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・学生数、教員数、職員数（令和6(2024)年5月1日現在） 

 

学生数 

 
 

教員数 

 
 

職員数 

 

1年次 2年次 3年次 4年次

学生数 学生数 学生数 学生数

看護学科 90 0 360 366 95 89 81 101

福祉学科 80 0 320 297 69 72 74 82

栄養学科 100 0 400 173 37 40 38 58

270 0 1,080 836 201 201 193 241

英語学科 60 0 240 118 32 26 22 38

観光文化学科 60 0 240 154 50 30 34 40

120 0 480 272 82 56 56 78

390 0 1,560 1,108 283 257 249 319

在　籍
学生数
1年次

学生数

16 0 16 17 17

人文学部

人文学部計

在籍学生
総数

在　籍　学　生　数

保健福祉学部

備考

保健福祉学部計

学　　部 学　　科
入　学
定　員

編入学
定  員

収 容

定 員

備考

助産別科

合　　計

別科
入　学
定　員

編入学
定  員

収 容

定 員
在籍学生

総数

人 人 人 人 人 人

人 人 人 人 人 人

人 人 人 人 人 人

人 人 人 人 人 人

人 人 人 人 人 人

人 人 人 人 人 人

人 人 人 人 人 人

人 人 人 人 人 人

人 人 人 人 人 人

学部・学科等の名称

専　　任　　教　　員

助手 備　考
教授 准教授 講師 助教 計

栄養学科

保健福祉学部　計 28 10 18 7 63 12

看護学科 11 2 8 6 27 9

福祉学科 7 4 7 1 19 1

11 2 2 0 15 0

10 4 3 0 17 2

学部・学科等の名称

専　　任　　教　　員

英語学科 6 0 2 0 8 0

観光文化学科 5 2 0 0 7 0

人文学部　計

計 39 12 20 7 78

備　考
教授 准教授 講師 助教 計

12

助手

1　　助産別科 1 0 2 2 5

大　学 44 人 0 人 21 人 1 人 66 人

短期大学部 3 人 0 人 1 人 0 人 4 人

計 47 人 0 人 22 人 1 人 70 人

正職員 嘱託
パート
ｱﾙﾊﾞｲﾄ

派遣 合計
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3．本学現況の説明と補足 

本学では、併設の西南女学院短期大学が、平成 16(2004)年に西南女学院大学短期大学部

へと名称変更を行った際に、大学及び短期大学部の運営体制の一元化を図った。学内にお

いては、短期大学部を学部の一つとして取扱うことによって、効率的な管理運営を行って

いる。現在、事務組織及び委員会組織等は、大学及び短期大学部で共通のものとしている。 
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Ⅲ．評価機構が定める基準に基づく自己評価 

 

基準 1．使命・目的等 

1－1．使命・目的及び教育目的の設定 

1-1-① 意味・内容の具体性と明確性 

1-1-② 簡潔な文章化 

1-1-③ 個性・特色の明示 

1-1-④ 変化への対応 

（1）1－1の自己判定 

基準項目 1－1 を満たしている。 

 

（2）1－1の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

1-1-① 意味・内容の具体性と明確性 

本学は、建学の精神である「感恩奉仕」を実践する女性の育成を使命とし、目的として

「西南女学院大学学則」第1条に「本学は、教育基本法及び学校教育法に則り、キリスト教

を教育の基盤として、広く知識を授け、深く専門の学芸を教授研究するとともに、豊かな

人間性を涵養し、もって人類の福祉と文化の発展とに貢献する有為の人物を育成すること

を目的とする。」と定めている。この大学の使命・目的を踏まえ、学部、学科及び別科の教

育目的を学則第2条の3に具体的かつ明確に規定している。【資料1-1-1】 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料1-1-1】西南女学院大学学則（第1条、第2条の3） 

 

1-1-② 簡潔な文章化 

本学の使命である建学の精神「感恩奉仕」を実践する女性の育成を踏まえた目的及び教

育目的については、「西南女学院大学学則」第 1 条に大学の目的を、第 2 条の 3 に設置す

る学部、学科及び別科の教育目的を規定しており、その文章は、具体的かつ明確であり、

簡潔な表現となっている。また、これらの基本的事項は、キャンパスライフ（学生生活ガ

イドブック）のみならず、入学案内及び本学ウェブサイトで公表しており、広く社会への

周知を図っている。【資料 1-1-2】【資料 1-1-3】【資料 1-1-4】【資料 1-1-5】 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料1-1-2】西南女学院大学学則（第1条、第2条の3） 

【資料1-1-3】キャンパスライフ2024（学生生活ガイドブック） p.4, p.88 

【資料1-1-4】西南女学院大学･西南女学院大学短期大学部入学案内2025 p.9, p.11 

【資料1-1-5】本学ウェブサイト 建学の精神に関する箇所 

https://www.seinan-jo.ac.jp/guide/foundingspirit 

本学ウェブサイト 教育目的に関する箇所 

https://www.seinan-jo.ac.jp/guide/object/ 

 



西南女学院大学 

8 

1-1-③ 個性・特色の明示 

本評価書「Ⅰ」(p.1-2)で述べたとおり、本学の個性・特色は、キリスト教に基づく女子

教育を通して、建学の精神「感恩奉仕」を実践する女性の育成を使命・目的としているこ

とにある。自分が生かされているということを自覚し、周囲の人々に感謝する気持ちをも

って、目の前にいる相手のため、あるいは世界の誰かのためにできることを自ら考え、一

生懸命に行動する女性を育成することが、本学の教育の要である。【資料1-1-6】 

本学は平成6(1994)年の開学以来、常に個性・特色の具現化に努めてきたが、現在は、2

学部、5学科、1別科を設置し、医療・保健・福祉の分野をはじめ、国際社会や地域社会が

求める幅広い知識や専門技術を持った自立した女性の育成を行っている。学部、学科及び

別科の教育目的は、建学の精神を礎にそれぞれの専門性を大学の個性・特色として明確に

反映するものとして「西南女学院大学学則」第2条の3に規定している。【資料1-1-7】 

本学での学びの仕組みで個性・特色といえるものは、学院創立以来一貫して行ってきた

キリスト教教育を教育課程の主軸に置いていることである。キリスト教教育は、本学の教

育の根幹をなすものであり、建学の精神の基本であるキリスト教を学び、学院の歴史及び

建学の精神である「感恩奉仕」を展開させることができる素養を身につけ、自らの倫理観

を形成するために不可欠なものである。【資料1-1-8】 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料1-1-6】学校法人西南女学院寄附行為（第3条） 

【資料1-1-7】西南女学院大学学則（第2条の3） 

【資料1-1-8】シラバス「キリスト教学（旧約聖書）」「キリスト教学（新約聖書）」 

 

1-1-④ 変化への対応 

本学の使命・目的は、開学以来一貫しているが、令和3(2021)年度に、「学校法人西南女

学院 中期計画(2022-2026)Mission『要』」及び「西南女学院大学・西南女学院大学短期大

学部 中期計画『要』Transformation (2022-2026)」を策定し、建学の精神を踏まえ、使命・

目的及び教育目的が社会情勢に対応したものとなっているかの検証を毎年度行っている。

また、計画の進捗状況及び社会情勢等を考慮し、現状に合わせた必要な修正を加える。さ

らに、大学設立30周年を迎えるにあたり、本学の将来に向けた基本構想をまとめた「西南

女学院大学グランドビジョン2030」の策定を準備中である。これらを指針として、社会の

変化等に柔軟に対応しながら、本学の使命・目的及び教育目的の実現に向けて、中期計画、

単年度計画を遂行していく。【資料1-1-9】【資料1-1-10】 

教育目的の点検については、全学的な教学の方針を検討することを目的として設置して

いる「教学マネジメント会議」において行うシステムとなっている。【資料1-1-11】 

令和3(2021)年1月、大学・短期大学部の中期計画策定の際に設置した「将来計画検討プ

ロジェクト」は、中期計画策定後も目標達成のための具体的なアクションプランを実行に

移す役割を持たせ、これからの時代に求められる（地域の要となる）人材を育成すること

を重要な論点の一つとして、教育改革に関する検討を継続して行っている。【資料1-1-12】 

 

【エビデンス集・資料編】 
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【資料1-1-9】学校法人西南女学院 中期計画(2022-2026) Mission「要」 

【資料1-1-10】西南女学院大学・西南女学院大学短期大学部  

中期計画 「要」Transformation (2022-2026) 

【資料1-1-11】令和4(2022)年度第1回教学マネジメント会議議事録 

【資料1-1-12】将来計画検討プロジェクトに関する資料 

 

（3）1－1の改善・向上方策（将来計画） 

本学では、建学の精神に基づく使命・目的及び教育目的を具体的かつ明確に表現して伝

えながら教育を進めているが、「将来計画検討プロジェクト」による教育改革に関する検討

を進める中で、建学の精神を踏まえた使命・目的及び教育目的について不断の検証を行う。 

大学の個性・特色を具体的に明示し、かつ関係法令等との適合性を図りながら、時代や

社会情勢の変化に応じて、継続的な見直しを行うことで、その「強み」と「特色」を社会

に分かりやすく発信していく。 

 

1－2．使命・目的及び教育目的の反映 

1-2-① 役員、教職員の理解と支持 

1-2-② 学内外への周知 

1-2-③ 中長期的な計画への反映 

1-2-④ 三つのポリシーへの反映 

1-2-⑤ 教育研究組織の構成との整合性 

（1）1－2の自己判定 

基準項目 1－2 を満たしている。 

 

（2）1－2の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

1-2-① 役員、教職員の理解と支持 

本学の使命・目的及び教育目的に関する事項は、寄附行為、学則、入学案内、本学ウェ

ブサイト及びキャンパスライフ（学生生活ガイドブック）等に明示しており、その重要性

は役員及び教職員が理解している。 

本学の歴史的建造物である「マロリー記念館」の1階には、聖書の世界を描いたステンド

グラスが設置された「マロリーホール」がある。「マロリーホール」では、学生対象の「チ

ャペルアワー」、教職員対象の「学院聖書学課」を開催するなど、キリスト教に深く関わる

営みの空間として用いている。【資料1-2-1】【資料1-2-2】【資料1-2-3】【資料1-2-4】 

「チャペルアワー」は、本学の教育プログラムの中で、特に重要な意味を持っている。

キリスト教の真理と福音に触れる時間であり、学生のみならず教職員は、ともに聖書の御

言葉に耳をかたむけ、学校や社会で真理を実践するための方法を学ぶ。また、「感恩奉仕」

の建学の精神を再確認する時間でもある。 

「学院聖書学課」では、牧師による奨励（説教）が行われる。教職員にキリスト教の根

幹を多角的に理解できる機会を提供することにより、「キリスト教教育の理解力が高い教

職員」の成長につながる良い機会となっている。 

「職員朝礼」は、各建物・各室に配置される教職員がマロリー記念館3階の会議室に集い、
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讃美歌と聖書、祈りによって始められており、キリスト教と建学の精神に対する日々の確

認・共有の場にもなっている。 

事務組織全体を統括する事務部長は、学長の政策、運営方針その他重要事項の意思決定

への参画といった職責を有することから、事務職員が一体となって本学の使命・目的及び

教育目的の達成に結び付く運営体制となるよう各課長と情報共有を行っている。 

使命・目的及び教育目的の実質化は、学長が議長となり副学長、附属図書館長、各学部

長、入試部長、教務部長、学生部長、事務部長が構成員となる「大学評議会」が最終的な

確認を行うことで担保している。 

例えば、使命・目的及び教育目的の検証を含む教育課程の改正は、学長が議長となる「教

学マネジメント会議」によって全学的な方針の検討を行い、教務委員会による教授会上程

に係る審議、教授会による審議（教育課程の編成に関する事項の審議）、さらに大学評議会

による審議（学則その他諸規程の制定及び改廃に関する事項の審議）を経て、最終審議機

関の意見を参酌し、学長が学内での最終決定を行う。理事会の専権事項については、法人

の常任理事会及び理事会に上程し、その審議を経て承認される。【資料1-2-5】【資料1-2-6】

【資料1-2-7】【資料1-2-8】【資料1-2-9】【資料1-2-10】 

このように、本学では、重層的かつ連続的な審議・意思決定の体制において使命・目的

及び教育目的の検証が行われており、役員、教職員の理解と支持を得られる仕組みとなっ

ている。 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料1-2-1】マロリー記念館の銘板 

【資料1-2-2】キャンパスライフ2024（学生生活ガイドブック） p.17 

【資料1-2-3】チャペルアワーに関する資料 

【資料1-2-4】学院聖書学課に関する資料 

【資料1-2-5】学校法人西南女学院寄附行為（第3条） 

【資料1-2-6】学校法人西南女学院常任理事会規程（第2条） 

【資料1-2-7】学校法人西南女学院理事会業務及び理事会業務委任規則 

（第2条～第6条） 

【資料1-2-8】西南女学院大学・西南女学院大学短期大学部 会議規則（第5条、第16条） 

【資料1-2-9】教学マネジメント会議規程（第3条） 

【資料1-2-10】学校法人西南女学院 令和4(2022)年度第1回理事会議事録（抜粋） 

 

1-2-② 学内外への周知 

本学の使命・目的及び教育目的を明示し、本学ウェブサイト、入学案内などにより広く

社会への周知を行っていることは、「1-1」で述べたとおりである。教職員は、それらに加

え、学内情報ポータルサイトに掲示している「学校法人西南女学院規程集」「西南女学院大

学規程集」をはじめ、「広報 西南女学院」「西南女学院月報」などにより、それらを確認

することができる。また、新任教職員のオリエンテーションにおいて、本学の使命・目的

について説明を行っている。「チャペルアワー」「学院聖書学課」「職員朝礼」は、「キリス

ト教に基づく女子教育」を営む学校法人としての自主・自立性・公共性・永続性への誓い
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のもと、先人の祈りと建学の精神を堅持する姿勢を確認し、さらに理解を深める場となっ

ている。【資料1-2-11】【資料1-2-12】【資料1-2-13】 

学生に対しては、入学式、入学式後のオリエンテーション及び創立記念式において、本

学の使命・目的について説明を行っている。さらに、1年次の必修科目として「キリスト教

と西南女学院のあゆみ」を開講しており、学院の歴史を知り、創設者をはじめ主要な宣教

師たちの働きや精神を学ぶことから、建学の精神「感恩奉仕」について理解を深め、「西南

女学院生」としての自己形成を深める機会としている。【資料1-2-14】【資料1-2-15】 

「マロリーホール」のステンドグラスは、キリスト教に初めて接する新入生や聖書をま

だ十分に知らない学生が、神の愛による聖書の世界を視覚的に体験することができるよう、

平成7(1995)年度から21年間かけて短期大学の卒業生によって卒業記念品として毎年一枚

ずつ捧げられたものである。学生、教職員は、毎週行われるチャペルアワーに出席するた

めに「マロリーホール」に集い、旧約聖書の世界の始まりから、イエス・キリストの誕生、

イエスの福音を視覚的に学びながら、チャペル講師の話を聞きつつ礼拝をし、建学の精神

である「感恩奉仕」を日に日に身に付けていく。また、「キリスト教センター」においてこ

のステンドグラスについて解説したリーフレットを作成し、学生・教職員に配付し、さら

に理解を深められるように努めている。【資料1-2-16】【資料1-2-17】 

本学院はクリスマスを祝う行事を行っている。クリスマスイルミネーションは、本学院

が地域に仕えるミッションスクールであることを「光をもって街を照らす」姿勢によって、

地域の方々に再認識していただくためのものである。毎年、学生・教職員の参加者全員で

讃美歌を歌ってイルミネーションを点灯し、クリスマスの到来を祝っている。また、毎年

12月中旬に大学・短期大学部合同で北九州ソレイユホールにおいて、地域の方も参加でき

る「クリスマス礼拝」を行っている。礼拝の講師を迎えてクリスマスについて深く考える

とともに、ページェントやパイプオルガンを使った音楽プログラムを採り入れ、学生・教

職員全員で賛美歌を歌うなどしてキリストの降誕を祝い、厳かにクリスマスを迎えている。

【資料1-2-18】【資料1-2-19】 

令和4(2022)年9月に、学生・保護者・教職員はもとより、卒業生や地域・社会などの多

様なステークホルダーから信頼・支持を得るため、また高い公共性を有する高等教育機関

としての社会的責任を十分に果たすことができるよう「ガバナンス･コード」を定め、公表

した。ガバナンス・コードの適合状況については毎年点検を行い、適合状況を本学ウェブ

サイトに公表することで、社会への説明責任を果たしている。また、建学の精神に基づく

「諸活動に関する方針」を定め、公表しており、自己点検・評価の際には、この方針に基

づいて教育・研究活動の向上及びその活性化を目指している。【資料1-2-20】【資料1-2-21】 

令和5(2023)年3月には、創立100周年記念事業の一環として、学院のために貢献した多

くの宣教師の働きを憶え、これからも後世へ語り継いでゆくべく、総勢134人の宣教師の

名前を刻んだ「歴代宣教師記念碑」をマロリー記念館の前に建立した。 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料1-2-11】本学ウェブサイト 建学の精神に関する箇所 

https://www.seinan-jo.ac.jp/guide/foundingspirit 

本学ウェブサイト 教育目的に関する箇所 
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https://www.seinan-jo.ac.jp/guide/object/ 

【資料1-2-12】「広報 西南女学院」及び「西南女学院月報」 

【資料1-2-13】2022(令和4年度)新任職員オリエンテーション「学院の宗教教育について」 

【資料1-2-14】本学YouTubeチャンネル 

【建学の精神】西南女学院の歴史とキリスト教教育 

https://www.youtube.com/watch?v=rV3EpC_uCwQ 

【資料1-2-15】シラバス「キリスト教と西南女学院のあゆみ」 

【資料1-2-16】西南女学院キリスト教センター規則 

【資料1-2-17】マロリーホールのステンドグラスに関するリーフレット 

【資料1-2-18】クリスマスイルミネーション点灯式に関する資料 

【資料1-2-19】クリスマス礼拝に関する資料 

【資料1-2-20】西南女学院大学・西南女学院大学短期大学部 ガバナンス・コード 

【資料1-2-21】西南女学院大学及び西南女学院大学短期大学部の諸活動に関する方針 

 

1-2-③ 中長期的な計画への反映 

本学は、令和3(2021)年度に令和4(2022)年度からスタートする中期計画の検討を法人及

び大学・短期大学部でそれぞれ行った。 

法人は「西南女学院将来計画委員会」において、学院の全教職員は、自らの教育活動が

建学の精神を踏まえた使命・目的及び教育目的の実現に向かっているか否かを不断に確認

しなければならないことに留意しながら、3つのMissionからなる「学校法人西南女学院 中

期計画(2022-2026)Mission『要』」を策定した。「西南女学院将来計画委員会」においては、

中期計画の進捗状況及び次年度以降の課題について検証し、見直しを行っている。大学・

短期大学部では、「将来計画検討プロジェクト」を学長が設置し、本学の使命・目的を再確

認したうえで、11の基本方針を定めた「西南女学院大学・西南女学院大学短期大学部中期

計画 『要』Transformation(2022-2026)」を策定した。使命・目的及び教育目的を具現化

するためのこれらの計画による具体的施策が、全学を挙げて実行に移されている。【資料1-

2-22】【資料1-2-23】【資料1-2-24】【資料1-2-25】 

なお、それぞれの中期計画の名称にある『要』は、第7代院長W.M.ギャロット（在任：

昭和37(1962)年〜昭和47(1972)年）による「西南女学院は『西女』すなわち『要』となる。

神のみこころを『かなめ』とすればするほど西南の魂が生きてくる。」「西南女学院という

文字をよく見てください。西と女をつなげれば『要』という字になります。皆さんの一人

一人が置かれた場所で、それぞれが、扇の要の役割を果たせる生徒になってほしい。」とい

う西南女学院を象徴する言葉であり、マロリー記念館前にはギャロット院長本人の筆によ

る碑がある。神のみむねを心から受け入れ、神が用いようとするかぎりいつまでもその恩

に感じ、そのみこころによる奉仕に生きるという建学の精神「感恩奉仕」の礎となるもの

である。 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料1-2-22】西南女学院将来計画委員会内規（第3条） 

【資料1-2-23】中期計画の策定・検証に関する資料 
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①令和3(2021)年度第1回西南女学院将来計画委員会議事録 

②令和3(2021)年度第16回大学評議会議事録（抜粋） 

③令和3(2021)年度第17回運営協議会議事録（抜粋） 

④令和3(2021)年度第18回運営協議会議事録（抜粋） 

⑤令和3(2021)年度第20回運営協議会議事録（抜粋） 

⑥令和3(2021)年度第3回評議員会議事録（抜粋） 

⑦令和3(2021)年度第4回理事会議事録（抜粋） 

⑧令和4(2022)年度第13回大学評議会議事録（抜粋） 

⑨令和4(2022)年度第1回西南女学院将来計画委員会議事録 

⑩令和4(2022)年度第20回運営協議会議事録（抜粋） 

⑪令和4(2022)年度第3回評議員会議事録（抜粋） 

⑫令和4(2022)年度第6回理事会議事録（抜粋） 

【資料1-2-24】学校法人西南女学院 中期計画(2022-2026) Mission「要」 

【資料1-2-25】西南女学院大学・西南女学院大学短期大学部 

中期計画 「要」Transformation (2022-2026) 

 

1-2-④ 三つのポリシーへの反映 

本学では、建学の精神、使命・目的及び教育目的からディプロマ・ポリシー、カリキュ

ラム・ポリシー、アドミッション・ポリシーを体系的なものとして一体的にとらえ、三つ

のポリシーとして策定している。【資料 1-2-26】【資料 1-2-27】 

ディプロマ・ポリシーについては、建学の精神、使命・目的及び教育目的に沿って学生

が身につけるべき資質・能力を明確にする方策として、平成 26(2014)年度から観点別到達

目標を導入している。ディプロマ・ポリシーを実現するためのカリキュラム・ポリシー及

びアドミッション・ポリシーは、ディプロマ・ポリシーを踏まえた内容となっており、一

貫性・整合性のあるものとなっている。【資料 1-2-28】 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料1-2-26】学則第2条の4に定める西南女学院大学の三つの方針 

【資料1-2-27】キャンパスライフ2024（学生生活ガイドブック） p.88-103 

【資料1-2-28】平成28(2016)年度第2回DP・CP・AP検討会議事録  
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1-2-⑤ 教育研究組織の構成との整合性 

本学は、時代の変遷にあわせて教育研究組織（学部・学科・別科）を充実・発展させて

きた。教育研究組織として、保健福祉学部（看護学科・福祉学科・栄養学科）、人文学部（英 

語学科・観光文化学科）、助産別科、附属図書館、保健福祉学部附属保健福祉学研究所、看

護キャリア支援センターを設置している。いずれの組織も、本学の使命・目的及び教育目

的を達成するために適切に構成・整備されている。教育研究組織の構成との整合性につい

ては、教学 IR(Institutional Research)によるエビデンスベースの不断の検証を行う。【資

料 1-2-29】【資料 1-2-30】 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料1-2-29】本学ウェブサイト 大学概要、組織図に関する箇所 

https://www.seinan-jo.ac.jp/guide/outline/ 

【資料1-2-30】教学IR推進室内規（第2条） 

 

（3）1－2の改善・向上方策（将来計画） 

使命・目的及び教育目的の有効性については、「将来計画検討プロジェクト」による教育

改革に関する検討を進める中で、今後も不断の検証を行い、役員、教職員をはじめ学生、

ステークホルダー等に理解と支持が得られるよう、さらに効果的な情報発信の方法を検討

し、周知を図っていく。 

中長期計画については、履行状況の検証を行い、教育の質の確保と向上に向けて着実に

履行する。 

全学的に収集・分析する情報を整理し、三つのポリシーを踏まえた取組みの適切性にか

かる点検・評価にも活用できる基盤を整えるために、令和 5(2023)年度から教務部で組織・

活動してきた教学 IR 推進室に、入試部及び学生部を加えた新しい体制として機能するよ

う「教学 IR 推進室内規」の改正の手続きを行った。実際に情報を扱う部門が集結するこ

とで、情報の整理・分析を加速し、横断的な情報活用と即時的な情報提供を行うことので

きる体制づくりを目指している。今後も、三つのポリシーを踏まえた取組みの適切性に係

る検証を引き続き行っていく。 

 

［基準 1 の自己評価］ 

本学は、建学の精神である「感恩奉仕」に基づき、学則にその目的を明確に掲げている。

そして、これに基づいた教育研究組織を設け、教育研究活動を推進している。大学全体、

学部・学科及び別科について、建学の精神に基づき、それぞれの目的を明確に定めている。 

以上のことから、「基準 1 使命・目的等」を満たしていると判断する。  
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基準 2．学生 

2－1．学生の受入れ 

2-1-① 教育目的を踏まえたアドミッション・ポリシーの策定と周知 

2-1-② アドミッション・ポリシーに沿った入学者受入れの実施とその検証 

2-1-③ 入学定員に沿った適切な学生受入れ数の維持 

（1）2－1の自己判定 

基準項目 2－1 を満たしている。 

 

（2）2－1の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

2-1-① 教育目的を踏まえたアドミッション・ポリシーの策定と周知 

本学は、建学の精神「感恩奉仕」のもと、「西南女学院大学学則」第 1 条及び第 2 条の 3

に規定する教育目的を基盤とする本学全体のアドミッション・ポリシー及び学部、学科及

び別科の各教育目的に沿ったアドミッション・ポリシーを表 2-1-1 のとおり策定している。

受験生が本学の教育目的や特色等に応じて、自らに適した大学を選択する際の参考となる

よう、本学が求める入学生の要素について観点別項目で示し、受験生に求める能力や適性

を明確に表現するようにしている。 

また、毎年開催している「入学者選抜説明会」において、アドミッション・ポリシーを

高等学校教員及び中等教育学校教員等に対して直接説明を行っている。さらに、アドミッ

ション・ポリシーは、「西南女学院大学入学案内」及び「学生募集要項」に明示するととも

に、本学ウェブサイトで公表している。【資料 2-1-1】【資料 2-1-2】【資料 2-1-3】【資料 2-

1-4】【資料 2-1-5】 

年数回開催する「オープンキャンパス」（高校生・保護者対象）では、模擬授業・体験等

を通じて学部、学科及び別科の教育内容・特色説明等と併せてアドミッション・ポリシー

を周知している。その他、近隣高等学校等に年間複数回訪問する際や「進学相談会」等の

機会を積極的に利用しながら、本学が求める学生像について適切かつ効果的な周知を図っ

ている。 

 

表 2-1-1 アドミッション・ポリシー 

大 学 

1）人と社会に関心をもち、その発展に貢献する意欲のある人。【関心・意欲】 

2）基礎学力を備え、目的に向かって努力する人。【知識・理解】【態度】 

3）協調性や他の人々を思いやる心をもつ人。【技能・表現】 

 保健福祉学部 

1）人間の健康や生活の向上に関心をもち、人々を支える意欲のある人。【関心・意欲】 

2）基礎学力を備え、自ら学び続ける努力をする人。【知識・理解】【態度】 

3）地域や社会で活動できるための基本的な協調性や人を思いやる心をもつ人。【技能・表

現】 

  看 護 学 科 

1）生命と健康を支えたいという意欲をもち、看護を学ぶために必要な基礎学力がある人。 

【知識・理解】【関心・意欲】 

2）人に尊敬の念をもって接し、他者と協調して行動ができる人。【態度】【技能・表現】 

3）看護の実践を通して、社会貢献をしたいと考えている人。【関心・意欲】 
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 福 祉 学 科 

■福祉・養護教諭コース 

1）人々の生について広く深く学ぶ意欲のある人。【知識・理解】【関心・意欲】 

2）豊かな人間関係を築く努力ができる人。【技能・表現】 

3）人々への支援を通して社会貢献をめざしている人。【態度】 

■子ども家庭福祉コース 

1）人々の生について広く深く学ぶ意欲のある人。【知識・理解】【関心・意欲】 

2）豊かな人間関係を築く努力ができる人。【技能・表現】 

3）子どもと家庭の支援を通して社会貢献をめざしている人。【態度】 

 栄 養 学 科 

1）栄養と健康の問題に強い関心をもち、人々の健康増進に貢献したいと考えている人。【関

心・意欲】 

2）人とのコミュニケーションが円滑にとれ、協調性のある人。【技能・表現】 

3）栄養の面から、多様な分野で活躍したいと考えている人。【知識・理解】 

 人 文 学 部 

1）日本の社会および国際社会に関心をもち、将来、社会で積極的に活動しようとしている人。

【関心・意欲】 

2）基礎学力を備え、向上心をもち、目的に向かって努力する人。【知識・理解】【態度】 

3）他の人々を思いやる心をもち、協調性に富んでいる人。【技能・表現】 

  英 語 学 科 

1）英語力の向上に強い関心をもち、自主的に学習する姿勢を身につけている人。【知識・

理解】 

2）英語力を活用して他国の人々と積極的に関わり、異文化理解を深め、自国の文化を発 

信する意欲のある人。【関心・意欲】【技能・表現】 

3）世界の出来事に関心があり、かつ地域社会の活性化にも貢献する意欲のある人。【関心・

意欲】 

  観光文化学科 

1）ツーリズムまたは地域活性化の分野で活躍したい人。【関心・意欲】【態度】 

2）基礎学力とコミュニケーション力があり、向上心・向学心がある人。【知識・理解】【技

能・表現】 

3）地域や社会に関心をもち、貢献しようという意欲がある人。【関心・意欲】 

 助 産 別 科 

1）生命への尊厳と他者への思いやりのある人。【関心・意欲】 

2）助産師を志す強い意志のある人。【関心・意欲】 

3）助産の基礎を学ぶための看護の基礎学力と技術がある人。【知識・理解】【技能・表現】 

4）責任をもって行動ができる人。【態度】 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料 2-1-1】学則第 2 条の 4 に定める西南女学院大学の三つの方針 

【資料 2-1-2】西南女学院大学入学案内 2025 

【資料 2-1-3】令和 7(2025)年度学生募集要項 

【資料 2-1-4】本学ウェブサイト アドミッション・ポリシーに関する箇所 

https://www.seinan-jo.ac.jp/guide/course/ 

【資料 2-1-5】入学者選抜説明会案内文書・式次第 

 

2-1-② アドミッション・ポリシーに沿った入学者受入れの実施とその検証 

本学は、アドミッション・ポリシーに沿った多様な能力を持つ学生を受け入れるため、

「総合型選抜」「学校推薦型選抜」「一般選抜」「特別選抜」の大きく 4 つの形態の入学者選

抜を実施している。表 2-1-2 のとおり、各選抜形態に応じて選抜区分を細分化しており、

各受験者の適性に合った選抜制度で受験できるように選抜区分の仕組みを整備している。

前述のように、アドミッション・ポリシーに基づいて、選抜区分ごとに選抜方法と評価基

準を学生募集要項に明示・公表し、学力の 3 要素を多面的・総合的に評価している。また、

アドミッション・ポリシーに沿った学生受入れのため、面接試験を行う選抜形態において

は、質問・評価項目に各学科のアドミッション・ポリシーを反映させている。 

アドミッション・ポリシーに沿った入学者受入れの実施に関する検証については、次年

度の学生募集要項案を策定する際、入学試験会議において行っており、選抜方法及び出願
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書類等については見直しを図っている。「入学試験会議」は、学長が議長となり、副学長、

各学部長、入試部長、事務部長、各学科長、別科長、入試課長、各学科及び別科から選出

された代表者各 1 人で組織している。【資料 2-1-6】 

入学者選抜問題の作成については、入試部において、学長が委嘱した入学者選抜試験問

題出題者の協力のもと、大学が自ら行っている。作題、校正、その他取扱いについても厳

重な管理を行っており、具体的には、選抜教科ごとに作題責任者と校正責任者を決め、厳

正な環境下での作成に努めている。高等学校学習指導要領に基づく適正な出題か否かを含

めた複数回の校正・検証を行っており、選抜ミス防止体制を整備している。 

選抜の実施にあたっては、入試部作成の実施要領に沿って、職員による試験会場設営や

受験者誘導、教員による面接試験・学力試験監督等、教職員による教職協働体制をとって

いる。 

合否判定については、入学試験会議を経て、学長は教授会・別科会の意見を参酌し、最

終的な決定をしている。 

 

表 2-1-2 学部・学科・別科の選抜制度 

選抜形態 選抜区分 概要 

①総合型選抜 

事前エントリー

方式 

・本学での学業意欲や適性を多面的・総合的に評価する選抜方式。入学者の

選抜にあたっては、事前課題を課し、調査書、自己推薦文、面談等に基づ

いて、基礎学力、知識、技能、理解、思考力、関心、意欲、態度、表現力

等を総合的に評価。 

スポーツ・文化

活動評価方式 

 スポーツ・文化・芸術活動、ボランティア活動等の学校内外の活動実績を

多面的・総合的に評価する選抜方式。入学者の選抜にあたっては、調査書、

自己推薦文、面接試験等に基づいて、知識、技能、理解、思考力、意欲、

態度、表現力等を総合的に評価。 

小論文・面接方

式 

 本学での学業意欲や適性を多面的・総合的に評価する選抜方式。入学者の

選抜にあたっては、調査書、自己推薦文、筆記試験（小論文）、面接試験等

に基づいて、基礎学力、知識、技能、理解、思考力、関心、意欲、態度、

表現力等を総合的に評価。 

基礎学力検査方

式 

 本学での学業意欲や適性を多面的・総合的に評価する選抜方式。入学者の

選抜にあたっては、調査書、自己推薦文、基礎学力検査等に基づいて、基

礎学力、知識、技能、思考力、意欲、態度等を総合的に評価。 

②学校推薦型選抜 

 

※ 基礎学力を保証す

るため、出願資格

として評定平均値

による学習成績の

基準を各学科で設

定。 

指定校推薦選抜 

 本学が指定する高等学校等出身者を対象とし、受験者に面接試験を課し

て、本学での学習目的のほか、理解力、思考力、意欲、態度、表現力等を

評価。これに書類審査を加えた総合評価。 

公募推薦選抜 
 一定の学力を保証するための筆記試験（小論文）に加え、面接試験と書類

審査の総合評価。 

卒業生子女推薦

選抜 

 西南女学院中学校、西南女学院高等学校、西南女学院大学短期大学部、西

南女学院大学いずれかの卒業生の子女を対象とし、筆記試験（小論文）に

加え、面接試験と書類審査の総合評価。 

キリスト教信者

推薦選抜 

 本学が指定するキリスト教会・教派の信者を対象とし、筆記試験（小論文）

に加え、面接試験と書類審査の総合評価。 

併設校推薦選抜 
 併設高等学校の生徒を対象とし、指定校推薦選抜と同様、面接試験に書類

審査を加えた総合評価。 

西南学院高校推

薦選抜 

 西南学院高校の生徒を対象とし、指定校推薦選抜と同様、面接試験に書類

審査を加えた総合評価。 
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特別推薦選抜 

 専門高校、専門学科、専門コース、総合学科等の出身者を対象とし、受験

者に面接試験を課して、専門的・総合的な知識、理解力、思考力、意欲、

態度、表現力等を評価。これに書類審査を加えた総合評価。 

助産別科推薦選

抜 
 筆記試験（小論文）と面接試験及び書類審査の総合評価。 

③一般選抜 

一般選抜 
 教科の学力試験により選抜する選抜制度で、調査書も参考にして合否判定

（後期日程は、面接試験を実施）。 

大学入学共通テ

スト利用選抜 
 教科の学力試験により選抜する選抜制度で、調査書も参考にして合否判定。 

助産別科一般選

抜 
 筆記試験（看護学）と面接試験の結果により合否判定。 

④特別選抜 

社会人選抜  筆記試験（小論文）に加え、面接試験と書類審査により合否判定。 

外国人留学生 

指定校推薦選抜 

 指定日本語学校の外国人留学生を対象とした選抜で、面接試験と書類審査

により合否判定。 

転入学・編入学

選抜 
 面接試験及び書類審査により合否判定。 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料 2-1-6】大学入学試験会議規程、大学入学試験会議実務細則 

 

2-1-③ 入学定員に沿った適切な学生受入れ数の維持 

入学定員及び収容定員は「西南女学院大学学則」第 2 条第 2 項に規定しており、過去 5

年間の入学定員充足率・収容定員充足率は、表 2-1-3-1～表 2-1-3-3 に示すとおりである。

収容定員は、教員組織や施設等の規模、教育環境の確保、教育の質保証等の観点から、修

学支援、学生生活支援、進路支援を十分に行うことができる適切な学生数としている。学

部、学科及び別科の入学者の受入れについては、当該年度の在籍者数や良好な教育環境の

確保を考慮しつつ、入学者選抜の進行に沿って入学試験会議を経て、学長は教授会・別科

会の意見を参酌し、最終的な決定をしている。 

学部ごとの入学定員充足率は、令和 2(2020)年度では保健福祉学部 0.93 及び人文学部

1.10 で、概ね入学定員に沿って適切に学生を受入れている。しかしながら、令和 3(2021)

年度以降、新型コロナウイルス感染症に伴う社会情勢の変化や 18 歳人口の減少等により

入学定員充足率は両学部とも厳しい状態が続いている。 

保健福祉学部看護学科は、過去 5 年間、入学定員及び収容定員に沿った適切な在籍学生

数を確保している。福祉学科は令和 4(2022)年度まで概ね入学定員を満たしているが、令

和 5(2023)年度以降は入学者数の減少により、入学定員充足率、収容定員充足率ともにや

や低下している。栄養学科は、過去 5 年間定員を充足していない状況が続いており、栄養

学科開設以降検討を行っていなかった入学定員について令和 5(2023)年度に検証を行った。

その結果、令和 7(2025）年度入学生から、定員を 100 名から 80 名に減員し、当該定員の

もとで財務、学生募集、教育の質の三側面の適正な維持管理を実現させ、収容定員の適正

化を図ることとなった。【資料 2-1-7】栄養学科においては、厚生労働省が推進する地域包

括ケアの一翼を担い、地域社会で活躍できる管理栄養士の養成を目指すため、令和 5(2023)

年度入学生から教育課程の改正を行った。今後、国家試験合格率を向上させ、入学者の増

加に向けて引き続き教育内容の検証を行う。 
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人文学部英語学科は、令和3(2021)年度からの過去4年間で入学定員充足率の平均が0.49、

収容定員充足率の平均が 0.62 と厳しい状況が続いている。観光文化学科は、令和 3(2021)

年度からの入学定員充足率の平均が 0.57 と厳しい状況が続いていたが、令和 6(2024)年度

は入学定員充足率 0.83 と改善している。人文学部においては、定員充足を実現するため、

学生が幅広い選択肢の中から留学先を選択できるよう新たな海外協定校・企業との協定締

結を促進しており、魅力のある海外留学・海外研修等の留学プログラムを充実させること

で、入学者の確保につながるよう取り組んでいる。 

入学者を安定的に確保するため、学長直轄の「将来計画検討プロジェクト」において、

学部学科の再編成や各学科の教育コースの変更なども含めた組織改編を含む抜本的な改革

を検討している。当該プロジェクト内には戦略的学生募集ワーキンググループを組織し、

高校訪問の体制・方法等の刷新など学生募集の改善策を提案している。令和 5（2023）年

度には、資料請求者の情報や高校訪問の記録、入試結果を保管しているデータベースを整

備し、統計情報・イベント参加情報など高校訪問の際、瞬時に情報を参照できるように改

善を図った。また、毎年法人本部の指示により、学長が各学科に対して定員管理計画の作

成を求め、改善にいかしている。【資料 2-1-8】 

新型コロナウイルス感染症の 5 類感染症移行後初めての実施となった令和 5（2023）年

度のオープンキャンパスは 7 月から 8 月にかけて合計 3 回開催し、参加者数は延べ 862 名

であった。さらには、令和 5（2023）年度にナイトオープンキャンパスを企画し、部活帰

りの高校生や保護者が参加できる催しを実施した。令和 5（2023）年度に実施したオープ

ンキャンパスや進学相談会等のイベント参加者からの出願率は約 4 割であり、オープンキ

ャンパスや進学相談会等への動員数向上が出願数増加と比例するため、告知広報を見直し

SNS を活用した新たな広報活動に取り組んでいる。特に令和 5（2023）年度はオープンキ

ャンパス等のイベント開催前にメッセージアプリのバナー広告やプッシュ通知、DM を活

用しての告知など SNS 等の活用を強化した。広報活動の拠点となる本学ウェブサイトは、

令和 5(2023)年 4 月にリニューアルし、高校生や高等学校教員等のステークホルダーにと

って、情報が探しやすい構成に全面的に刷新し、スマートフォンやタブレットでも見やす

いデザインとした。 

高校生や高等学校教員に本学の魅力を伝えるため、出張講義のテーマや内容等を高校訪

問時や本学ウェブサイトで紹介し、本学での学びの内容や教員の研究を模擬授業で体験す

ることにより、高校生が本学に興味や関心を持つきっかけとしている。 

 

表 2-1-3-1 過去 5年間の入学定員充足率・収容定員充足率一覧（保健福祉学部） 

各年度 5 月 1 日現在 

学部 学科 項目 
令和 2 

(2020)年度 
令和 3 

(2021)年度 
令和 4 

(2022)年度 
令和 5 

(2023)年度 
令和 6 

(2024)年度 

保健福祉 

学部 
看護学科 

入 学 定 員 90 90 90 90 90 

入 学 者 数 104 98 90 93 95 

入学定員充足率 1.16 1.09 1.00 1.03 1.06 

収 容 定 員 360 360 360 360 360 

在 籍 学 生 数 413 397 388 382 366 
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収容定員充足率 1.15 1.10 1.07 1.06 1.02 

福祉学科 

入 学 定 員 80 80 80 80 80 

入 学 者 数 76 87 80 74 69 

入学定員充足率 0.95 1.09 1.00 0.93 0.86 

収 容 定 員 320 320 320 320 320 

在 籍 学 生 数 310 315 318 304 297 

収容定員充足率 0.97 0.98 0.99 0.95 0.93 

栄養学科 

入 学 定 員 100 100 100 100 100 

入 学 者 数 71 61 37 46 37 

入学定員充足率 0.71 0.61 0.37 0.46 0.37 

収 容 定 員 400 400 400 400 400 

在 籍 学 生 数 268 262 218 209 173 

収容定員充足率 0.67 0.66 0.55 0.52 0.43 

学部計 

入 学 定 員 270 270 270 270 270 

入 学 者 数 251 246 207 213 201 

入学定員充足率 0.93 0.91 0.76 0.79 0.74 

収 容 定 員 1,080 1,080 1,080 1,080 1,080 

在 籍 学 生 数 991 974 924 895 836 

収容定員充足率 0.92 0.90 0.86 0.83 0.77 

 

表 2-1-3-2 過去 5年間の入学定員充足率・収容定員充足率一覧（人文学部） 

各年度 5 月 1 日現在 

学部 学科 項目 
令和 2 

(2020)年度 
令和 3 

(2021)年度 
令和 4 

(2022)年度 
令和 5 

(2023)年度 
令和 6 

(2024)年度 

人文学部 

英語学科 

入 学 定 員 60 60 60 60 60 

入 学 者 数 57 36 22 27 32 

入学定員充足率 0.95 0.60 0.37 0.45 0.53 

収 容 定 員 240 240 240 240 240 

在 籍 学 生 数 201 191 152 135 118 

収容定員充足率 0.84 0.80 0.63 0.56 0.49 

観光文化学科 

入 学 定 員 60 60 60 60 60 

入 学 者 数 74 36 34 32 50 

入学定員充足率 1.23 0.60 0.57 0.53 0.83 

収 容 定 員 240 240 240 240 240 

在 籍 学 生 数 263 240 209 178 154 

収容定員充足率 1.10 1.00 0.87 0.74 0.64 

学部計 

入 学 定 員 120 120 120 120 120 

入 学 者 数 131 72 56 59 82 

入学定員充足率 1.10 0.60 0.46 0.49 0.68 
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収 容 定 員 480 480 480 480 480 

在 籍 学 生 数 464 431 361 313 272 

収容定員充足率 0.97 0.90 0.75 0.65 0.57 

 

表 2-1-3-3 過去 5年間の入学定員充足率・収容定員充足率一覧（助産別科） 

各年度 5 月 1 日現在 

別科 項目 
令和 2 

(2020)年度 
令和 3 

(2021)年度 
令和 4 

(2022)年度 
令和 5 

(2023)年度 
令和 6 

(2024)年度 

助産別科 

入 学 定 員 16 16 16 16 16 

入 学 者 数 16 16 16 16 16 

入学定員充足率 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 

収 容 定 員 16 16 16 16 16 

在 籍 学 生 数 16 16 16 16 17 

収容定員充足率 1.00 1.00 1.00 1.00 1.06 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料 2-1-7】学校法人西南女学院 令和 5(2023)年度第 4 回理事会議事録（抜粋） 

【資料 2-1-8】将来計画検討プロジェクト検討内容一覧 

 

（3）2－1の改善・向上方策（将来計画） 

すべての学科における入学定員に沿った適切な学生受入れ数の維持に向けて、入学者数

の定員未充足状況を改善し、大学の健全な発展を目指すため、以下の改善策を講じている。 

 

① 学長直轄の「将来計画検討プロジェクト」において、今後も地域社会で活躍できる人

材を育成するための学部・学科の組織改編や教育課程の改正について検討していく。 

② 入試情報と学生に関する情報とを紐づけた IR 分析を行い、その結果について全学で

共有し、学生確保につなげる。 

③ 学生数の確保や経費削減に関する具体的な到達目標を立て、実行に移す。 

④ 近隣（北九州市内）の高等学校を中心とした、きめ細やかで戦略的な高校訪問を開始

する。訪問については、高等学校の要望に応じて在学生の修学状況やトピックス等を

報告し、高等学校教員との信頼関係強化を図る。また、学内で定期的に高校訪問ミー

ティングを開催し、高等学校における現状や学び、課題について情報共有を行うこと

で、高校訪問の質を向上させる。 

⑤ 本学ウェブサイトや SNS を効果的に活用し、大学での学びや取り組みについて常に

新しい情報を発信できるような体制を構築する。 

⑥ 前述したように、本学はオープンキャンパス参加者からの出願率が高い。そのため、

内容の充実や開催回数を検討していく。具体的には、夏のオープンキャンパスに加え

て、春のオープンキャンパス（3 月）、大学祭と同日開催のオープンキャンパス（10 月）

を実施するなど、本学の魅力を発信する機会を増やしていく。さらに、上記の日程以

外でもキャンパス見学や進学相談ができるように来場型・オンライン型に対応した
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個々に合わせたミニオープンキャンパスを常時実施していく。 

⑦ アドミッション・ポリシーに合致した高校生が志願しやすいように、新しい視点で入

試形態（推薦評定、試験科目、試験日、試験会場など）の見直しを実施する。また、

選抜区分ごとの特性を踏まえて、受験者一人ひとりの能力や経験をより多面的・総合

的に評価できる仕組みとなるように総合型選抜や学校推薦型選抜等の選抜区分につい

て見直しを図る。 

⑧ 進路への意識や進学意欲がある受験者の進学機会を確保できるよう、授業料等の納入

金のうち、入学年次の納入金を低額にして入学年次の経済的負担を軽減する。 

⑨ 上記の改善・向上方策を遂行するために、令和 4(2022)年 4 月に設置したアドミッシ

ョンオフィスに、職員 3 人を配置し、特に学生数の定員充足のため、入学者選抜改革

や戦略的な学生募集にかかる企画立案を進める。  
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2－2．学修支援 

2-2-① 教員と職員等の協働をはじめとする学修支援体制の整備 

2-2-② TA(Teaching Assistant)等の活用をはじめとする学修支援の充実 

（1）2－2の自己判定 

基準項目 2－2 を満たしている。 

 

（2）2－2の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

2-2-① 教員と職員等の協働をはじめとする学修支援体制の整備 

ア 学修支援体制の基盤について 

組織的な学修支援体制に、委員会組織として教務委員会、事務組織として教務課を設置

している。教務委員会は、教務部長、教務課長及び各学科から選出された代表者各 1 人で

組織する。教務委員会は、教職協働のもと、円滑な学修支援体制の構築について検討を行

う。委員会で決定した方針については、各学科及び教務課を中心とした事務組織で共有す

る。【資料 2-2-1】 

 

イ 学修支援システムの運用について 

本学では、細やかな学修支援を実現するために本学ウェブサイトを活用した各種システ

ムを運用している。 

「WEB サービス学生支援システム Universal Passport」（以下、「UNIPA」という。）で

は、履修登録、シラバスの閲覧、成績・GPA の確認、出欠状況の確認など学修に関する情

報を学生・教職員がそれぞれの立場で利用、取得することができるようになっている。特

に学生は、学内や自宅のパソコンだけでなく、スマートフォンのアプリからもシステムを

利用できるようになっており、上記機能に加えて大学からの連絡の確認など、時間と場所

に縛られない支援を行っている。また、教職員についてはこのシステムを活用し、履修登

録の状況等から学生の状況を把握し、教職員間で情報を共有したうえで必要に応じて履修

指導を行うなど、学修支援に役立てている。【資料 2-2-2】 

教務課では、コロナ禍のなかで令和 2(2020)年度から遠隔授業の基盤として活用してき

たクラウドツール「Google Workspace」を対面授業でも活用できるよう、すべての授業ご

とにクラス管理ができる「Google Classroom」の利用を継続して支援している。このシス

テムを利用することにより、教材の配付、課題の提示・提出、小テストの実施など、学生

の学修支援と教員の教育活動の支援を両立させている。 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料2-2-1】教務委員会規程 

【資料2-2-2】WEBサービス学生支援システムに関する資料 

 

2-2-② TA(TeachingAssistant)等の活用をはじめとする学修支援の充実 

ア 情報系科目における SA(Student Assistant)について 

情報系科目において、受講者が 50 人を超える科目に対して、教員の要望により

SA(Student Assistant)を配置し、授業の運営上必要な教員のサポートや、履修学生の質問
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等に対応するなど、授業の支援を行っている。コロナ禍となった令和 2(2020)年度からは、

遠隔授業の実施や、学生間の感染リスクの軽減のため SA の採用を見送っていたが、令和

5(2023)年度から募集を再開している。なお、SA の応募がない期間については、情報シス

テム管理課の職員がアシスタントとして授業支援ができる体制を整えている。【資料 2-2-

3】 

 

イ オフィスアワーについて 

オフィスアワーは、あらかじめ設定された時間帯に教員が研究室に待機し、学科の枠を

超えて学生が自由に授業内容等の質問や学生生活全般の悩み等を相談できる時間として全

学的に設定している。専任教員は週 1 コマ（90 分）以上、非常勤講師は担当授業の前後等

に対応することにより全学的な実施体制を整備している。各教員のオフィスアワーは、各

学期の始めに教員の連絡先メールアドレスを併記し、UNIPA で公表している。【資料 2-2-

4】【資料 2-2-5】 

 

ウ アドバイザー制度について 

アドバイザー制度は、学生一人ひとりが大学生活を円滑に進められるよう、専任教員が

アドバイザーとして 10 人程度の学生を担当している。アドバイザーは授業や成績、進路、

サークル活動、留学、健康や人間関係の悩みなど学生生活全般に関する相談に応じ、担当

する学生の最も身近な支援者として助言や指導を行っている。相談内容によっては保健室

や学生総合支援室と連携し、組織的な修学・生活支援に努めている。学年進行によりアド

バイザーの変更もあるため、各学科では特にサポートの必要な学生を中心に学生情報の共

有を行い、学生支援の連続性を保つようにしている。【資料 2-2-6】 

 

エ 障がいのある学生への配慮について 

「障害学生支援に関する基本方針」を定め、専任の専門職員 2 人（臨床心理士、社会福

祉士・精神保健福祉士）を配置する学生総合支援室を中心に、部局横断的な体制で修学上

必要な合理的配慮の提供に努めている。障がいのある学生本人の要望をもとに学科や関係

部署との調整を経て作成された支援依頼書は、室長のほか、学長、学部長、教務部長、学

生部長、学科長、別科長、教務部・学生部の各課長を構成員とする学生総合支援室運営連

絡協議会において共有、決裁を経て、科目担当教員や関係部署に文書により配慮要請が行

われる。【資料 2-2-7】【資料 2-2-8】 

支援開始後は 1 か月以内を目途にモニタリングを実施して支援内容の修正、調整を行う

ほか、各学期末にも振り返りの面談を実施し、状態や環境等の変化を把握している。【資料

2-2-9】 

支援実績は表 2-2-1 のとおりで、座席の配慮や講義内容の録音、パソコンの持ち込みの

許可、課題の提出期限の延長、休憩場所の提供等を行っている。各講義室には常に迅速か

つ適切な救急対応ができるよう、緊急時の連絡先リストを掲出している。また、障害に関

係なく誰もが安心して大学で学ぶことができる共生社会を実現するために、学生総合支援

室の学生サポーターを募集し、支援を必要とする学生のサポートをする活動を学生総合支

援室のスタッフと連携して行っている。【資料 2-2-10】【資料 2-2-11】【資料 2-2-12】 
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表 2-2-1 これまでの支援実績 

障害の種別 支援の内容 

視覚障害 ・教科書の拡大コピー、電子データ化 

・配布資料の拡大コピー、電子データ化 

・補助具等の持ち込み許可 

・座席の配慮 

・試験問題の拡大 

・試験時間の延長、別室受験 

・学内の移動サポート 

聴覚障害 ・座席の配慮 

・講義内容の録音の許可 

・ノートテイク 

・心理カウンセリング 

肢体不自由 ・スロープの設置 

・使用教室の配慮 

・座席の配慮 

・配布資料の拡大 

・学内の移動サポート 

・試験時間の延長、別室受験 

・パソコンによる解答 

・ノートテイク 

病弱・虚弱 ・緊急時の対応の周知 

・授業中の感染対策 

・座席の配慮 

・授業中の服薬許可 

・授業中の途中退室の配慮 

・休憩場所の提供 

・授業や実習におけるアレルギー原因物質の回避 

・レポート等の提出期限の延長 

・試験の別室受験 

・救急対応マニュアルの整備 

・心理カウンセリング 
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発達障害 ・座席の配慮 

・授業中の途中退室の配慮 

・イヤーマフ、イヤホンの使用許可 

・カラーグラスの使用許可 

・授業中の服薬許可 

・パソコンの持ち込み許可 

・講義内容の録音、スライドの撮影許可 

・視覚的な情報保障 

・レポート等の提出期限の延長許可 

・環境に慣れるための機会の設定 

・自己管理スキル指導 

・心理カウンセリング 

精神障害 ・緊急時の対応の周知 

・少人数でのグループ編成 

・レポート等の提出期限の延長許可 

・座席の配慮 

・授業中の服薬許可 

・授業中の途中退室の配慮 

・休憩場所の提供 

・心理カウンセリング 

 

オ 退学、休学、留年防止のための取組みについて 

退学、休学の防止対策として、教務委員会において各学科共通の様式で「退学防止のた

めの学科における取組み状況」を取りまとめ、学科ごとに原因分析と改善方策が毎年度確

認されるよう運用している。【資料 2-2-13】 

また、年間を通じた学生の学修支援のなかで、退学、休学、留年につながる機微を察知

できるよう、表 2-2-2 のような様々な確認を行っている。 

 

表 2-2-2 退学、休学、留年防止のための学修支援上の確認事項 

確認事項 確認・対応者 確認内容 

履修説明 

履修登録 

教務課 新入生の履修登録について、学科ごとに情報処理演習室

に集め、教務課の履修説明のもとで実施し、欠席した学

生についても、後日教務課で個別に対応を行っている。

教務課への早期の履修相談や、友人と履修計画を立てる

機会を作ることにより、その後の学修や学生生活を円滑

に進められることを期待している。 

また、履修登録時に履修科目の「Google Classroom」の

登録作業も行い、各種システムに馴染めるよう指導をし

ている。 
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履修状況 教務課 

各学科教務委員 

履修登録の状況から、全学生の履修登録エラーを確認し、

卒業に向けた単位の修得状況の確認、資格の取得に向け

た履修状況の確認、履修登録を行っていない学生の早期

発見などを行っている。 

エラーの内容により、教務課と各学科の教務委員が連携

して学生の状況に合わせた対応を行う体制を構築してい

る。【資料 2-2-14】 

出欠状況 科目担当教員 

アドバイザー 

教務課 

各学科教務委員 

UNIPA を活用し、科目担当教員、アドバイザーが学生の

授業の出欠状況を確認できるようになっている。また、非

常勤講師の担当する授業については、同システムを利用

した出欠管理とは別に、学生が授業を 4 回欠席した時点

で教務課に報告し、教務課から当該学科の教務委員を通

して情報が共有される仕組みが作られている。【資料 2-2-

15】 

身体的・精

神 的 に 特

別 な 支 援

を 要 す る

と 判 断 し

た場合 

保健室 

学生総合支援室 

身体的、精神的理由により修学の継続に不安を持つ学生

については、保健室、学生総合支援室につなぎ、学生のケ

アを早期に行えるよう対応している。 

退学、休学

の希望時 

アドバイザー 

ゼミ担当教員 

教務課 

学生課 

 

退学、休学を希望する学生については、事前にアドバイザ

ー若しくはゼミ担当教員と面談を行うこととしている。

アドバイザー、ゼミ担当教員は、学生の意志を確認し、状

況の整理、学生の今後について一緒に考える時間を作る

ようにしている。退学願・休学願を提出する際は、その経

過が分かるように所定の様式で記録を残し、退学や休学

の要因を把握できるようにしている。また、アドバイザー

若しくはゼミ担当教員と教務課・学生課が連携し、学生が

一人で悩み決断することがないように、最善な方策を一

緒に考えるようにしている。 

退学等について本人の意向が最善と判断される場合は、

学生に不利益が生じないよう学長が許可することとして

いる。【資料 2-2-4】【資料 2-2-16】 
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カ 転学部・転学科について 

「西南女学院大学学則」第 31 条及び「転学部・転学科規程」に基づき、転学部・転学科

を実施している。この制度は、学生が入学後の学修過程において、将来の進路変更や学修

に対する興味・関心の変化に本学として柔軟に対応することにより、本学での学修の継続

を目指すものである。転学部・転学科は 1 年次終了時、若しくは 2 年次終了時からの転籍

を原則としている。転学部・転学科を希望する学生にはアドバイザーへの相談を課してお

り、アドバイザーはその指導内容を所属学科長及び教務委員に報告のうえ、「転学部・転学

科願」に所見を記載することになっている。転学部・転学科は、保健福祉学部福祉学科「子

ども家庭福祉コース」及び保健福祉学部栄養学科を除く全ての学科間で可能としていたが、

令和 3(2021)年度からは収容定員が充足している看護学科では実施を見送っている。【資料

2-2-17】【資料 2-2-18】 

 

キ ピアサポートについて 

在学生による 1 年生への学生支援活動として、ピアサポートを実施している。ピアサポ

ーターは、2 年生以上の有志の学生で構成され、主に履修登録のサポートや生活面の相談

に応じている。ピアサポーターには、各学科の学生委員と教務委員が事前指導を行い、各

学科のカリキュラムの特性を踏まえた説明内容の検討や実施方法の工夫が行われている。 

この取組みは、1 年生の大学生活への不安を緩和するだけでなく、ピアサポーター側の

学生の自主的成長を促し、学生同士が支え合う経験を通して他者を思いやる人間性の涵養

にもつながっている。なお、令和 4(2022)年度から、新入生オリエンテーションプログラ

ムの一つとして全学的に実施している。【資料 2-2-19】【資料 2-2-20】 

 

ク 学生自主活動グループ「STEP UP」による履修計画支援活動について 

学生による、学生のための自主活動グループ「STEP UP」が平成 28(2016)年度に設立

され、学生の目線での履修計画の支援活動が行われている。平成 30(2018)年度に整備した

活動拠点「WEST」において、在学生が新入生を迎えて履修相談を行うほか、YouTube に

て履修登録及び「Google Classroom」の使い方の解説動画を制作・公開している。活動拠

点「WEST」は、自習スペースと個別ブースを備えた多機能型の学びの場として運営して

おり、学生の居場所づくりとしての役割を果たしている。 

「STEP UP」の活動は、正課外教育の場として、学部学科、学年を超えた学生のつなが

りの形成、学生の企画・運営力の育成など、多くの効果が期待されており、学生たち自身

で居場所を作ることにより退学防止対策の一つになっていると評価している。【資料 2-2-

21】 

 

ケ その他の学生支援「フリースペース」について 

集団内で過ごしにくさを感じる学生や静かな場所での休養が必要な学生のために、複数

の個別ブースを備えたフリースペースを新設し、学生総合支援室の管理・運営を開始して

いる。この取組みは、大学生のメンタルヘルスケアの充実に寄与する事業に対して交付さ

れる「令和 3（2021）年度北九州市大学生のメンタルヘルスケア事業」の補助金を受けて

実施した。学生に対して利用に関するアンケートを実施し、学内の居場所等を必要とする
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学生がより利用しやすくなるよう改善を図っている。【資料 2-2-22】 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料 2-2-3】SA(Student Assistant)に関する資料 

【資料 2-2-4】キャンパスライフ 2024（学生生活ガイドブック）p.23、p.25、 p.59 

【資料 2-2-5】令和 6(2024)年度前期オフィスアワー一覧 

【資料 2-2-6】令和 6(2024)年度アドバイザー一覧 

【資料 2-2-7】障害学生支援に関する基本方針 

【資料 2-2-8】学生総合支援室規程 

【資料 2-2-9】修学支援振り返りチェックシート 

【資料 2-2-10】本学ウェブサイト「障害学生支援」 

https://www.seinan-jo.ac.jp/school_life/s-shien/ 

【資料 2-2-11】緊急時の連絡先 

【資料 2-2-12】学生総合支援室 学生サポーター募集チラシ 

【資料 2-2-13】退学防止のための学科における取組み状況 

【資料 2-2-14】学生の履修状況について 

【資料 2-2-15】学生の出欠状況の把握について（お願い） 

【資料 2-2-16】退学願及び休学願の様式 

【資料 2-2-17】西南女学院大学「転学部・転学科規程」 

【資料 2-2-18】「転学部・転学科」に関する資料 

【資料 2-2-19】令和 5(2023)年度オリエンテーション日程 

【資料 2-2-20】ピアサポート報告書 

【資料 2-2-21】STEP UP に関する資料 

【資料 2-2-22】フリースペースの利用案内 

 

（3）2－2の改善・向上方策（将来計画） 

今後も学生の休学・退学の減少につながるよう、各学科の支援体制、学生の学修意欲の

変化の察知、身体的・心理的問題の早期ケアなど、多角的な対策を拡大していく。 

学生の視点で支援できるピアサポーターの学生が教職員の指導を受けながら仲間を支援

する活動に従事し、支援される側の学生とともに学び合い成長し合う仕組みとなっている。

ピアサポーターに対する研修の充実と、自主活動グループ「STEP UP」との連携を強化し、

ピアサポートプログラムの充実を図る。  
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2－3．キャリア支援 

2-3-① 教育課程内外を通じての社会的・職業的自立に関する支援体制の整備 

（1）2－3の自己判定 

基準項目 2－3 を満たしている。 

 

（2）2－3の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

2-3-① 教育課程内外を通じての社会的・職業的自立に関する支援体制の整備 

本学での教育は、社会に出る直前の教育段階であることから、卒業後の社会的・職業的

自立を見据え、入学から卒業までを見通したキャリア教育を行っている。 

 

ア 教育課程内でのキャリア支援 

教育課程内でのキャリア支援は次のとおり展開している。【資料 2-3-1】 

 

（ア）初年次セミナー 

入学初年次における、高校からの円滑な接続や学びへの意欲を向上するための教育上の

配慮の観点から、教養教育課程「総合人間科学」の 1 年次にキャリア形成の基盤を培う「初

年次セミナーⅠ・Ⅱ」を必修科目として配置している。初年次セミナーでは、大学での学

びの質を高めるために必要なスタディ・スキルズを身につけさせることで、学生に学ぶ目

的意識を持たせ、学習意欲の向上につなげている。 

 

（イ）キャリア教育 

a. 全学共通 

「総合人間科学」の1年次に「キャリア開発」を必修科目として配置している。地域社会

が求める自立した女性を目指すためのキャリア形成の基本を学び、各学科のキャリア形成

発展科目との連動により、実践的態度及び技術修得を図っている。 

 

b. 保健福祉学部・助産別科 

保健福祉学部看護学科、福祉学科及び栄養学科並びに助産別科については、専門職者を

育成する学科（別科）である。1 年次から国家試験受験資格あるいは免許状等の取得を目

指した講義及び学内外での実習の実施により、自然な流れで知識、技術、実践力及びコミ

ュニケーション能力などを身につけ、キャリア形成ができるように教育課程を編成してい

る。 

 

c. 人文学部 

人文学部英語学科及び観光文化学科については、キャリア支援科目として、英語学科 2

年次に「現代ビジネス人材論」を選択科目、観光文化学科 2 年次に「キャリアデザイン論

Ⅰ」を必修科目として配置している。いずれの授業も「働くことはどういうことか」「キャ

リアデザインとは」といった基礎的知識を学び、授業後半に、女性活躍推進や WLB（ワー

ク・ライフ・バランス）推進に取り組む北九州市内企業の推進担当者等を講師として招き、

「社会人交流会」を実施している。学生は、社会人と対話し、グループワークやプレゼン
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テーションを体験できるため、就職意識醸成への一助となっている。「社会人交流会」は、

授業科目担当教員と就職課の教職協働で実施している。令和 5(2023)年度には、20 企業の

参加があった。また、「インターンシップ」を選択科目として配置しており、その前半では、

インターンシップに向けた業界研究、企業研究及び自己分析シートの作成等の基本的知識

を学び、後半には、実際に企業等へのインターンシップを実施している。 

 

イ 教育課程外でのキャリア支援 

（ア）インターンシップ 

表 2-3-1 及び表 2-3-2 のとおり、全学生を対象に夏期・春期の年 2 回、正課外インター

ンシップの参加者を募集しており、令和 5(2023)年度は、計 75 人が参加した。インターン

シップ先の企業は、主に北九州商工会議所、九州インターンシップ推進協議会及び山口県

インターンシップ推進協議会に登録されている企業であり、学生は就職課を通してエント

リーする。就職課は、募集説明会、エントリーシート等の添削のほか、インターンシップ

に参加が決定した学生に対して、マナー講座などの事前研修を実施している。また、イン

ターンシップに参加した学生には、参加後、報告書（インターンシップの内容・企業情報

等）及びアンケートを提出するよう指導しており、次回以降の参考資料として、学生が自

由に閲覧できるようにしている。【資料 2-3-2】 

 

表2-3-1 学生のインターンシップ参加状況（学科別）        （単位：人） 

学 科 

令和元 
(2019) 
年度 

令和2 
(2020) 
年度 

令和3 
(2021) 
年度 

令和4 
(2022) 
年度 

令和5 
(2023) 
年度 

備 考 

看  護 2 0 0 4 0  

福 祉 7 0 0 0 1  

栄 養 3 0 0 2 0  

英 語 15 5 24 20 60  

観光文化 20 21 66 34 14  

保  育 0 0 0 0 0  

合 計 47 26 90 60 75  

 

表2-3-2 学生のインターンシップ参加状況（地域別）        （単位：人） 
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地 域 

令和元 
(2019) 
年度 

令和2 
(2020) 
年度 

令和3 
(2021) 
年度 

令和4 
(2022) 
年度 

令和5 
(2023) 
年度 

備 考 

北九州市内 37 19 77 48 67  

福 岡 県 内 5 3 13 7 4 北九州市を除く 

山 口 県 内 2 4 0 5 3  

そ の 他 3 0 0 0 1  

合 計 47 26 90 60 75  

 

 

ウ 就職・進学に対する相談・助言体制について 

社会的・職業的自立に関する支援体制に、委員会組織として就職委員会、事務組織とし

て就職課を設置している。就職委員会は、学生部長、就職課長及び各学科から選出された

代表者各 1 人で組織する。教員及び事務職員が協働して、きめ細やかな支援を行っている。 

就職課では、学生への求人情報の紹介、エントリーシート・履歴書の添削、書き方指導

をはじめとした就職・進学に関する相談・助言を行っている。また、希望者には、採用試

験前に模擬面接を実施している。令和 5(2023)年度の在学生との面談件数は、大学と短期

大学部を合わせて 2,147 件（延べ件数）、卒業生との面談件数は 65 件（延べ件数）であっ

た。【資料 2-3-3】 

学生は、就職活動開始時に希望する業種、職種及び地域等を記載した「進路登録カード」

を作成している。記載内容については、ゼミ担当教員又はアドバイザーが確認し、学生個々

の状況を共有した後、就職課に提出するよう指導している。提出する際は、学生が事前に

面談予約を行い、学生と就職課スタッフが 1 対 1 で面談を行ったうえで受領している。「進

路登録カード」は、学生に求人を紹介する際の参考資料とするほか、学生と面談するごと

に「就職活動状況一覧（学籍番号・氏名が入った一覧表）」とあわせて面談内容等を記録す

ることで課内での情報共有に役立てている。 

就職課資料室には、業種・職種・地域ごとにファイリングした求人票、採用試験受験報

告書、進学に関する資料及び就職に関する書籍等を設置しており、学年を問わず利用でき

るようにしている。さらに、求人情報、セミナー案内、説明会案内、インターンシップ情

報等を就職課の「Google Classroom」に掲載し、学生だけではなく教員も最新情報を得ら

れる環境を整えている。【資料 2-3-4】 

卒業（修了）予定者の進路を把握するため、進路が決定した学生には、「就職（進路）報
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告届」を提出するよう指導している。学生の状況（個人名・内定先企業名・活動状況等）

については、10 月以降、毎月に 1 回、就職委員を通じて各学科（別科）に情報を共有して、

教職員間での就職・進学支援に役立てている。【資料 2-3-5】 

 

その他の就職・進学に対する取組みについては、次のとおりである。 

（ア）就職支援行事 

3 年次の 5 月頃から学科ごとに就職ガイダンスを開催している。就職を希望する業界や

職種によって就職活動時期が異なるため、学部学科の状況に合わせて、適切な時期に複数

回開催している。就職ガイダンスは、授業終了後の講義室で開催するなど、学生が出席し

やすいように工夫しており、就職活動の準備から採用試験受験までの適切な進め方、行動、

考え方などの全行程についての説明を行っている。【資料 2-3-6】 

また、学生には、3 年次に全学生に対して「就活手帳」を配付している。「就活手帳」に

は、卒業年度まで利用できるスケジュールダイアリーと就職活動時に役立つ情報が掲載さ

れている。【資料 2-3-7】 

前期の就職ガイダンスは、就職意識の向上につなげるために、インターンシップ参加に

向けた内容に重点を置き、後期以降は、本格的な採用試験対策として、より実践的な内容

の、自己分析やエントリーシート対策、企業・業界研究、筆記試験対策、面接対策及びグ

ループディスカッション対策等を実施している。 

保健福祉学部・助産別科については、就職ガイダンスのほか、学科（別科）ごとに国家

試験受験手続き方法等の説明会を開催している。なお、各国家試験受験に係る事務手続き

は、就職課が取りまとめを行っている。 

 

（イ）学内合同企業説明会 

低学年からの就職意識向上を目的として、平成 28(2016)年度から、スタッフ募集に応募

した 1・2 年生の学生が運営スタッフとなる「学内合同企業説明会」を開催している。学生

スタッフは、開催年度の 10 月から約 5 か月、毎週ミーティングを行い、開催に向けた準

備を進めていく。学生スタッフは、3 年生を対象にアンケート調査を行い、その結果をも

とに、参加していただく業界や企業を検討する。企業の採用担当者には、「学内合同企業説

明会」の趣旨及び内容を説明し、承諾を得られた企業に参加を依頼している。参加交渉か

ら説明会当日の運営まで、学生スタッフ 1 人につき 1～2 社を担当する。令和 5(2023)年度

は、17 社の参加があった。【資料 2-3-8】  
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（ウ）求人開拓 

北九州市内、福岡県内、山口県内に拠点を置く企業等を中心に訪問し、関係の強化、新

規求人の開拓に努めている。採用担当者と大学就職担当者の情報交換会等には、積極的に

参加し情報収集を行っている。また、来学のうえでの求人依頼については、採用担当者か

ら詳細を聞き取り、課内で情報共有し、学生に正確な情報を伝えるようにしている。【資料

2-3-9】 

 

（エ）公務員試験対策講座 

公務員試験対策講座を開講している。オンライン・オンデマンド授業を取り入れること

で、出席しやすいように工夫している。 

 

（オ）障がいのある学生に対する就職支援 

障がいのある学生に対して、職場実習などに参加するように促している。また、外部関

係機関への求職登録や就職相談会に参加する場合には、職員が同行するなどの支援を行っ

ている。 

 

（カ）卒業生アンケート 

就職に関する実態を把握するため、卒業生及び就職先の事業所を対象としたアンケート

を毎年実施している。具体的には、卒業後 3 年目の卒業生を対象とした「卒業生アンケー

ト調査」及び本学卒業生が入職して 1 年目の事業所を対象とした「就職受け入れ先から見

た西南女学院大学・西南女学院大学短期大学部卒業生の評価に関するアンケート調査」の

2 つである。アンケート調査の結果は報告書としてまとめ、教職員で共有する。各学科に

おいては、その結果を踏まえて学生の支援体制を見直している。【資料 2-3-10】 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料2-3-1】キャリア支援に関するシラバス 

【資料2-3-2】インターンシップ関連 

【資料2-3-3】学生との面談記録 

【資料2-3-4】「Google Classroom」掲載情報 

【資料2-3-5】就職（進路）報告届・受験報告書 

【資料2-3-6】就職支援行事 

【資料2-3-7】就活手帳 

【資料2-3-8】学内合同企業説明会 

【資料2-3-9】企業との連携記録 

【資料2-3-10】卒業生アンケート報告書  
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（3）2－3の改善・向上方策（将来計画） 

今後も、北九州市内、福岡県内、山口県内に拠点を置く企業等を中心に訪問し、関係の

強化、新規求人の開拓を進める。また、地元北九州市内への就職者を増やすことを目指す。 

インターンシップについては、担当教員と就職課職員が協力して、事前・事後に学生と

の面談を行い、その内容を分析して評価することにより、当該学生及び次学年の学生の成

長を促すためにいかしていく。また、就職ガイダンスに学生が積極的に参加する仕組みを

構築する。 

障がいのある学生に対する就職支援については、卒業年次を中心に就職課と学生総合支

援室が連携して実施してきたが、今後は、低学年から、個々の学生にあった支援体制を整

備していく。外部関係機関との連携、協力を強化して進めたい。 

 

2－4．学生サービス 

2-4-① 学生生活の安定のための支援 

（1）2－4の自己判定 

基準項目 2－4 を満たしている。 

 

（2）2－4の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

2-4-① 学生生活の安定のための支援 

ア 学生サービス、厚生補導のための組織について 

学生生活の安定のための支援体制に、委員会組織として学生委員会、事務組織として学

生課を設置している。学生委員会は、学生部長、学生課長及び各学科から選出された代表

者各 1 名で組織する。学生委員会は、学生の学業指導・生活指導、課外活動、奨学生・授

業料減免、厚生施設・厚生事業、保健管理、その他厚生指導等に関する事項について審議

している。また、学生課は、学生委員会のほかにキャンパス・ハラスメント防止・対策委

員会、学生個人情報保護委員会、国際交流委員会、宗教委員会の事務を掌理している。【資

料 2-4-1】 

また、令和 5(2024)年度から、「学生対応窓口のワンストップ化プロジェクト」を開始し

た。これは、複合的な視点で学生を支援できる体制を整えることをコンセプトとしており、

その第一段階として、学生生活全般に関わる事務組織(学生課・就職課・教務課・情報シス

テム管理課)を 7 号館 2 階に集約した。学修や学生生活、就職に関わる様々な支援を同一

フロア内で行うことで、学生を中心にしたワンストップサービスを提供し、学生生活の安

定のための支援をさらに充実したものになるよう事務組織の連携を図る。【資料 2-4-2】 

大学と保護者の相互理解を深め、学生が充実した学生生活を送ることができるよう、学

科ごとに保護者懇談会を実施している。保護者懇談会では、学科カリキュラムや学修に関

する本学の取組み、学生生活、資格、就職活動等に関する情報を提供する説明を行い、希

望者には個別面談を実施している。保護者の不安を解消し、大学と保護者とのつながりを

強化することで、学生をサポートする体制づくりに取り組んでいる。【資料 2-4-3】 

 

イ 学生の課外活動への支援について 

サークルの団体については、学友会傘下の部・愛好会 44 団体と公認学生団体 4 団体の
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48 団体で活動している。これらの活動に対しては、体育館・テニスコート・部室等の使用

を認める施設・設備面での支援やサークル運営費補助等の経済的支援を行っている。また、

サークル顧問（専任教職員）の活動支援・指導等により学友会活動の活性化を図るほか、

外部から指導員を招いて活動の充実を図っているサークルに対しては指導員への謝礼金及

び遠征費の補助も行っている。サークル活動を行う際には、「部活動届」、「部活動報告書」、

「施設・物品使用（借用）許可願」等の届け出を学生課に提出するようにしており、学生

の活動内容について把握している。さらに、年間の活動実績に応じて、各サークルに対し

学友会から適切な予算配分を行っている。新入生に向けてのサークル紹介は、コロナ禍の

間は動画配信の形式で実施していたが、令和 6(2024)年度からは対面で実施する。大講義

室に新入生を集めてサークルごとに紹介を行い、サークル活動の雰囲気をより感じてもら

うことで新入生に興味をもってもらい、サークル加入率の増加につなげることが出来るよ

う取り組んでいる。【資料 2-4-4】【資料 2-4-5】 

また、大学祭については、令和 3(2021)年度と令和 4(2022)年度の 2 年間、新型コロナウ

イルス感染対策のため、来場者を学内関係者に限定して実施したが、令和 5(2023)年度は、

コロナ禍前と同様に学外からの一般来場者を受け入れて 2 日間の開催とした。屋内ステー

ジプログラムやサークル・ゼミによる模擬店、キッチンカーによる食品販売、展示等の催

しを行った。また、初の同時開催としてオープンキャンパスも実施し、高校生に大学祭の

雰囲気も感じてもらえるようにした。【資料 2-4-6】 

ボランティア活動については、大学に依頼のあったものの中から精査した募集案内を掲

示板に掲示していたが、令和 6(2024)年度からは Google Classroom に「ボランティア募集

案内」に掲示し、学生に案内する。Google Classroom を使用することで、学生が募集案内

をいつでも確認することが可能となり、より多くの学生にボランティア活動の案内を行い、

参加を促すようにしている。【資料 2-4-7】 

 

ウ 海外留学支援について 

本学の学生が海外で学修する場合、「派遣留学プログラム」、「短期研修プログラム」、「休

学しての留学」の 3 つの方法がある。本学における「派遣留学プログラム」とは、姉妹校、

協定校、認定校等、教育課程が教育上有益であると認められた大学等に学長の許可を得て

留学し、そこでの学修成果を卒業に必要な単位の一部として認定している。 

令和 5(2023)年度には、両大学が相互に交換留学生の授業料を免除する交換留学協定を

韓国の大学 2 校と締結した。学生がより幅広い選択肢の中から留学先を選択できるよう、

留学先の新規開拓に取り組んでいる。 

「短期研修プログラム」は、夏期・春期休暇中を利用して異文化交流体験ができるプロ

グラムで、本学教員が引率を行っている。令和 5(2023)年度から開始した全学科対象の海

外研修プログラムは、語学や異文化交流だけではなく保健福祉分野に関係する施設見学等

を含んだ内容とし、異文化体験を通じてグローバルな視野を持って学べるようなプログラ

ムとしている。また、全学科対象のプログラムについては、令和 7(2025)年度より全学部

共通科目である総合人間科学の科目として「海外研修 A・B」を新たに開講し、単位認定す

る予定である。 

海外渡航時には、学科及び学生課が、本学で作成した「海外安全対策ガイドブック」に
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沿って、学生が海外で災害や事故、事件等に遭った場合の対応について説明を行っている。

【資料 2-4-8】 

また、留学希望者への経済的支援として、前年度 GPA（単年度）が 3.0 以上の者を対象

に留学期間中の本学授業料を 75%、実験実習料、施設充実費を 100%免除している。【資料

2-4-9】 

 

エ 保健室について 

保健室については、看護師・保健師資格を有する職員 1 人が、病気やけがの応急処置や

休養、病院の紹介等のほか、心身の健康や性に関する相談にも応じている。 

新型コロナウイルス感染症が、令和 5（2023）年 5 月 8 日から 5 類感染症になったこと

から、濃厚接触者を把握する必要はなくなったが、有熱者やかぜ症状を呈する学生の相談・

連絡窓口は継続して行っている。また、修学支援が必要な学生や心身の健康上の相談には、

学生総合支援室と連携してサポートを行っている。 

また、AED 講習会を毎年開催し、教職員のみならず特にサークルに所属している学生を

中心に参加を促している。いざという時の AED の使用方法や胸骨圧迫の仕方等を演習形

式で学び、緊急時に適切な対応がとれるようにしている。【資料 2-4-10】【資料 2-4-11】【資

料 2-4-12】 

 

オ 学生総合支援室について 

専門的な学生相談・支援にあたる組織として、障害学生支援窓口を併設する学生総合支

援室がある。看護学科教授（小児科医）を室長とし、カウンセラー（臨床心理士）、キャン

パスソーシャルワーカー（精神保健福祉士・社会福祉士）各 1 人が必要に応じて関係部署

や精神科医師のスーパーバイザー、学外の専門機関と連携しながら、年々多様化・複雑化

する学生からの相談に応じている。令和 6（2024）年度 4 月からは、学生部長が室長を兼

務して学生支援担当部署との更なる連携強化を図ることや、新たに障害学生支援を専門と

する学外の教員にスーパーバイザーを依頼して支援を展開することとしている。 

学生総合支援室は、図 2-4-1 のとおり、「なんでも相談窓口」、「障害学生支援窓口」、「ハ

ラスメント相談窓口」の 3 つの相談窓口が設置されており、すべての面談は原則対面で行

い、必要に応じて電話やオンライン等の遠隔相談にも対応している。 

また、本学では、入学予定者及びその保護者を対象に、障害学生支援に関する入学前の

事前相談にも応じている。大学で授業や実習を受けるうえでの漠然とした心配事から具体

的な要望に至るまで、丁寧に聴き取りを行い、修学上必要な支援や配慮内容について確認、

検討を行っている。このように、学生が入学後、早期に支援を受けられる体制を整備し、

心の支援と環境整備の両面から障がい及び疾病のある学生の円滑な大学生活への移行をサ

ポートしている。【資料 2-4-13】 
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図 2-4-1 学生総合支援室 3 つの相談窓口 

 

カ キャンパス・ハラスメント相談窓口について 

本学では、セクシャル・ハラスメントや優位な立場を利用した言動や態度、人格権・プ

ライバシーの侵害などの嫌がらせを受けた際に、相談を通じて、キャンパス・ハラスメン

トにあたるかどうかを整理するとともに、今後とるべき方法を自分で意思決定するための

必要な助言を受けることができるよう、キャンパス・ハラスメント相談窓口を設置してい

る。 

相談窓口は、学生総合支援室のスタッフのほかにも、専任教職員がキャンパス・ハラス

メント相談員として相談に応じている。相談員は各学科及び事務職員から選出され、相談

員の氏名、連絡先を毎年 4 月に UNIPA 及び学内掲示板に掲示し、学生に周知している。

相談員は事前にキャンパス・ハラスメント講習会を受講し、ハラスメントが疑われる事案

が発生した際の問題解決の手続きについて説明を受け、学生の意思に沿った最善な方法で

解決ができるようサポートする体制を整えている。 

また、毎年学内において「キャンパス・ハラスメント防止セミナー」を開催している。

令和 5(2023)年度は、「大学におけるハラスメントの対応と予防」をテーマとして、外部講

師を招き講義形式で開催した。教職員間で起こりうる様々なハラスメントの事例をもとに、

ハラスメントの起因や対応方法、思いがけず自身が加害者にならないための留意点等につ

いて学ぶ機会とした。【資料 2-4-14】 

 

キ 学生に対する経済的支援について 

本学独自の主な奨学金制度として、入学者選抜と連動した「大学スポーツ奨励奨学生制

度」「特待生制度」と在学生を対象とした「大学学業奨励奨学生制度」（表 2-4-1）がある。

「大学学業奨励奨学生制度」は、令和 5（2023）年度から名称及び募集要件を改正し、採

用人数を実質 2 倍に拡大してより多くの学習意欲のある学生に受給のチャンスを提供する

奨学金制度とした。一人でも多くの向学心溢れる優秀な学生に奨学金の給付を行うことに

より、周囲の学生の学びと成長の模範となるべく、なお一層の学業の伸長を奨励すること
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を目的としている。 

 

表 2-4-1 「大学学業奨励奨学生制度」概要 

申込時期 ・4 月下旬～5 月上旬 

給付額 ・年間授業料の半額相当額を上限とする 

申込資格 
・大学 2～4 年次又は短期大学部 2 年次に在籍する学生で、前年度の学業成

績基準（GPA）を満たす者 

備考 

・申込年度の前期に休学又は留学、申込年度の前年度に休学している場合は

応募不可 

・特待生、大学スポーツ奨励奨学生、その他本学独自の経済的支援との併用

制限あり 

 

経済的に困窮した学生に対する支援策として、従来から実施している学納金の延納・分

納のほか、経済的事情により提携先の教育ローンを利用した際、入学年度から卒業年度ま

でに支払う金利相当額を奨学金として給付する「西南女学院教育ローン金利助成奨学金」

を開始した。また、日本学生支援機構給付奨学金（予約採用）採用候補者対象の入学時納

入金（入学金・前期学納金）の納入猶予、日本学生支援機構貸与・給付奨学金（予約採用）

採用候補者を対象とした奨学金の交付早期化に取り組んでいる。【資料 2-4-15】【資料 2-4-

16】 

日本学生支援機構給付奨学金（予約採用）採用候補者対象の入学時納入金（入学金・前

期学納金）の納入猶予は、給付奨学金の採用候補者に配慮したもので、通常入学前に納入

する入学金及び前期学納金を入学後の 7 月頃まで納入期日を猶予するものである。高等教

育の修学支援新制度がスタートした令和 2(2020)年度から実施し、令和 2(2020)年度は 30

人、令和 3(2021)年度は 15 人、令和 4(2022)年度は 12 人、令和 5(2023)年度は 20 人、令

和 6(2024)年度は 8 人の新入生が利用している。 

日本学生支援機構貸与・給付奨学金（予約採用）採用候補者を対象とした奨学金の交付

早期化は、入学前から奨学金の進学後の手続きについての説明を行い、事前準備を進める

ことで、希望者が入学月の 4 月からスムーズに奨学金の受け取りができるよう配慮してい

る。 

 

ク 学生サービスの充実 

 長引くコロナ禍により十分な学生サービスが提供できない状況が続いたことをきっかけ

に、令和 3(2021)年度からの新たな取り組みとして、北九州キッチンカー実行委員会に加

盟する店舗から毎月 5～7台のキッチンカーを学内に呼ぶ、「キッチンカーの日」を実施し

ている。令和 6(2024)年度現在も継続して実施し、毎月のイベントとして学生から好評を

得ている。令和 5（2023）年度末には、学生に「キッチンカーの日」に関するアンケート調

査を実施し、実施日や提供メニューについての意見を聴取し、開催内容の改善を図ってい

る。【資料 2-4-17】 
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【エビデンス集・資料編】 

【資料 2-4-1】学生委員会規程 

【資料 2-4-2】2023 年度第 5 回大学評議会議事録 

【資料 2-4-3】保護者懇談会に関する資料 

【資料 2-4-4】サークル活動の手引き（令和 6(2024)年度版） 

【資料 2-4-5】令和 5(2023)年度サークル別決算額一覧表 

【資料 2-4-6】令和 5(2023)年度大学祭パンフレット 

【資料 2-4-7】学生課「ボランティア」掲示について 

【資料 2-4-8】海外安全対策ガイドブック 2024 

【資料 2-4-9】西南女学院大学「学生海外留学規程」、 

キャンパスライフ 2024（学生生活ガイドブック） p.50 

【資料 2-4-10】保健室規程 

【資料 2-4-11】令和 5(2023)年度保健室利用状況 

【資料 2-4-12】AED 講習会のお知らせ 

【資料 2-4-13】学生総合支援室に関する資料 

【資料 2-4-14】キャンパス・ハラスメントに関する資料 

【資料 2-4-15】学納金の延納・分納の状況について（2018～2022） 

【資料 2-4-16】西南女学院教育ローン金利助成奨学金 

【資料 2-4-17】キッチンカーの日に関する資料 

 

（3）2－4の改善・向上方策（将来計画） 

課外活動や海外留学等を通して、大学生活の中で学生が様々な経験を積み、多くの学び

が得られるよう、今後も学生生活支援充実のための多様な取り組みを検討していく。 

学生総合支援室では、精神科医師のスーパーバイザーの効果的な活用を促進するために、

教職員を対象に、対応に苦慮する事例についてコンサルテーションを行い、学生支援能力

を高める研修を実施する。 

学生生活支援については、学生の権利に配慮しながら、関係教職員で相互に情報共有し、

協力しながら当該学生を引き続き支援する体制を強化していく。  
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2－5．学修環境の整備 

2-5-① 校地、校舎等の学修環境の整備と適切な運営・管理 

2-5-② 実習施設、図書館等の有効活用 

2-5-③ バリアフリーをはじめとする施設・設備の利便性 

2-5-④ 授業を行う学生数の適切な管理 

（1）2－5の自己判定 

基準項目 2－5 を満たしている。 

 

（2）2－5の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

2-5-① 校地、校舎等の学修環境の整備と適切な運営・管理 

本学のキャンパスは、北九州市の中心部小倉北区の街並みを展望できる高台に位置し JR

小倉駅・戸畑駅からバスで約 20 分圏内の市街地にありながら、四季折々の表情をも楽し

むことができる緑豊かな教育環境を有している。キャンパスマップ及び校地・校舎配置図

は、図 2-5-1 及び図 2-5-2 のとおりである。 

キャンパスの各所には、建学の精神「感恩奉仕」や歴史を象徴する書やプレート、月間

聖句が掲げられ、毎年 12 月には正門にクリスマスツリーを模したイルミネーションが設

営される。また、米国南部バプテスト婦人伝道部総主事を努めた K．マロリー宣教師が退

職を機に功労として受けた慰労金を西南女学院に寄附されたことによって建てられたマロ

リー記念館などキリスト教に基づく女子教育機関として相応しい雰囲気や建物が守られて

いる。 

併設短期大学部と共用する校地（81,980 ㎡）及び校舎 12 棟（延べ床面積 34,547 ㎡）は

大学設置基準を満たしている。教育目的の達成のため、校地、運動場（4,028 ㎡）、校舎、

図書館、体育館 2 棟（延べ床面積 3,990 ㎡）、情報処理演習室等の施設設備を整備し、適切

な管理のもとで教育研究・各種行事・課外活動等のために運営している。 

12 棟の校舎には、400 人を収容できる大講義室をはじめ、計 106 室の講義室、演習室、

実験・実習室を配置している。ICT（情報通信技術）教育に対応できる電子黒板やアクテ

ィブラーニング設備を整備した講義室・演習室を設置し、学生の能動的学修を支援してい

る。看護学実習室には室内カメラ及びモニター等の機器を設置するなど、専門技術を習得

できる環境を整備している。【資料 2-5-1】 

安全で快適な教育環境を提供するために、建築物環境衛生管理基準に基づく換気、照明、

採光、空調の管理をはじめ、日常清掃に加えた樹木・植栽・緑地部の手入れ、床面の洗浄

ワックス塗布、ガラス清掃等を定期的に実施している。電気、ガス、給排水、消防設備、

エレベーター、自動ドアについても、法令を遵守しつつ適切に管理している。 

快適な学生生活を送るための施設等として、7 号館 1 階に談話室・食堂を整備し、3 号

館 1 階に大学生協が運営する売店を設置している。その他、学内に適宜、椅子やテーブル

を配置するなどして、授業時間外の学生の居場所に配慮している。 

安全面については、本学が通常の講義や実習等で使用している建物は、耐震補強改修工

事を実施した建物を含めて全ての建物が耐震性能を有している。また、建物の非構造部材

の耐震対策においても専門家による調査結果を基に補強改修を計画中である。 
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図2-5-1 キャンパスマップ 

 

図2-5-2 校地・校舎配置図  
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【エビデンス集・資料編】 

【資料2-5-1】校地・校舎の概要図 

 

2-5-② 実習施設、図書館等の有効活用 

ア 図書館について 

附属図書館は、大学と短期大学部の共用図書館であり、開館時間は学期中の平日は 8 時

45 分から 20 時まで、土曜日は 8 時 45 分から 16 時 30 分までとしている。学生閲覧室の

座席数は 308 席である。令和 6(2024)年 5 月 1 日現在で、蔵書数 269,829 冊、視聴覚資料

747 点、学術雑誌タイトル数 275 種を有している。契約データベースは、11 種である。【資

料 2-5-2】【資料 2-5-3】 

大学と短期大学部を合わせた学生の令和 5(2023)年度貸出総冊数は約 1 万 700 冊、学生

1 人当たりの年間貸出冊数は、8.2 冊となっている。令和元(2019)年度は、18.2 冊であった

が、令和 2(2020)年度からのオンライン授業の影響で令和 2(2020)年度は 2.9 冊、令和

3(2021)年度は 6.3 冊であった。令和 4(2022)年度からは対面授業に戻ったため、徐々に利

用状況が回復してきている。 

館内には、閲覧室のほかに情報検索コーナーを設置し、学生の学修環境の整備を行って

いる。また、館内に可動式のパーテーションによって最大で 3 つの空間に仕切ることがで

きるラーニング・コモンズ・スペースを設置し、可動式の机、椅子、ホワイトボードを配

置し、学生の自主的な学習やディスカッションやプレゼンテーションなどのグループ学習

ができるよう整備している。ラーニング・コモンズ・スペースの利用申し込みは不要で、

人数に応じて机や椅子を自由に組み合わせて使用できる。個人での利用のほか、図書館の

資料を利用するゼミや少人数の授業、ゼミ発表の準備等複数人で話し合いながら行う学習

や作業などにも利用されている。【資料 2-5-4】 

学生の学修を支援するために、教員選定による指定図書を 1 階の「指定図書コーナー」

に学科・教員別に配置している。指定図書の整備にあたっては、毎年度、図書館から全教

員に対して選定を依頼し、常に最新の資料を学生に提供できるようにしている。令和

6(2024)年 5 月 1 日現在の指定図書は教員 64 人（大学 58 人、短大 6 人）、総冊数 5,601 冊

であり、所蔵総冊数の 2.1%を占めている。令和 5(2023)年度における指定図書の年間貸出

総冊数は大学 2,657 冊、短期大学部 20 冊、合計 2,677 冊で図書の貸出総冊数の 24.9%で

あり、指定図書制度は授業とその前後の自学自習を支援するシステムとして有効に機能し

ている。【資料 2-5-5】 

図書館は、全館バリアフリーである。車椅子で利用できる閲覧用の机も備え付けている。 

図書館利用方法の説明については、1 年生には入学式の翌日から行われる新入生オリエ

ンテーション、1 年次の初年次セミナーや 3・4 年次のゼミなどでの資料検索ガイダンスを

論文レポートの書き方と併せ、教員からの要請で授業に組込まれた形で実施している。令

和 5(2023)年度の学科・授業・ゼミ関連のガイダンス実績は 6 件 6 回である。【資料 2-5-6】 

 

イ ICT 環境について 

ICT 環境として 731 報処理演習室に 112 台、732 情報処理演習室に 112 台、512 情報処

理演習室に 56 台、6208MacRoom に 48 台の合計 328 台のパソコンを整備している。これ
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らの演習室で稼働するパソコンの OS には、3 室には Windows10、1 室には MacOS を採

用しており、学生が様々なシステムに触れる機会を提供している。 

学内 LAN 上には、無線 LAN を整備し、学生は、個人で所有するパソコンやスマートフ

ォンを自由に接続することができる。無線 LAN は、食堂などのオープンスペースや自主

学修のための演習室に加え、1 号館から 8 号館の授業で利用する全ての講義室に展開して

いる。 

ICT 環境の活用を促進するための学修システムの基盤には、GoogleWorkspace を採用

し、主にメールシステム「Gmail」、授業管理システム「Google Classroom」、ビデオ会議

システム「Google Meet」により、遠隔授業の実施だけでなく、対面授業のなかでも教育効

果と学修環境の向上を図るために活用している。 

これらの ICT 環境の利用にあたっては、学内 LAN の利用、情報処理演習室の利用、情

報倫理についての研修を受講することを義務付けており、情報リテラシーについて学んだ

うえで利用できる環境を整えている。【資料 2-5-7】 

 

ウ 各種実習室について 

（ア）看護学実習室 

看護学実習・助産学実習に臨むにあたり、学内において基礎から実践まで学ぶために、

看護学実習室として、6 号館に基礎看護学実習室、成人・老人看護学実習室、地域看護学

実習室、母性・小児看護学実習室、5 号館に助産・母性看護学実習室を整備しており、看

護学科と福祉学科、助産別科の授業で活用している。6 号館の看護学実習室は授業で利用

していない時間に学生が予約し、自習をすることができる。 

 

（イ）模擬保健室 

2 号館には模擬保健室として学校現場の保健室を想定した演習室を整備しており、主に

看護学科と福祉学科の養護教諭養成のための授業で活用している。模擬保健室の外には掲

示板を設置しており、健康教育の啓発活動の一環として、授業や教育実習で作成した保健

だより等を掲示している。 

 

（ウ）調理実習室 

調理実習室は 2 号館に給食経営管理実習室と 4 号館に調理実習室を整備しており、栄養

学科の授業で活用している。給食経営管理実習室は衛生管理を特に重視し、HACCP（危害

分析重要管理点方式）に基づいた設備となっている。調理実習室は、ゼミ活動による商品

開発や献立考案にも活用しており、地域貢献活動につなげている。 

 

（エ）観察室 

観察室は、子どもの遊ぶ様子を観察できる演習室として保育系の授業の演習、地域の子

育て家庭への支援活動などに活用している。地域の子育て家庭への支援活動としては、保

健福祉学部 3 学科の合同プロジェクトとして病気や障がいで入院する子どもたちを支援す

る「ほほえみ project」の活動に活用している。【資料 2-5-8】 

 



西南女学院大学 

45 

エ 演習室について 

5 号館、6 号館、7 号館には定員 15 人程度の演習室を整備している。演習室は合計で 23

室あり、平日の 9 時から 20 時まで、学生は予約して自由に利用することができ、ゼミ活

動や自習、グループ学習などで利用されている。 

 

オ 学修コンセプトルーム「SWITCH」について 

学修意欲を高める環境の創出を目的に、各種コンセプトに基づいて設計された学修空間

を整備している。平成 27(2015)年度に第一弾としてアクティブラーニングに特化した講義

室を整備（平成 27(2015)年度私立大学等改革総合支援事業及び平成 27(2015)年度私立大

学等教育研究活性化設備整備事業採択）し、その愛称を公募のうえ、学生による「SWITCH

（Seinan Women's Inspiring Technology and Collaborative Heart）」の名称を選出した。

その後、平成 30(2018)年度に第二弾として創造性を刺激する MacRoom「iSwitch」、令和

2(2020)年度に第三弾として理想の自分に近付くための自主学修空間「SWITCH Café」を

整備している。【資料 2-5-9】 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料2-5-2】附属図書館利用内規 

【資料2-5-3】附属図書館の基本情報に関する書類 

【資料2-5-4】ラーニング・コモンズ・スペースについて 

【資料2-5-5】令和5(2023)年度指定図書関連資料 

【資料2-5-6】令和4(2022)年度図書館ガイダンスに関する資料 

【資料2-5-7】情報処理研修に関する資料 

【資料2-5-8】ほほえみprojectに関する資料 

【資料2-5-9】学修コンセプトルーム「SWITCH」に関する資料 

 

2-5-③ バリアフリーをはじめとする施設・設備の利便性 

本学校地は丘陵地に位置するものの、手続きを経て自動車で校内に入れば、すべての校

舎出入口に接近でき、それぞれにスロープ通路及び手摺を設置しているため、体の不自由

な方がある程度の範囲まで移動することが可能である。 

また、校地及び校舎には、保安のための夜間照明、非常呼び出しボタン、ユニバーサル

シート・オストメイト対応設備を整えたバリアフリートイレ、校舎出入口のスロープ通路、

手摺、エレベーター操作盤の点字シート等を設置して、身体に障がいのある人及び高齢者

の利便性向上を目指して、毎年見直しを行っている。さらに、学内には貸出用車いすや介

助用電動車いすを配置し、AED（自動体外式除細動器）は 7 号館 2 階フロア及び第一体育

館に配備し、緊急時に備えている。【資料 2-5-10】 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料2-5-10】貸出用車いす、介助用電動車いす及びAED設置について 

 

2-5-④ 授業を行う学生数の適切な管理 
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授業を行う学生数について、表 2-5-1 及び表 2-5-2 に示すとおり、適切に管理をしてい

る。特に実験・実習科目に関しては、クラス分けや科目担当教員を複数置くことで、教育

効果を上げられるよう配慮をしている。 

 

表 2-5-1 大学全体「令和 5(2023)年度授業形態別のクラスサイズ」 

授業形態 科目数 総受講者数 平均 備考 

講義 350 科目 15,282 人 43.7 人 ・令和 5(2023)年度終了時の人数及

び状況。 

・同時開講科目は 1 科目（1 クラス）

として計算。 

演習 361 科目 7,791 人 21.6 人 

実験・実習 45 科目 2,522 人 56.0 人 

計 756 科目 25,595 人 33.9 人 

 

表 2-5-2 助産別科「令和 5(2023)年度授業形態別のクラスサイズ」 

授業形態 科目数 総受講者数 平均 備考 

講義 10 科目 160 人 16.0 人 ・令和 5(2023)年度終了時の人数及

び状況。 

・同時開講科目は 1 科目（1 クラス）

として計算。 

演習 9 科目 144 人 16.0 人 

実験・実習 4 科目 63 人 15.8 人 

計 23 科目 367 人 16.0 人 

 

（3）2－5の改善・向上方策（将来計画） 

併設短期大学部と共用する校地及び校舎は、大学設置基準を満たしており、教育目的の

達成のため、法令を遵守しつつ適切に管理している。学生生活を支援するための施設とし

ては、学生の能動的学修を支援するアクティブラーニング設備（SWITCH）、専門技術の

習得を支援する看護学実習室・調理実習室及び ICT 環境を支援する情報処理演習室等を整

備している。パソコンのセキュリティ面や機能面を考慮し、Windows11 へのリプレースを

行う予定である。さらに今後トラフィックの増加に伴いネットワークの遅延が危惧される

ため、回線の増強やネットワーク機器の増強も進めていく。利用者の満足度向上のため、

ネットワーク・ICT 機器について今後も多角的な視点で検討を進める。学内の全ての建物

は耐震性能を満たしており、大きな問題はないが、開学から月日が経過し、経年劣化が進

んでいる箇所もあり、機器の不調などトラブルが生じた際には安全確保の観点・緊急度な

どを勘案して、必要な対応を行っている。今後も学生が充実・安定した学生生活を送るこ

とができるように更なる学修環境の整備に努めていく。 
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2－6．学生の意見・要望への対応 

2-6-① 学修支援に関する学生の意見・要望の把握・分析と検討結果の活用 

2-6-② 心身に関する健康相談、経済的支援をはじめとする学生生活に関する学生の 

意見・要望の把握・分析と検討結果の活用 

2-6-③ 学修環境に関する学生の意見・要望の把握・分析と検討結果の活用 

（1）2－6の自己判定 

基準項目 2－6 を満たしている。 

 

（2）2－6の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

2-6-① 学修支援に関する学生の意見・要望の把握・分析と検討結果の活用 

学生の意見・要望等をくみ上げる継続的な取組みとして、毎年 12 月に「学生生活に関す

る実態調査」を実施している。学修行動や学修時間の把握に加え、メンタル面や経済面を

はじめとする学修支援体制及び学修環境に対する満足度調査項目を充実させて設問に自由

記述欄を設けることで、学生の意見・要望をより具体的に把握できるようにしている。集

計結果は本学ウェブサイトに公表するとともに、報告書は全教員及び全部署に配付してい

る。各学科においては、教育活動の見直しのため、2022 年度の調査結果及び 2019 年度入

学者の１年次と４年次の調査結果を踏まえた経年比較を中心に分析・検討を行い、教育方

法の改善や学生サービスの改善・向上のための参考材料としている。【資料 2-6-1】【資料 2-

6-2】 

このほか、7・8 号館に「意見箱」を設置し、日頃困っていることや不便に感じているこ

となどを投函させている。意見用紙は原則記名式とし、必要に応じて投書者とヒアリング

を実施し詳細を確認している。教務課・学生課・就職課は週 1 回程度投書状況を確認し、

意見・要望への対応は該当する学科・部署等の責任者が主体となって当該投書者に回答し

ている。【資料 2-6-3】【資料 2-6-4】 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料 2-6-1】「令和 4(2022)年度学生生活に関する実態調査」調査結果報告書 

【資料 2-6-2】「令和 4(2022)年度学生生活に関する実態調査」回答 

【資料 2-6-3】意見箱ポスター 

【資料 2-6-4】各課意見箱への回答について 

 

2-6-② 心身に関する健康相談、経済的支援をはじめとする学生生活に関する学生の 

意見・要望の把握・分析と検討結果の活用 

ア 健康管理カルテについて 

学生が自身の健康状態に関心を持って自己管理を行い、健やかに大学生活が送れるよう、

保健福祉学部 3 学科の教員を中心に「健康管理カルテ」を作成し、全学生に配布している。

「健康管理カルテ」には、健康診断結果やお薬手帳といった自身の健康に関する資料が保

管できるとともに心身の健康諸問題についての情報提供冊子が綴じられている。情報提供

冊子には、女子大学生の健康管理に役立つよう、主に若年女性に起こりやすい健康障害や

心身のトラブルについて掲載している。カルテの利用率向上のため、これまでに「健康管
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理カルテ」を配付した学生を対象に利用に関する調査を行っており、引き続き全学部学生

への健康支援を強化することを目指している。【資料 2-6-5】 

 

イ 健康調査の実施について 

学生のメンタルヘルスの実態を把握するための取組みとして、毎年、新入生を対象に健

康調査（University Personality Inventory）を実施している。身体的訴え・うつ傾向・対

人面での不安等の各自覚症状の得点の総和が 56 点中 30 点以上、ハイリスクが疑われる特

定項目該当者及び相談したいことについて記述のあった学生に連絡し、近況を確認のうえ

学生総合支援室への来談勧奨を行っている。これら個々の学生の状況や問題に係る情報等

は、学生総合支援室長を議長とする学生総合支援室運営連絡協議会において、学長、各学

部長、教務部長、学生部長、各学科長、別科長、教務課長、学生課長及び就職課長と共有

している。【資料 2-6-6】 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料 2-6-5】「健康管理カルテ」 

【資料 2-6-6】令和 5(2023)年度第 1 回学生総合支援室運営連絡協議会議事録 

 

2-6-③ 学修環境に関する学生の意見・要望の把握・分析と検討結果の活用 

「学生生活に関する実態調査」では、学修環境に対する意見・要望等について、自由記

述で記載できるようになっており、学生から届けられた意見・要望については、関係する

学科、部署で共有し、改善に向けた検討がなされている。この改善検討が活用された実例

としては、トイレの改修、情報処理演習室以外で利用できるパソコン利用スペースの設置、

学内無線 LAN のエリアの拡張などがある。 

 

（3）2－6の改善・向上方策（将来計画） 

学生の意見・要望をくみ上げるシステムとして毎年 12 月に実施している「学生生活に

関する実態調査」については、令和 3(2021)年度から「学修支援」「学生生活支援」「キャリ

ア支援」「施設・設備」に対する満足度を把握するための設問と自由記述欄を大幅に充実さ

せ、調査対象も全学生としている。今後も、調査対象や設問項目等の見直しを重ね、学生

の意見・要望を改善にいかしていく。 

学生の居場所づくりや無線 LAN エリアの拡張、女子トイレの洋式化など、多くの改善

事例があることからも、「学生生活に関する実態調査」や常設の「意見箱」、各相談窓口等

でくみ上げられた学生の意見・要望を的確に把握し、改善に向けて活用していく PDCA サ

イクルが有効に機能していると判断できる。今後も引き続き、学生の視点から大学が提供

する様々な支援の在り方や学修環境を継続的に見直すとともに、学生の意見・要望に対し

て大学がどのように対応したかについて、学生だけでなくその保護者をはじめとするステ

ークホルダーに対しても共感してもらえるように広く発信することも検討していく。  
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［基準 2 の自己評価］ 

学生の受入れについては、アドミッション・ポリシーを策定・周知するとともに、これ

に沿って、全学協働体制で公正かつ妥当な方法により入学者選抜を実施している。過去 5

年間では、大学全体の収容定員充足率は 0.71～0.93 で推移しており、コロナ禍の令和 3

（2021）年度以降は収容定員充足率を落としている。定員未充足の学科はみられるが、直

近の大学全体の入学者数は増加傾向にあり、引き続き入試形態の見直しや学生募集活動の

強化を図り、入学者の確保に向けて取り組んでいく。 

令和 5(2024)年度から、「学生対応窓口のワンストップ化プロジェクト」を開始し、まず

は、学生生活全般に関わる事務組織(学生課・就職課・教務課・情報システム管理課)を 7 号

館 2 階に集約した。このプロジェクトは、複合的な視点で学生を支援できる体制を整える

ことをコンセプトとしている。学修や学生生活、就職に関わる様々な支援を同一フロア内

で行うことで、学生を中心にしたワンストップサービスを提供し、学生生活の安定のため

の支援をさらに充実したものになるよう事務組織の連携を図っており、今後もこのプロジ

ェクトを進行させていく。 

学修支援については、障がいのある学生に対する支援を含め、教職協働による全学的な

支援体制を整備するとともに、オフィスアワー制度を全学的に実施している。情報系科目

における SA の活用については、コロナ禍により一時中断していたが、新型コロナウイル

ス感染症の 5 類感染症移行にともない募集を再開している。中途退学、休学及び留年への

取組みに関しては、学科の支援体制、学生の学習意欲の変化の察知、身体的・心理的問題

の早期ケアなど、多角的な対策を講じている。 

キャリア支援については、大学・短期大学部の全学生を対象に年 2 回、正課外インター

ンシップの参加者を募集しており、社会人基礎力やコミュニケーション能力の醸成を図る

とともに、就職課と各学科から選出された就職委員が協働して、就職・進学に対する相談・

助言を組織的に行う体制を確立している。 

学生サービスについては、学生課、保健室、学生総合支援室を設置し、各学科と連携を

図りながら、心身に関する健康相談・心的支援・生活相談も含めた組織的な学生支援を行

っている。学生課では、奨学金などの経済的な支援やサークル・ボランティアなどの課外

活動のほか、海外留学、外国人留学生に対する支援を行っている。 

学修環境の整備については、大学設置基準などの各種法令にのっとり、バリアフリーに

も配慮した施設・設備を整備している。緑豊かで快適な学修環境を整備し、図書館や ICT

対応設備・施設も含め、有効活用されている。授業を行う学生数に関しては、科目間で多

少のばらつきはあるものの、総じて適切に管理している。 

学生の意見・要望への対応については、学修支援・学生生活支援・学修環境・キャリア

支援に対する学生の意見・要望をくみ上げるシステムとして、「学生生活に関する実態調査」

「意見箱」のほか、アドバイザー制度や各支援窓口による人的支援体制を整備し、改善に

反映している。 

このように本学は、学生の成長を促し、社会で活躍することができるための専門的知識・

能力を授けるために必要な組織的環境を整備している。 

以上のことから、「基準 2 学生」を満たしていると判断する。 
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基準 3．教育課程 

3－1．単位認定、卒業認定、修了認定 

3-1-① 教育目的を踏まえたディプロマ・ポリシーの策定と周知 

3-1-② ディプロマ・ポリシーを踏まえた単位認定基準、進級基準、卒業認定基準、 

修了認定基準等の策定と周知 

3-1-③ 単位認定基準、進級基準、卒業認定基準、修了認定基準等の厳正な適用 

（1）3－1の自己判定 

基準項目 3－1 を満たしている。 

 

（2）3－1の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

3-1-① 教育目的を踏まえたディプロマ・ポリシーの策定と周知 

本学では、「西南女学院大学学則」第 1 条及び第 2 条の 3 に規定している教育目的に基

づき、大学、各学部、各学科、別科ごとにディプロマ・ポリシーを策定している。策定さ

れたディプロマ・ポリシーは、本学ウェブサイト及び「キャンパスライフ（学生生活ガイ

ドブック）」で周知している。【資料 3-1-1】 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料3-1-1】西南女学院大学 三つの方針について 

（キャンパスライフ 2024 p.89-103） 

 

3-1-② ディプロマ・ポリシーを踏まえた単位認定基準、進級基準、卒業認定基準、修了

認定基準等の策定と周知 

単位認定基準及び成績評価については、ディプロマ・ポリシーを踏まえて「西南女学院

大学学則」第 28 条、「西南女学院大学履修規程」第 11 条及び「西南女学院大学助産別科

履修規程」第 8 条に規定し、「キャンパスライフ（学生生活ガイドブック）」で周知してい

る。【資料 3-1-2】 

進級基準については設けていないが、学外実習科目に履修要件を設定することで学生の

履修管理を行い、学修の連続性を担保している。【資料 3-1-3】 

卒業認定基準、修了認定基準については、学則第 36 条及び「西南女学院大学助産別科規

程」第 19 条に定め、「キャンパスライフ（学生生活ガイドブック）」で周知している。【資

料 3-1-4】 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料3-1-2】単位認定に関する資料 

①西南女学院大学学則（第 28 条） 

②西南女学院大学履修規程（第 11 条） 

③西南女学院大学助産別科履修規程（第 8 条） 

④キャンパスライフ 2024（p.111, p.215） 

【資料3-1-3】実習科目の履修要件に関する資料 

【資料3-1-4】卒業認定基準、修了認定基準に関する資料 
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①西南女学院大学学則（第 28 条） 

②西南女学院大学助産別科規程（第 19 条） 

③キャンパスライフ 2024（p.104-106, p.212-213） 

 

3-1-③ 単位認定基準、進級基準、卒業認定基準、修了認定基準等の厳正な適用 

単位認定の基準となる成績評価については、授業科目ごとに評価の基準をシラバスに明

示し、その基準に従い科目担当教員が厳正な評価を行っている。評価の基準には、試験・

小テスト・レポート・発表（口頭、プレゼンテーション）・レポート以外の提出物を設け、

それぞれの評価割合を示すとともに、ディプロマ・ポリシーとの関連性を明示している。

成績評価においてシラバスが重要な役割を担うため、シラバス作成要領を用意している。

科目担当教員はその作成要領に従ってシラバスを作成し、学科の教務委員及び学科長、教

務部長による点検が行われたうえで、順次公開するように整備している。【資料 3-1-5】 

成績評価の指標としては、秀から不可までの 5 段階の評価とは別に GPA を算出し学生

に示している。本学では、すべての授業科目の成績を素点により管理していることを活用

し、原成績がより厳正に表されるよう素点から GPA を算出する functional GPA を採用し

ている。GPA の算出方法及びその活用については、「キャンパスライフ（学生生活ガイド

ブック）」で周知してきたが、厳格かつ透明性のある学修の評価を通じ、学生の学修意欲を

高め、適切な修学指導を推進し、教育の質の向上に資するよう令和 5(2023)年度から「GPA

に関する申合せ」の運用を開始する。GPA 制度により、学修状況を把握し、半期ごとに GPA

が 2.0 未満となった学生に対しての修学指導を行うことに加え、退学勧告にも活用するよ

う整備を行った。【資料 3-1-6】 

また、公正な成績評価を保つため、学生が成績評価に疑義を持った際に、科目担当教員

に対して評価理由について照会をすることができる「成績評価に対する照会」を西南女学

院大学「履修規程」第 15 条第 2 項及び西南女学院大学助産別科「履修規程」第 12 条第 2

項に規定している。さらに、その回答で疑義が解消しなかった際に「成績評価に対する申

し立て手続き」を行えることを西南女学院大学「履修規程」第 15 条第 3 項及び西南女学

院大学助産別科「履修規程」第 12 条第 3 項に規定し、これが受理された場合は、第三者

による会議が設置され、厳正な審議を行ったうえで成績を確定することとなっている。【資

料 3-1-7】 

卒業認定及び修了認定については、教務委員会において、各学科、別科の教育課程の卒

業要件及び修了要件を基準として、修得単位及び在学期間を精査したうえで、学長は教授

会・別科会の意見を参酌し、最終的な決定をしている。 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料3-1-5】シラバス作成要領 

【資料3-1-6】GPAに関する申合せ 

【資料3-1-7】成績評価に対する照会と申立手続きについて  
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（3）3－1の改善・向上方策（将来計画） 

学生がディプロマ・ポリシーを意識した学修を積み重ねられるよう周知を図るとともに、

ディプロマ・ポリシー自体が変遷する社会に求められる資質に対応したものであり続ける

よう検討を重ねていく。 

成績評価については、引き続き厳正に取り扱うとともに、令和 5(2023)年度から退学勧

告まで活用を広げる GPA について、履修指導の重要な指標として位置付け、退学、休学防

止につながる学修支援を展開していく。 

 

3－2．教育課程及び教授方法 

3-2-① カリキュラム・ポリシーの策定と周知 

3-2-② カリキュラム・ポリシーとディプロマ・ポリシーとの一貫性 

3-2-③ カリキュラム・ポリシーに沿った教育課程の体系的編成 

3-2-④ 教養教育の実施 

3-2-⑤ 教授方法の工夫・開発と効果的な実施 

（1）3－2の自己判定 

基準項目 3－2 を満たしている。 

 

（2）3－2の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

3-2-① カリキュラム・ポリシーの策定と周知 

本学では「西南女学院大学学則」第 1 条及び第 2 条の 3 に規定している教育目的に基づ

き、大学、各学部、各学科、別科で、それぞれのディプロマ・ポリシーが掲げる人材を育

成するためのカリキュラム・ポリシーを策定している。カリキュラム・ポリシーは、本学

ウェブサイト及び「キャンパスライフ（学生生活ガイドブック）」で周知している。【資料

3-2-1】 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料3-2-1】西南女学院大学 三つの方針について 

（キャンパスライフ2024 p.89-103） 

 

3-2-② カリキュラム・ポリシーとディプロマ・ポリシーとの一貫性 

カリキュラム・ポリシーは、ディプロマ・ポリシーを具現化するための教育課程の編成

及び教育方法についての基本的な方針を示している。この関係性による体系的な学修は、

カリキュラムマップとして可視化されている。また、シラバスの到達目標にどのディプロ

マ・ポリシーが関連するか明示することで、その一貫性を確保している。【資料 3-2-2】【資

料 3-2-3】 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料3-2-2】カリキュラムマップ 

【資料3-2-3】カリキュラムツリー 
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3-2-③ カリキュラム・ポリシーに沿った教育課程の体系的編成 

ア 体系的な教育課程の編成と実施 

カリキュラム・ポリシーが、ディプロマ・ポリシーを達成するために一貫性を持って編

成されていることをカリキュラムマップで、教育課程の体系性や履修順序をカリキュラム

ツリーでそれぞれ示している。カリキュラムマップでは、教育課程を編成する授業科目が

どのディプロマ・ポリシーに該当するか明示している。 

 

イ 適切なシラバスの整備 

シラバスには、ナンバリング、該当するディプロマ・ポリシー、授業概要、学生が達成

すべき行動目標、評価と評価割合、評価方法、授業計画を記載するほか、理解に必要な予

備知識や技能、授業以外の学習方法・受講生へのメッセージ、達成度評価に関するコメン

トと課題に対するフィードバックの方法を明示し、学生自身が履修している科目の位置付

けを理解できるよう整備している。 

シラバスの内容については、第三者による点検で不備が認められた場合は、科目担当教

員に記載内容の改善を求め、修正を行ったうえで公開している。【資料 3-2-4】 

 

ウ 単位制度の実質を保つための工夫 

学生が主体的に学修に取り組めるよう時間に余裕を持たせ、十分な学修時間を確保する

ために、すべての学科で 1 年間に履修登録できる単位数に上限を設定している。履修登録

上限単位の対象科目は、学則別表第一に示す科目とし、その他に表 3-2-1 のとおり除外科

目を設定している。なお、人文学部については、前年度の GPA が 3.0 以上の場合は、学科

での審議によって上限単位数を超えた履修を可能としている。【資料 3-2-5】 

 

表 3-2-1 各学科の履修登録上限単位 

学 科 
履修登録 

上限単位数 
上限単位に含まない科目 

看護学科 49 単位 ①既修得単位認定科目（入学前・転籍・留学） 

②再履修科目 

③各学科で定められた除外科目 

福祉学科 49 単位 

栄養学科 49 単位 

英語学科 48 単位 ①既修得単位認定科目（入学前・転籍・留学） 

②再履修科目（必修科目のみ） 観光文化学科 45 単位 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料3-2-4】シラバス様式 

【資料3-2-5】履修登録上限単位数に関する資料  
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3-2-④ 教養教育の実施 

本学では、キリスト教を基盤とし、専攻する学問分野の違いを超えて学修するうえでの

根本となる総合的視点と豊かな人間性を養うための教養教育課程として、大学に「総合人

間科学」を置き、多様な科目を編成している。 

「総合人間科学」は、表 3-2-2 の領域で構成している。 

 

表 3-2-2 教養教育の領域 

領域 内容 

キリスト教教育 建学の精神の基本であるキリスト教を学び、学院の歴史及

び建学の精神である「感恩奉仕」を展開させることができ

る素養を身につける。 

初年次教育 大学教育への移行が円滑に図れるための教育プログラムを

実施する。 

女性と健康 女子大学として女性と健康に焦点をあて、科目を構成する。 

基礎教養 専門教育の導入である学問領域に触れ、幅広い教養を身に

つける。 

アカデミックスキル 外国語の学習により異文化理解とコミュニケーションスキ

ルの基盤を養い、IT 活用能力を身につける。 

地域創生 全学的取組みとして、地域の現実的な課題を解決するため

に、必要な基本的姿勢と技術を修得する。 

キャリア形成支援 地域社会が求める自立した女性を目指すためのキャリア形

成の基本を学び、各学科のキャリア形成発展科目との連動

により、実践的態度及び技術修得を目指す。 

 

教養教育の教育課程の編成に関する検討は、教務委員会で行っている。なお、教務委員

会で諮るための事前の検討組織として、令和 5(2023)年 10 月に教養教育について全学的な

検討を行う「教養教育小委員会」を設置し、令和 7(2025)年度のカリキュラム改正を目指

して検討を開始した。本小委員会では、教養教育の在り方に関する事項、教育課程の編成

に関する事項、履修方法に関する事項、その他教養教育に関する事項について、検討して

いる。【資料 3-2-6】 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料 3-2-6】教養教育小委員会内規 

 

3-2-⑤ 教授方法の工夫・開発と効果的な実施 

ア 授業内容・方法の工夫 

他者と相互に学び合う学修力を育成するために、すべての学科でアクティブラーニング

の手法として、グループワークを取り入れる工夫をしている。各学科での学びが個の学び

だけでないことを学修の初期の段階で学ぶために、初年次教育の「初年次セミナー」を配
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置し、共通の達成すべき行動目標を持った学修をグループワークを取り入れながら実施し

ている。初年次セミナーは、前期開講の「初年次セミナーI」、後期開講の「初年次セミナ

ーII」で構成しており、大学での学びの質を高めるために必要なスタディ・スキルズを身

につけることを目的としている。【資料 3-2-7】 

令和 6(2024)年 3 月に日本航空株式会社と人的・知的資源の交流と活用を図り、連携の

もと教育、研究等の分野において相互に協力し、社会の発展と教養豊かな国際的人材育成

に寄与することを目的として教育連携を締結した。英語学科では、令和 7(2025)年度より

改正を予定しているカリキュラムにおいて「エアライン・ホスピタリティコース」の設置

を検討しており、航空業界やホスピタリティ産業を包括的に学び、業界へのスムーズなキ

ャリア実現を支援するための専門的なプログラムを学ぶコースを展開する予定である。コ

ースの設置にあたっては、日本航空株式会社の現役社員を特任教員として招聘し、学生は

洗練されたマナーや高度な専門スキルを身につけ、グローバルレベルのホスピタリティや

エアラインビジネスの最前線を学ぶことができるコースとなる。【資料 3-2-8】 

 

イ 教授方法の改善を進めるための組織体制 

教授方法の工夫・開発及び改善を目的とした組織的な研修を実施するための実務を「点

検評価改善会議 FD 部門」で行っている。FD 部門は、教務部長と教務部長が必要と認め

た各学部、学科の教員で組織し、FD 研修会の実施と教育改善についての検討を行ってい

る。FD 研修会は、大学及び短期大学部合同での全体研修会を年 3 回、各学科個別の研修

会を年 2 回以上実施することとしている。【資料 3-2-9】 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料 3-2-7】初年次教育に関するシラバス 

【資料 3-2-8】日本航空株式会社との協定に関する資料 

【資料 3-2-9】点検評価改善会議規程 

 

（3）3－2の改善・向上方策（将来計画） 

カリキュラム・ポリシーが、ディプロマ・ポリシーの達成のために機能するように、教

育課程の編成は継続して見直しを行っていく。教養教育の教育課程については、平成

30(2018)年度に運用を開始しており、令和 7(2025)年度入学生より、地域すべてをキャン

パスと捉える大学の教育方針「地域総キャンパス」の基盤となるよう、教養教育の教育課

程を改正する。今後、教養教育全体の点検・評価を実施し、変容する社会に求められる人

材の育成に即していることを確認し、三つのポリシーとの整合性を検証しながら改善・向

上に努めていく。  
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3－3．学修成果の点検・評価 

3-3-① 三つのポリシーを踏まえた学修成果の点検・評価方法の確立とその運用 

3-3-② 教育内容・方法及び学修指導等の改善へ向けての学修成果の点検・評価結果の 

フィードバック 

（1）3－3の自己判定 

基準項目 3－3 を満たしている。 

 

（2）3－3の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

3-3-① 三つのポリシーを踏まえた学修成果の点検・評価方法の確立とその運用 

本学における学修の成果は、教育目的に示した人材の育成である。そのための学修成果

の測定は、ディプロマ・ポリシーの達成を起点に展開され、学生にはカリキュラムマップ

やシラバス、授業評価アンケート等、学修に関する様々な指標として周知している。 

組織的な学修成果の点検・評価を実現するため、令和 3(2021)年度に教務委員会が先行

して教育課程のアセスメントチェックを開始し、令和 4(2022)年度には、「教学マネジメン

ト検討会」を改め、恒常的かつ責任ある会議体として「教学マネジメント会議」を設置し、

「アセスメント・ポリシー」を策定した。三つのポリシーを踏まえた学修成果の点検・評

価は、このアセスメント・ポリシーに基づくアセスメントチェックにより行っている。ア

セスメントチェックの実施状況については、表 3-3-1 に示す。【資料 3-3-1】 

アセスメントチェックは「機関レベル」「教育課程レベル」「科目レベル」の 3 段階に分

け、それぞれ点検する項目を「アセスメントチェックリスト」としてまとめたうえで学修

成果を点検している。「機関レベル」「教育課程レベル」については、卒業を迎えた当該年

度の学生を対象とすることで、同一の教育課程をもってディプロマ・ポリシーの達成度を、

「科目レベル」については、ディプロマ・ポリシーの達成を明示したシラバスをもって点

検・評価を行うことで、それぞれ三つのポリシーを踏まえた学修成果の点検・評価につな

げている。【資料 3-3-2】 

 

表 3-3-1 アセスメントチェックの実施状況 

レベル 点検・評価 

機関レベル 教学マネジメント会議において、卒業を迎えた当該年度の学生につい

て、学修状況、資格取得状況、就職状況、「教育課程レベル」及び「科

目レベル」のアセスメントチェックの実施状況を踏まえて大学全体の

学修成果の点検・評価を行った。 

教育課程レベル 教務委員会において、学科ごとに卒業を迎えた当該年度の学生につい

てカリキュラム・ポリシー及びディプロマ・ポリシーの達成状況の測

定、評価を行うとともに改善点を整理した。 

科目レベル それぞれの授業において、シラバスの点検、授業評価アンケートの実

施、授業評価に対するリフレクションカードの作成と公表を行い、点

検・評価と改善を行った。 
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アセスメントチェックで活用される学生調査として、学生から見た授業の質や到達度自

己評価を調査する「授業評価アンケート」、学生の生活環境などを調査する「学生生活に関

する実態調査」、「卒業生アンケート調査及び就職受け入れ先から見た卒業生の評価に関す

るアンケート調査」を実施している。 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料3-3-1】アセスメント・ポリシー 

【資料3-3-2】アセスメントチェックに関する資料 

 

3-3-② 教育内容・方法及び学修指導等の改善へ向けての学修成果の点検・評価結果のフ 

ィードバック 

教育内容・方法及び学修指導等の改善を目的に、学外実習科目を除く全ての科目で「授

業評価アンケート」を実施している。授業評価アンケートの結果は科目担当教員に返却し、

科目担当教員はその内容をもとに教育内容や方法について振り返りを行い、その改善方法

を明確にするための「リフレクションカード」を作成している。授業評価アンケート及び

「リフレクションカード」は教務部長、各学部長が点検を行い、本学ウェブサイトで公表

し、学生にその内容が伝わるようにしている。その他、授業評価アンケートの結果は、冊

子にしたうえで附属図書館及び非常勤講師室で閲覧可能な状態にしている。【資料 3-3-4】

【資料 3-3-5】 

GPA を活用した点検・評価として、学科及び学年ごとに GPA の分布図を作成し、教務

委員を通じて各学科に共有し、学生に対しても UNIPA で公開を行っている。【資料 3-3-6】 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料3-3-4】授業評価アンケート 

【資料3-3-5】リフレクションカード 

【資料3-3-6】GPAの分布図 

 

（3）3－3の改善・向上方策（将来計画） 

学修成果の点検・評価は、アセスメント・ポリシーに基づいたアセスメントチェックが

教育の改善のために機能することが肝要であり、引き続きその内容について検証と見直し

を行っていく。令和 5(2023)年 7 月から、UNIPA の学修ポートフォリオ機能及び学生プロ

ファイル機能が稼働しており、これらの機能を活用した新たな取組みも引き続き検討して

いく。 

 

［基準 3 の自己評価］ 

本学では、学則に定める教育目的に基づいてディプロマ・ポリシーを定め、それを踏ま

えた単位認定基準、卒業認定基準、修了認定基準を策定している。カリキュラム・ポリシ

ーはディプロマ・ポリシーを達成するための体系的な教育課程として編成され、その一貫

性を確保し、カリキュラムツリーとして明示することで学生に周知している。学生は、カ

リキュラムマップで学修の全体像を捉えたうえで、到達目標が示されたシラバスによって
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学修を積み重ね、自身の到達点としてディプロマ・ポリシーを意識できる環境を整えてい

る。 

グループワークを中心とした教授方法の工夫と効果的な実施を行うとともに、組織的な

教授方法の改善や開発につながる研修会を計画的に実施している。 

学修成果の点検・評価は、ディプロマ・ポリシーを中心に据えたアセスメントチェック

により運用し、学修指導や教育の改善に利用している。 

以上のことから、「基準 3 教育課程」を満たしていると判断する。  
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基準 4．教員・職員  

4－1．教学マネジメントの機能性 

4-1-① 大学の意思決定と教学マネジメントにおける学長の適切なリーダーシップの 

確立・発揮 

4-1-② 権限の適切な分散と責任の明確化に配慮した教学マネジメントの構築 

4-1-③ 職員の配置と役割の明確化などによる教学マネジメントの機能性 

（1）4－1の自己判定 

基準項目 4－1 を満たしている。 

 

（2）4－1の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

4-1-① 大学の意思決定と教学マネジメントにおける学長の適切なリーダーシップの 

確立・発揮 

本学の学長は、併設短期大学である西南女学院大学短期大学部の学長を兼任している。

学長は、「学長候補者選考規程」に基づき、学内・学外から適任者を求めたうえで選任し、

「学校法人西南女学院理事会業務及び理事会業務委任規則」第 5 条により、教育・研究に

関する業務を理事会から委任されている。「西南女学院大学・西南女学院大学短期大学部規

則」第 3 条第 1 項に「校務をつかさどり、職員を統督する。」と規定し、校務における最終

的な決定権が学長にあることを明確にしている。【資料 4-1-1】【資料 4-1-2】【資料 4-1-3】

【資料 4-1-4】 

「西南女学院大学学則」第 4 条第 2 項及び「西南女学院大学・西南女学院大学短期大学

部規則」第 2 条第 2 項に副学長を置くことができるとしている。学長が議長となる会議に

おいては、「副学長を置くときは、副学長を構成員とする。」と定めており、学長が適切な

リーダーシップを発揮するための補佐体制を整備している。令和 4(2022)年 4 月からは、

教学マネジメントに関する事項を担当する副学長を置き、学長の補佐体制を強化している。

【資料 4-1-5】【資料 4-1-6】【資料 4-1-7】 

学則第 5 条に基づき、全学的な重要事項を審議するため、「大学評議会」を設置してい

る。大学評議会は、学長、副学長、附属図書館長、各学部長、入試部長、教務部長、学生

部長及び事務部長をもって組織する。大学評議会は月 1 回の定例開催のほか必要に応じて

臨時で開催し、学長が議長となる。学長は、大学評議会の審議事項に関して、大学評議会

の意見を参酌して大学としての最終決定を行う。主として学長が意見を参酌する会議の概

要は表 4-1-1 のとおりである。 

大学評議会のほかに、学長が議長となる会議は、「入学試験会議」「点検評価改善会議」

「教学マネジメント会議」及び「運営会議」（教授会及び別科会の議題整理を行う会議）で

あり、大学の意思決定及び教学マネジメントにおける学長の適切なリーダーシップを発揮

できる体制を確立している。本学の会議及び各種委員会の一覧は表 4-1-2、本学全体の運

営機構は図 4-1-1 のとおりである。【資料 4-1-8】【資料 4-1-9】【資料 4-1-10】 

令和 3(2021)年 1 月には、大学及び短期大学部の運営について安定強化を図るため、学

長直轄の組織として「将来計画検討プロジェクト」を設置した。将来計画検討プロジェク

トは、学長、副学長、各学部長、入試部長、教務部長、学生部長、事務部長、会計課長、

庶務課長及び事務局長をもって組織する。このプロジェクトにおいて検討を重ね、令和
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4(2022)年 3 月には「教育と学生支援の質の向上」「教育組織の改革」「社会との連携の強

化」を三つの柱とした「西南女学院大学・西南女学院大学短期大学部 中期計画 『要』

Transformation (2022-2026)」を策定した。将来計画プロジェクトは月 1 回、定期的に開

催しており、「西南女学院大学・西南女学院大学短期大学部 中期計画『要』Transformation 

(2022-2026)」に掲げた目標ごとに個別のアクションプランを立て、実行と見直しを継続し

ている。令和 5(2023)年度の中期計画の検証では、計画の進捗状況及び次年度以降の課題

についての検証を行っており、令和 6(2024)年 5 月に結果を公表する。また、計画の進捗

状況及び社会情勢等を考慮し、現状に合わせた必要な修正を加える。さらに、大学設立 30

周年を迎えるにあたり、本学の将来に向けた基本構想をまとめた「西南女学院大学グラン

ドビジョン 2030」の策定を準備中である。これらを指針として、社会の変化等に柔軟に対

応しながら、中期計画、単年度計画を遂行していく。目指すべき目的を教職員が共有し、

本学の使命・目的及び教育目的の実現に向けて、教職員が同じ方向を向いて、日々の業務・

将来計画を進めていくための体制及び基本構想を整備している。【資料 4-1-11】 

また、規定による定めはないが、平成 21(2009)年 4 月から、毎月第一、第二水曜日に水

曜会と称するランチミーティングを開催している。第一水曜日は、学長、副学長、各学部

長、入試部長、教務部長、学生部長、事務部長、庶務課長及び事務局長が参加し、第二水

曜日は、学長、事務局長、事務部長、庶務課長、総務課長及び会計課長が参加して、法人

及び大学の諸課題に対する協議の場として活用している。 

さらに、学長は、学長方針、中期的な計画、学校法人経営情報等を「学長メッセージ」

として、全教職員に発信し、大学の運営・方針について、積極的に周知し共有している。 

 

表4-1-1 主として学長が意見を参酌する会議の概要 
会議 

名称 

学則 

根拠 

詳細 

規定 
役割等の概要 構成員 備考 

大
学
評
議
会 

大学学則第5条 

 

短期大学部学則 

第47条 

会議規則 

第1条 

から 

第10条 

 

大学評議会は、次に掲げる事項を審議し、本学の運営方

針等について学長に意見を述べるものとする。 

（1）本学の将来計画の方針に関する事項 

（2）本学の人事計画（非常勤講師を含む。）の方針に関

する事項 

（3）本学の予算の方針に関する事項 

（4）入学者数に関する事項 

（5）本学の危機管理に関する事項 

（6）委員会等の設置及び廃止に関する事項 

（7）学則その他諸規程の制定及び改廃に関する事項 

（8）教授会又は別科会から付議された事項 

（9）学部間又は学部別科間に係る事項 

（10）法人本部に提出する事項のうち、学長が必要と認

めた事項 

学長 

附属図書館長 

各学部長 

入試部長 

教務部長 

学生部長 

事務部長 

 

※副学長を置

くときは副

学長 

・併設短期大学

と合同。 
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運
営
会
議 

大学学則 

第5条の3 

 

短期大学部学則 

第47条の3 

会議規則 

第23条 

から 

第28条 

運営会議は、教授会及び別科会に付議又は報告する事項

を整理する。 

※学長が教授会の審議事項を事前に確認できる。 

※審議機関ではない。 

※学長に意見は述べない。 

学長 

附属図書館長 

各学部長 

入試部長 

教務部長 

学生部長 

事務部長 

宗教主事 

各学科長 

別科長 

 

※副学長を置

くときは副

学長 

・併設短期大学

と合同。 

・審議機関では

ない。 

・学長に対して

意見は述べな

い。 

 

保
健
福
祉
学
部 

教
授
会 

学則 

第5条の2 

会議規則 

第11条 

から 

第22条 

教授会は、当該学部に係る次に掲げる事項について審議

し、学長が決定を行うに当たり意見を述べるものとす

る。 

（1）学生の入学、卒業及び課程の修了に関する事項 

（2）学位の授与に関する事項 

（3）前二号に掲げるもののほか、教育研究に関する 

重要な事項で、教授会の意見を聴くことが必要 

なものとして学長が定めるもの 

専任教授 

 

 

准教授 

講師 

助教 

その他職員 

・他との合同で

はなく、保健

福祉学部の1

学部による教

授会。 

・専任教授以外

の出席者は、

教授会が必要

と 認 め た と

き。 

人
文
学
部 

教
授
会 

学則 

第5条の2 

会議規則 

第11条 

から 

第22条 

※保健福祉学部と同様の内容。 

※保健福祉学

部と同様。 

・他との合同で

はなく、人文

学部の1学部

に よ る 教 授

会。 

助
産
別
科
会 

学則 

第5条の5 

会議規則 

第34条 

から 

第38条 

別科会は、当該別科に係る次に掲げる事項について審議

し、学長が決定を行うに当たり意見を述べるものとす

る。 

 (1) 学生の入学及び課程の修了に関する事項  

(2) 前号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要 

な事項で、別科会の意見を聴くことが必要なものと 

して学長が定めるもの 

専任の教員 ・他との合同で

はなく、助産

別科の1別科

に よ る 別 科

会。 

短
期
大
学
部 

教
授
会 

短期大学部学則 

第47条の2 

会議規則 

第11条 

から 

第22条 

教授会は、次に掲げる事項について審議し、学長が決定

を行うに当たり意見を述べるものとする。 

（1）学生の入学、卒業及び課程の修了に関する事項 

（2）学位の授与に関する事項 

（3）前二号に掲げるもののほか、教育研究に関する 

重要な事項で、教授会の意見を聴くことが必要 

なものとして学長が定めるもの 

専任教授 

 

 

准教授 

講師 

助教 

その他職員 

・他との合同で

はなく、短期

大学部の1学

部による教授

会。 

 

表4-1-2 会議及び各種委員会一覧 

会議・委員会名称 構成員（規程より抜粋） 事務 根拠規程 

入学試験会議 

学長、各学部長、入試部長、事務部長、各学科長、別科長、入試課

長、各学科及び別科から選出された代表者各1人 

※副学長を置くときは副学長 

入試課 大学入学試験会議規程 

点検評価改善会議 

学長、附属図書館長、各学部長、入試部長、教務部長、学生部長、

事務部長、各学科長、別科長、宗教主事 

※副学長を置くときは副学長 

庶務課 

教務課 

各部門* 

点検評価改善会議規程 

教学マネジメント会議 

学長、各学部長、短期大学部学科長、別科長、教務部長、入試部長、

学生部長、事務部長、教務課長、入試課長、学生課長、就職課長、

庶務課長、教学IR推進室担当者 

※副学長を置くときは副学長 

教務課 
教学マネジメント会議

規程 

人事委員会 各学科から代表として選出された教授各1人 庶務課 
西南女学院大学・西南女

学院大学短期大学部教
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員及び助手選考規則 

教務委員会 教務部長、教務課長、各学科から選出された代表者各1人 教務課 教務委員会規程 

学生委員会 学生部長、学生課長、各学科から選出された代表者各1人 学生課 学生委員会規程 

就職委員会 学生部長、就職課長、各学科から選出された代表者各1人 就職課 就職委員会規程 

宗教委員会 宗教主事、各学科から選出された代表者各1人 学生課 大学宗教委員会規程 

研究紀要委員会 附属図書館長、図書課長、各学科から選出された代表者各1人 図書課 研究紀要委員会規程 

公開講座委員会 各学科から選出された代表者各1人 庶務課 公開講座委員会規程 

教職課程委員会 教務部長、教務課長、教職課程担当者 教務課 教職課程委員会規程 

ｷｬﾝﾊﾟｽ･ﾊﾗｽﾒﾝﾄ防止・

対策委員会 
学生部長、学生課長、各学科から選出された代表者各1人 学生課 

大学ｷｬﾝﾊﾟｽ･ﾊﾗｽﾒﾝﾄ防

止・対策委員会規程 

ｷｬﾝﾊﾟｽ･ﾊﾗｽﾒﾝﾄ調査委

員会 
教員又は職員2人、弁護士1人 学生課 

大学ｷｬﾝﾊﾟｽ･ﾊﾗｽﾒﾝﾄ調査

委員会規程 

国際交流委員会 学生部長、学生課長、各学科から選出された代表者各1人 学生課 国際交流委員会規程 

学生募集委員会 入試部長、入試課長、各学科から選出された代表者各2人 入試課 学生募集委員会規程 

教育経費予算配分委

員会 
各学科から選出された代表者各1人 会計課 

教育経費予算配分委員

会規程 

倫理審査委員会 

医学・医療の専門家等、自然科学に関して識見を有する教員 2人／

倫理学・法律学の専門家等、人文・社会科学に関して識見を有する

教員 2人／研究対象者の観点も含めて一般の立場から意見を述べ

ることができる学外者 2人を含む複数名   

※委員は、男女両性で構成する 

庶務課 倫理審査委員会規程 

動物実験委員会 

保健福祉学部長／動物実験に関して識見を有する者で、学長が指

名する教員1人／実験動物に関して識見を有する者で、学長が指名

する教員1人／その他学識経験を有する者で、学長が指名する教員

2人 

庶務課 動物実験委員会規程 

学生個人情報保護委

員会 

学生部長、事務部長、学生課長、各学科から選出された代表者各1

人 
学生課 

学生個人情報保護委員

会規程 

情報システム管理運

用委員会 

事務部長、情報システム管理課長、学生募集委員長、各学科から選

出された代表者各1人 

情報ｼｽﾃﾑ

管理課 

情報システム管理運用

委員会規程 

セミナーハウス運営

委員会 
教務部長、学生部長、事務部長、教務課長、学生課長、庶務課長 学生課 

大学セミナーハウス運

営委員会規程 

図書委員会 附属図書館長、図書課長、各学科から選出された代表者各1人 図書課 図書委員会規程 

※上記の会議及び各種委員会に関係する規程 

  西南女学院大学・西南女学院大学短期大学部 会議規則 

 委員会及び執行機関の役割に関する規程 

※各会議・委員会は、併設短期大学（西南女学院大学短期大学部）選出構成員を含む 

※下線は事務職員 

*各部門は次のとおり 

学部点検部門 

学科点検部門 

別科点検部門 

事務点検部門 

ﾌｧｶﾙﾃｨｰ･ﾃﾞｨﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ部門(FD部門 ) 

実施部門 
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大学学則第５条の４

大学学則第５条の４

大学学則第５条の４

大学学則第５条の４

大学学則第５条の４

短大学則第47条の４

（委員会等の設置及び廃止）→
会議及び各種委員会

←（議題の上程）

学部間又は学部別科間に
係る事項 　議長：看護 学科長

（委員等の選出、意見の提出等）
看護 学科会

　　　　　（意見の問い合わせ等）
議長：保健福祉学部長

議長：人文学部長

保健福祉学部
教授会

　議長：福祉 学科長
（委員等の選出、意見の提出等）

福祉 学科会
←（上程） 　　　　　（意見の問い合わせ等）

観光文化 学科会

議長：学 長 大学学則第５条の２ 　議長：栄養 学科長
（委員等の選出、意見の提出等）

大学評議会

栄養 学科会
　　　　　（意見の問い合わせ等）

←（教授会・別科会
からの付議）

（委員等の選出、意見の提出等）

　議長：英語 学科長
（委員等の選出、意見の提出等）大学学則第５条 英語 学科会

人文学部
教授会

　　　　　（意見の問い合わせ等）

←（上程） 　議長：観光文化 学科長
（委員等の選出、意見の提出等）

短大学則第47条の２

大学学則第５条の２ 　　　　　（意見の問い合わせ等）

議長：助産別科長

助産別科会 ←（上程）
　　　　　　　　　（委員等の選出、意見の提出等）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （意見の問い合わせ等）
大学学則第５条の５

　議長：保育 学科長

保育 学科会
　　　　　（意見の問い合わせ等）

短大学則第47条

議長：学 長

（大学評議会からの委託）→
（議題・報告事項）→ ←（議題・報告事項）

議長：短期大学部長

短期大学部
教授会 ←（上程）

運営会議

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-1-1 学内運営機構図（学内審議機関等の組織及び議題等の流れ）  
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【エビデンス集・資料編】 

【資料4-1-1】学長候補者選考規程 

【資料4-1-2】学校法人西南女学院理事会業務及び理事会業務委任規則 

【資料4-1-3】西南女学院大学・西南女学院大学短期大学部規則 

【資料4-1-4】西南女学院大学・西南女学院大学短期大学部ガバナンス・コード 

「教学ガバナンス（権限・役割の明確化）」 

【資料4-1-5】西南女学院大学学則 

【資料4-1-6】学長決定（副学長） 

【資料4-1-7】西南女学院大学・西南女学院大学短期大学部会議規則 

【資料4-1-8】大学入学試験会議規程 

【資料4-1-9】点検評価改善会議規程 

【資料4-1-10】教学マネジメント会議規程 

【資料4-1-11】将来計画プロジェクトに関する資料 

①2020年度第14回大学評議会議事録（抜粋） 

②2021年度第16回大学評議会議事録（抜粋） 

③西南女学院大学・西南女学院大学短期大学部 中期計画 「要」 

Transformation (2022-2026) 

④2022年度第13回大学評議会議事録（抜粋） 

⑤西南女学院大学・西南女学院大学短期大学部 中期計画 「要」 

Transformation (2022-2026) 令和4(2022)年度検証 

 

4-1-② 権限の適切な分散と責任の明確化に配慮した教学マネジメントの構築 

継続的な改革・改善を行うとともに質の向上を図ることを目的として、内部質保証に責

任を負う組織である「点検評価改善会議」及び教育に関する内部質保証を推進する組織で

ある「教学マネジメント会議」を設置している。点検評価改善会議は、学長、副学長、附

属図書館長、各学部長、入試部長、教務部長、学生部長、事務部長、各学科長、別科長及

び宗教主事をもって組織する。点検評価改善会議には、学部点検部門、学科点検部門、別

科点検部門、事務点検部門、FD 部門、実施部門を置くことにより、組織的で妥当性のある

自己点検・評価を担保している。「教学マネジメント会議」は、令和 4(2022)年 10 月、暫

定的な組織であった「教学マネジメント検討会」を改め、恒常的かつ責任ある会議体とし

て設置し体制を強化した。学長、副学長、各学部長、短期大学部学科長、別科長、教務部

長、入試部長、学生部長、事務部長、教務課長、入試課長、学生課長、就職課長、庶務課

長及び教学 IR 推進室担当者をもって組織する。教学マネジメント体制の円滑な運営、教

学に関する全学的な内部質保証を一元的に行うための基本方針の策定等に必要な協議を行

っている。【資料 4-1-12】【資料 4-1-13】 

令和 4(2022)年 4 月から、「西南女学院大学・西南女学院大学短期大学部規則」第 4 条

「副学長は、学長を助け、学長の命を受けて校務をつかさどる。」に基づき、教学マネジメ

ントに関する事項（教学マネジメントに関するすべての決裁を含む。）を担当する副学長を

置いている。副学長を置き、教学マネジメント会議を設置することで、教学マネジメント

体制の再構築を行った。 
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「西南女学院大学学則」第 5 条の 2 及び第 5 条の 5 に基づき、教授会及び別科会を設置

している。教授会及び別科会は、学部長（別科長）が議長となって招集する。当該学部（別

科）に係る学生の入学、卒業及び課程の修了に関する事項、学位の授与に関する事項のほ

か、教育研究に関する重要な事項で、教授会（別科会）の意見を聴くことが必要なものと

して学長が定める事項について審議し、学長が決定を行うに当たり意見を述べることとし

ている。【資料 4-1-14】 

学長は、学則第 5 条の 2 第 8 項第 3 号及び第 5 条の 5 第 7 項第 2 号並びに「西南女学

院大学・西南女学院大学短期大学部会議規則」第 16 条第 1 項第 3 号及び第 37 条第 1 項第

2 号に基づき、教育研究に関する重要な事項で教授会及び別科会の意見を聴くことが必要

なものを「学長決定」として定めて周知している。学長は教授会及び別科会の意見を参酌

して校務に関する最終的な決定をしている。【資料 4-1-15】 

学長は学校教育法施行規則の定めに従い、学生の退学、停学及び訓告の処分の手続きに

ついて「大学学生懲戒規程」に適切に定めている。【資料 4-1-16】 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料4-1-12】西南女学院大学及び西南女学院大学短期大学部の諸活動に関する方針 

【資料4-1-13】西南女学院大学・西南女学院大学短期大学部における内部質保証体制図 

【資料4-1-14】2022年度第22回保健福祉学部教授会議事録 

【資料4-1-15】教授会及び別科会の意見を聴くことが必要なものとして 

学長が定める事項について（学長決定） 

【資料4-1-16】大学学生懲戒規程 

 

4-1-③ 職員の配置と役割の明確化に配慮した教学マネジメントの機能性 

管理運営を適正に行うため、入試部、教務部、学生部、事務部及び附属図書館を置き、

「西南女学院大学・西南女学院大学短期大学部規則」に、その体制、業務の効率的な執行

のための職制及び所掌を定めている。また、「委員会及び執行機関の役割に関する規程」に

より、組織・機関における委員会の役割及び関係教職員の責任を明確にしている。【資料 4-

1-17】 

事務部には、事務組織全体を総括する事務部長を置いている。事務部長は、学長が自ら

議長となる会議に構成員として、教授会及び別科会にはオブザーバーとして出席する。「西

南女学院大学・西南女学院大学短期大学部規則」第 27 条第 1 項に、①学長の政策、運営

方針その他重要事項の意思決定への参画、②学長の職務の遂行上必要な情報等の収集分析

及び適時適切な情報提供、③管理運営に係る政策、方針及び改革の具申を事務部長の職務

として定め、学長を補佐している。 

さらに、事務部長は、毎月第二、第四火曜日に課長連絡会を開催し、各課の課長（事務

局長及び法人本部の課長及び室長を含む）を招集して、業務に関する連絡等、情報の共有

に努めている。 

事務職員は、学内の会議、委員会及び検討会に構成員、オブザーバーとして参画し、教

職協働による大学運営体制をとっており、本学の教学マネジメントが円滑に機能するよう

にしている。事務職員については、「学校法人西南女学院就業規則」をはじめ、関係の規則
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にのっとり適切に採用し、配置している。【資料 4-1-18】【資料 4-1-19】 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料4-1-17】委員会及び執行機関の役割に関する規程 

【資料4-1-18】学校法人西南女学院就業規則 

【資料4-1-19】学校法人組織機構図 

 

（3）4－1の改善・向上方策（将来計画） 

学長は、「大学評議会」をはじめ、「点検評価改善会議」「教学マネジメント会議」等、自

ら議長となり大学としての意思決定を行うなど、教学マネジメントにおいて適切なリーダ

ーシップが発揮できる体制を確立している。また、令和4(2022)年4月からは、教学マネジ

メントに関する事項を担当する副学長を置き、学長の補佐体制を強化している。 

「西南女学院大学・西南女学院大学短期大学部会議規則」「西南女学院大学・西南女学院

大学短期大学部規則」「委員会及び執行機関の役割に関する規程」等で、職員の配置や役割

を明確化しており、教職協働で教学マネジメントが円滑に機能するよう整備している。 

今後は、学長のリーダーシップのもと、令和5(2023)年1月に点検評価改善会議において

策定した「西南女学院大学・西南女学院大学短期大学部における内部質保証体制図」に則

した活動を継続して行い、教学マネジメント体制の定着を図っていく。 

 

4－2．教員の配置・職能開発等 

4-2-① 教育目的及び教育課程に即した教員の採用・昇任等による教員の確保と配置 

4-2-② FD(Faculty Development)をはじめとする教育内容・方法等の改善の工夫・開発

と効果的な実施 

（1）4－2の自己判定 

基準項目 4－2 を満たしている。 

 

（2）4－2の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

4-2-① 教育目的及び教育課程に即した教員の採用・昇任等による教員の確保と配置 

本学の専任教員及び専任助手の数は、表 4-2-1-1 のとおりである。教員・助手組織は、

大学設置基準を満たしている。 

教育上主要と認める授業科目には専任教員を配置し、教育内容の充実を図るために必要

に応じて非常勤教員を配置している。また、「特色ある教育」を推進するため、特別契約教

員（専任教員）を任用している。【資料 4-2-1】 

演習・実習・実験等の授業には、助手又は教育支援職員を配置している。助手及び教育

支援職員は、授業・研究を円滑に進めるため、「大学専任助手の服務に関する申合せ」及び

「教育支援職員規程」に基づいたきめ細かい支援を行っている。【資料 4-2-2】【資料 4-2-

3】  
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表4-2-1-1 専任教員数（学部学科） 

令和6(2024)年5月1日現在 

 

 

教員及び助手の採用・昇任等は、「学校法人西南女学院就業規則」を最上位規程に置き、

「西南女学院大学・西南女学院大学短期大学部教員及び助手選考規則」、西南女学院大学

「教員及び助手選考基準」及び「大学昇任人事の評価に関する申し合わせ事項」に基づき、

適切に実施している。 

採用にあたっては、原則として本学ウェブサイト、国立研究開発法人科学技術振興機構

の「JREC-IN」で募集情報を掲載し、学外に向けて広く公募を行い、真正な学位、教育活

動、研究業績、制作物発表、人物及びその他の経歴等を審査のうえ、決定している。なお、

人事の手順は表4-2-1-2及び表4-2-1-3のとおりである。【資料4-2-4】【資料4-2-5】【資料4-2-

6】【資料4-2-7】【資料4-2-8】 

 

表4-2-1-2 教員及び助手採用人事の手順 

採用人事の手順 会議・委員会等 事  項 

1 人事方針の決定 
大学評議会 

・人事方針について学長に意見を述べる。 

・人事委員長は大学評議会に陪席する。 

学長 ・人事方針を決定し、人事委員長に申し渡す。 

2 選考の開始 人事委員会 ・採用選考委員（3人）を選出する。 

3 公募要項の作成 採用選考委員会 ・公募要項を確定する。 

4 公募 ― 
・本学ウェブサイト及びJREC-IN（研究者人材 

データベース）に公開する。 

5 応募書類の確認 採用選考委員会 
・応募者全員について応募要項を満たしているかどうか

を確認し、選考対象者を確定する。 

6 選考作業 
人事委員 

採用選考委員 

・個人調書、業績等を精査する。 

・必要に応じ、応募者に照会を行う。 

7 面接候補者の確定 採用選考委員会 ・面接候補者（原則として3人以内）を確定する。 

8 面接 
人事委員 

採用選考委員 

・面接日程を調整し、実施する。 

・必要に応じて、人事委員及び採用選考委員以外の者が

陪席する場合がある。 

人 人 人 人 人 人 人 人

人 人 人 人 人 人 人 人

人 人 人 人 人 人 人 人

人 人 人 人 人 人 人 人

人 人 人 人 人 人 人 人

人 人 人 人 人 人 人 人

人 人 人 人 人 人 人 人

人 人

人 人 人 人 人 人 人 人

人 人 人 人 人 人

学部・学科等の名称

専　　任　　教　　員

助手
設置基準上
必要専任
教員数

設置基準上
必要専任
教授数教授 准教授 講師 助教 計

12 34 17

看護学科 11 2 8 6 12 69

1

保健福祉学部　計 28 10 18 7 62

福祉学科 7 4 7 1 19

26

人文学部　計 11 2 2 0 15

12 6

栄養学科 10 4 3 0 17

0 12 6

2 10 5

3

観光文化学科 5 2 0 0 7 0

0 6

6

英語学科 6 0 2 0 8

3

大学全体の収容定員に
応じ定める専任教員数 18 9

64 32

学部・学科等の名称

専　　任　　教　　員

助手
教授 准教授 講師

計 39 12 20 7 77 12

1

助教 計

　　助産別科 1 0 2 2 5
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9 採用候補者の選定 採用選考委員会 

・書類審査及び面接結果に基づき評価表を作成し、採用

候補者を選定する。 

・教授会での推薦文案の確認をする。 

10 採用候補者の最終確認 人事委員会 
・採用選考委員会で選定された採用候補者について、 

人事委員会で最終確認をする。 

11 採用候補者の決定 

教授会 

・人事委員長は教授会に出席し、選考過程及び採用候補

者について説明する。 

・投票により、採用候補者とすることについて学長に 

意見を述べる。 

学長 
・教授会の意見を参酌し、採用候補者を決定する。 

・学長名で理事会に上程する。 

12 任用者の確定 
理事会 

（法人本部） 

・学長が採用候補者について説明する。 

・候補者について審議・決定する。 

 

表4-2-1-3 昇任人事の手順 

昇任人事の手順 会議・委員会等 事  項 

1 人事方針の決定 
大学評議会 

・人事方針について学長に意見を述べる。 

・人事委員長は大学評議会に陪席する。 

学長 ・人事方針を決定し、人事委員長に申し渡す。 

2 昇任基礎資格者の確認 人事委員会 
・昇任基礎資格のある教員の確認を行い、対象者に通知文

及び申請書類等の様式を送付する。 

3 昇任選考委員の選定 人事委員会 
・昇任審査に応募した各教員について、昇任選考委員 

（3人）を選出する。 

4 候補者の審査 昇任選考委員会 
・昇任選考委員が調査を行い、人事委員会に報告し、  

審査を行う。 

5 候補者の教授会への推薦 
採用選考委員会 

人事委員会 
・教授会へ推薦する昇任候補者を決定する。 

6 昇任候補者の決定 

教授会 

・人事委員長は教授会に出席し、選考過程及び昇任候補

者について説明する。 

・投票により、昇任候補者とすることについて学長に 

意見を述べる。 

学長 
・教授会の意見を参酌し、昇任候補者を決定する。 

・学長名で理事会に上程する。 

7 昇任者の確定 
理事会 

（法人本部） 

・学長が昇任候補者について説明する。 

・候補者について審議・決定する。 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料4-2-1】大学特別契約教員規程 

【資料4-2-2】大学専任助手の服務に関する申合せ 

【資料4-2-3】教育支援職員規程 

【資料4-2-4】学校法人西南女学院就業規則 

【資料4-2-5】西南女学院大学･西南女学院大学短期大学部教員及び助手選考規則 

【資料4-2-6】西南女学院大学「教員及び助手選考基準」 

【資料4-2-7】大学昇任人事の評価に関する申し合わせ事項 

【資料4-2-8】本学ウェブサイト「教職員公募」 

https://www.seinan-jo.ac.jp/guide/offer/  



西南女学院大学 

69 

4-2-② FD(Faculty Development)をはじめとする教育内容・方法等の改善の工夫・開発

と効果的な実施 

本学では、点検評価改善会議 FD 部門により、教育内容等の改善を目的とした組織的な

活動・研修を実施するための実務を行っている。 

教員は、年度末の「教育研究活動報告」による自己点検・評価に加え、「授業評価アンケ

ート」及び「リフレクションカード」を用いた教育活動の評価・改善を行っている。「授業

評価アンケート」は、①受講動機、②到達度自己評価、③授業の質評価、④学習量の評価、

⑤学修のための情報利用、⑥図書館及びインターネットの利用で 30 程度の設問から構成

される。原則として非常勤教員を含む全教員が担当する全科目（学外実習を除く）を評価

の対象として実施している。各教員は、「授業評価アンケート」の結果を基に改善に向けて

「リフレクションカード」を作成する。「リフレクションカード」は、①基本情報、②観点・

DP 上の位置、③授業準備、④学生の目標達成状況、⑤DP、CP、カリキュラムマップ上の

本科目の位置づけに関する評価、⑥授業の進め方とその向上について、⑦総括的評価と次

年度に向けての課題で構成され、教務部長及び各学部長が確認を行う。「授業評価アンケー

ト」及び「リフレクションカード」については、本学ウェブサイトに 5 年間分を掲載し公

表している。また、教員の教育改善に対する意識を高め、本学の教育向上に資することを

目的として授業表彰を行っている。表彰者選考の際は、シラバス及び当該授業履修者の成

績とあわせて、「授業評価アンケート」の結果を活用している。表彰者は、各学部長、教務

部長で協議のうえ、決定している。【資料 4-2-9】【資料 4-2-10】【資料 4-2-11】【資料 4-2-

12】【資料 4-2-13】【資料 4-2-14】【資料 4-2-15】 

FD 実施の方針のもと、FD を実効的なものとするため、FD 研修会を平成 20(2008)年度

から毎年開催している（令和 2(2020)年度はコロナ禍のため未実施）。平成 28(2016)年度か

らは、大学全体の FD 研修会を年 3 回、各学科の FD 研修会を年 2 回実施して、教育内容・

方法等の改善の工夫・開発の情報共有が行われている。 

令和 5(2023)年度の全体 FD 研修会は、令和 4(2022)年度に社会及び国が求める高等教育

の在り方や課題について理解を深めたことを受け、引き続き「西南女学院大学の個性を発

揮できる多様で魅力的な教育の在り方 2023」をテーマに、令和 4(2022)年度の学びや示

唆を踏まえ、本学でできることを見出し、それぞれの教育にいかしていくことを目的に実

施した。なお、令和 5(2023)年度の FD 研修会の実施状況は表 4-2-2-1 及び表 4-2-2-2 のと

おりである。【資料 4-2-16】 

 

表4-2-2-1 全体FD 

年度 テーマ 実施日 

令和 5 

(2023) 

学習者の学びをより効果的にサポートするための一教育方法について 

－オンデマンド型授業のための教材作成方法 その１ー 
2023.8.31 

オンデマンド授業への取り組み 
2024.2.26～ 

2024.3.29 

 学修者主体の教育を目指して 
2024.3.11～ 

2024.3.29 
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表4-2-2-2 学科FD 

年度 学科 テーマ 実施日 

令和 5 

(2023) 

看護学科 

助産別科 

「話し合い」から「学び合い」へ 2023.12.21 

「問い」から始まる生命倫理 2024.1.18 

福祉学科 

福祉学科の教育改善に向けたこれからの取り組み 2023.7.27 

2024 年度に向けた福祉学科領域別履修モデルの検討 2023.11.30 

栄養学科 

カリキュラムを通した学習成果の評価を考える 
2024.2.5～

2024.2.29 
管理栄養士国家試験合格率向上を目指した IR と 

TBL の活用 

英語学科 

効果的な ICT 教育 

～一人ひとりが ICT のエキスパートへ～ 
2023.9.21 

教員の授業紹介 2024.2.13～ 

観光文化学科 

新カリキュラムを策定するにあたっての方針・コース設定・

授業についての考え方の共有について 
2023.8.10 

高大連携のありかたについて 2024.1.25 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料4-2-9】西南女学院大学及び西南女学院大学短期大学部の諸活動に関する方針 

              FD(Faculty Development)実施の方針 

【資料4-2-10】点検評価改善会議規程 

【資料4-2-11】本学ウェブサイト「教育研究活動報告・教員紹介」 

https://www.seinan-jo.ac.jp/guide/tenken2/ 

【資料4-2-12】授業評価アンケート 

【資料4-2-13】リフレクションカード 

【資料4-2-14】本学ウェブサイト「授業評価アンケート・リフレクションカード」 

https://www.seinan-jo.ac.jp/guide/anq/  

【資料4-2-15】大学授業表彰に関する申合せ 

【資料4-2-16】FDに関する資料 

 

（3）4－2の改善・向上方策（将来計画） 

今後も大学設置基準及び関係法令等に従い、規則及び規程等を整備し、教育目的及び教

育課程に即した教員の確保及び適切な配置を実施していく。 

FD については、FD 実施の方針のもと、全学的な FD 活動を企画・実施する。「教育研

究活動報告」による自己点検・評価に加え、「授業評価アンケート」及び「リフレクション

カード」を用いた教育活動の評価・改善を継続する。また、FD 研修を通して、最新の知識

や技術の修得に努め、資質向上につなげていく。  
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4－3．職員の研修 

4-3-① SD(Staff Development)をはじめとする大学運営に関わる職員の資質・能力向上

への取組み 

（1）4－3の自己判定 

基準項目 4－3 を満たしている。 

 

（2）4－3の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

4-3-① SD(Staff Development)をはじめとする大学運営に関わる職員の資質・能力向上

への取組み 

本学では、SD 実施の方針のもと、大学職員として職務の遂行に必要な知識及び技能等

の習得並びにその能力及び資質の向上を目的として「西南女学院職員研修(SD)規程」を定

め、SD を実施している。「西南女学院職員研修(SD)規程」の第 3 条には、監督者（学校、

学部、学科、部、課、室及びこれに相当する部署の長をいう。）の責務として、職員個々の

研修の必要性について計画的・組織的に判断しながら、研修計画の立案及び実施（職員の

自発的参加を含む。）に努め、職員が研修を受ける機会を設けなければならないと定めてい

る。また、「西南女学院大学・西南女学院大学短期大学部規則」では、事務部長及び課長の

役割として、人材育成のため、職員を研修に参加させること、また自ら研修に参加するこ

とを定めており、積極的かつ組織的に SD に取組み、能力の開発と向上に努めている。【資

料 4-3-1】【資料 4-3-2】【資料 4-3-3】【資料 4-3-4】 

法人全体の取組みとして、昭和 38(1963)年度から職員研修懇談会を毎年度開催している。

開催にあたっては、各所属が選出した委員が企画立案運営を行っている。【資料 4-3-5】 

平成 27(2015)年 7 月、北九州地区の私立 4 大学、2 短期大学による「北九州私立大学・

短期大学連携事業」の協定を締結した。当該事業の取組みの一つとして、共同 SD 活動を

毎年開催している（令和 2(2020)年度以降は、コロナ禍のため未開催）。【資料 4-3-6】 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料4-3-1】西南女学院大学及び西南女学院大学短期大学部の諸活動に関する方針 

SD(Staff Development)実施の方針 

【資料4-3-2】西南女学院職員研修(SD)規程 

【資料4-3-3】西南女学院大学・西南女学院大学短期大学部規則 

【資料4-3-4】SD実施状況一覧 

【資料4-3-5】職員研修懇談会に関する資料 

①西南女学院職員研修懇談会規程・西南女学院職員研修委員会規程 

②西南女学院職員研修委員会議事録 

③職員研修懇談会報告書 

【資料4-3-6】北九州私立大学・短期大学連携事業協定書  
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（3）4－3の改善・向上方策（将来計画） 

今後も SD 実施の方針のもと、「西南女学院職員研修(SD)規程」に基づき、SD を行って

いく。また、所属等の教育研究活動等の適切かつ効果的な運営を図るため、学内における

階層別研修及び業務別研修等を体系的に整備し、推進していく。 

 

4－4．研究支援 

4-4-① 研究環境の整備と適切な運営・管理 

4-4-② 研究倫理の確立と厳正な運用 

4-4-③ 研究活動への資源の配分 

（1）4－4の自己判定 

基準項目 4－4 を満たしている。 

 

（2）4－4の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

4-4-① 研究環境の整備と適切な運営・管理 

専任の教授、准教授及び講師に個人研究室、助教及び助手に助教（助手）共同研究室を

貸与している。各研究室には、机、椅子、書架、空調、水道、パソコン及びインターネッ

ト環境等を整備している。学内には、専門的な機材等を配置した実習室、実験室等のほか、

データベースが利用できる図書館を設置している。また、専任の教授、准教授及び講師は、

学長に届け出て許可を得ることにより、業務の遂行に支障をきたさない範囲で「学外研修

日」を 1 週あたり 1 日取得できる。学会活動及び研究活動にともなう出張についても、学

長の許可を得て行うことができるなど、研究環境を十分に整備している。【資料 4-4-1】【資

料 4-4-2】 

また、保健福祉学に関する研究を推進し、科学と地域社会に貢献することを目的とした

「保健福祉学部附属保健福祉学研究所」を設置している。研究・調査の実施のほか、研究

費の助成及び研究会・講演会・公開講座等の開催などを行っている。研究所には、現在 36

人の研究員が所属しており、「健康・環境研究部門」「栄養研究部門」「心身機能研究部門」

の 3 部門体制で研究を行っている。【資料 4-4-3】 

研究成果については、「西南女学院大学研究紀要」「保健福祉学部附属保健福祉学研究所

報告書」の発行及び学術機関リポジトリを通じて、広く公表している。【資料 4-4-4】 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料4-4-1】大学専任教育職員の服務に関する申合せ 

【資料4-4-2】大学専任助手の服務に関する申合せ 

【資料4-4-3】西南女学院大学「保健福祉学部附属保健福祉学研究所規則」 

【資料4-4-4】本学ウェブサイト「図書館データベースポータル」 

https://www.seinan-jo.ac.jp/library/index.html  
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4-4-② 研究倫理の確立と厳正な運用 

本学では、研究を適正に実施するため、「研究取扱規則」及び「研究不正防止に関する取

扱指針」を定め、「倫理審査委員会規程」及び「動物実験委員会規程」にのっとり、研究及

び実験の審査を実施している。「研究取扱規則」及び「倫理審査委員会規程」については、

「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針」（令和 3 年文部科学省・厚生労

働省・経済産業省告示第 1 号）の令和 3(2021)年 6 月 30 日の施行にともない、倫理審査申

請に係る書類も含め大幅な見直しを行い、令和 4(2022)年 4 月から運用を開始した。また、

公的研究費の不正使用を防止するため、「公的研究費の適正な取扱いに関する規程」「科学

研究費補助金事務取扱規程」「公的研究費に関わる全ての構成員の行動規範」「公的研究費

の内部監査内規」を定めている。不正防止計画推進部署である会計課は、「公的研究費運営・

管理体制」を整え、公的研究不正を発生させる要因を把握し不正の発生を防止するため、

「不正防止対策の基本方針と不正防止計画」を定め、毎年見直しを行っている。【資料 4-4-

5】【資料 4-4-6】【資料 4-4-7】【資料 4-4-8】 

これらの規則及び規程等を実効的なものとするため、「人を対象とする研究に関する倫

理審査申請の手続き」「研究活動をする学生・教職員のみなさまへ」（リーフレット）、「公

的研究費の不正使用及び研究不正行為防止ハンドブック」「研究費に関する取扱いマニュ

アル」及び「啓発活動ポスター」を作成・配付して、適正に運用している。 

さらに、研究倫理の確立のため、研究倫理講習会及びコンプライアンス教育を毎年実施

している。全専任教員（助手を含む）及び担当課の職員の出席を義務付けており、欠席し

た場合は、録画した講習会等を視聴させるなど、受講を徹底している。学生に対しても、

初年次セミナーにおいて研究倫理教育を行うとともに、「研究活動をする学生・教職員のみ

なさまへ」（リーフレット）を配付し、研究倫理意識の向上を図っている。 

研究倫理の確立に関する取組みは、学内情報ポータルサイト及び本学ウェブサイトに公

表し、学内外に周知している。【資料 4-4-9】【資料 4-4-10】【資料 4-4-11】【資料 4-4-12】

【資料 4-4-13】 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料4-4-5】研究取扱規則 

【資料4-4-6】倫理審査委員会規程 

【資料4-4-7】動物実験委員会規程 

【資料4-4-8】不正防止対策の基本方針と不正防止計画 

【資料4-4-9】本学ウェブサイト「研究倫理」 

https://www.seinan-jo.ac.jp/guide/rinri/ 

【資料4-4-10】研究活動をする学生・教職員のみなさまへ 

【資料4-4-11】研究費に関する取扱いマニュアル（研究費一覧） 

【資料4-4-12】令和5(2023)年度研究倫理講習会資料 

【資料4-4-13】令和5(2023)年度コンプライアンス教育資料  
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4-4-③ 研究活動への資源の配分 

研究活動への資源として、専任の教員及び助手に個人研究費を支給している。個人研究

費は、当該研究を遂行するために直接必要な経費（研究に必要な図書、備品、学会参加費

及び研究調査等の旅費等）に充てることができる。さらに、公的研究費採択への研究支援

を目的とした「共同研究費」、保健福祉学に関する研究を推進し科学と地域社会に貢献する

ことを目的とした「保健福祉学部附属保健福祉学研究所共同研究費」に応募が可能であり、

採択されれば、個人研究費とは別に助成を行っている。 

会計課は、研究活動のための外部資金について情報収集を行い、得られた情報は、学内

情報ポータルサイトに掲示し周知している。また、助成金の対象や内容によっては学科や

教員に対して個別に案内している。過去 5 年間の科学研究費補助金（文部科学省・厚生労

働省）の採択状況は表 4-4-3-1、受託研究費受入状況は表 4-4-3-2、共同研究費(学内）・保

健福祉学研究所研究助成金の状況は表 4-4-3-3、共同研究費の状況（学外）は表 4-4-3-4 の

とおりである。【資料 4-4-14】 

なお、これら研究費については、適正な支出を促すため、「研究費に関する取扱いマニュ

アル」を学内情報ポータルサイトに掲示し周知を図っている。 

物的支援については、4-4-①に述べたとおりである。人的支援については、保健福祉学

部附属保健福祉学研究所において、所長（保健福祉学部長）、副所長及び研究所運営委員（保

健福祉学部各学科及び助産別科から各々2 人）で組織する研究所運営委員会が研究活動の

企画や方法について研究員に助言を行っている。また、「外部資金導入促進プロジェクト」

による外部資金獲得に向けた研修会の実施、科学研究費の採択実績を持つ学内の研究者に

よる助言制度といった外部資金獲得のための支援を積極的に行っている。さらに、倫理審

査委員会では、倫理審査申請前に申請者から事前相談を受ける等の取組みを行っている。

【資料 4-4-15】 

 

表 4-4-3-1 科学研究費補助金（文部科学省・厚生労働省）の採択状況（大学・短期大学部） 

                              （単位：円） 

年 度 令和元(2019） 令和 2(2020） 令和 3(2021） 令和 4(2022） 令和 5(2023） 

申請件数 16 15 6 9 14 

採択件数 1 3 4 0 0 

金 額 2,300,000 8,000,000 16,900,000 0 0 

 

表 4-4-3-2 受託研究費受入状況（大学・短期大学部） 

                              （単位：円） 

年 度 令和元(2019) 令和 2(2020) 令和 3(2021) 令和 4(2022) 令和 5(2023) 

件 数 1 1 2 2 5 

金 額 550,000 550,000 1,140,000 1,430,000 4,101,768 
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表 4-4-3-3 共同研究費(学内）・保健福祉学研究所研究助成金 （大学・短期大学部） 

                                  （単位：円） 

年   度 令和元(2019) 令和 2(2020) 令和 3(2021) 令和 4(2022) 令和 5(2023) 

共同研究費 
件 数 7 4 3 1 1 

金 額 9,222,000 4,369,000 2,938,380 1,360,000 950,000 

保健福祉学

研究所研究

助成金 

件 数 3 5 2 2 1 

金 額 631,000 1,416,284 333,500 450,000 284,000 

 

表 4-4-3-4 共同研究費の状況（学外） 

                                  （単位：円） 

年   度 令和元(2019) 令和 2(2020) 令和 3(2021) 令和 4(2022) 令和 5(2023) 

共同研究費 
件 数 0 0 1 0 0 

金 額 0 0 40,000 0 0 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料4-4-14】大学共同研究費取扱規程 

【資料4-4-15】外部資金導入促進プロジェクトに関する資料 

 

（3）4－4の改善・向上方策（将来計画） 

令和 4(2022)年 3 月に策定した「西南女学院大学・西南女学院大学短期大学部 中期計画 

『要』Transformation (2022-2026)」のもと、教職員による研究活動がさらに活性化する

よう、支援を強化していく。具体的には、「外部資金導入促進プロジェクト計画」による外

部資金獲得に向けた研修会の実施、科学研究費を申請する研究者に学内の採択実績を持つ

研究者による助言制度を活用していくことで、外部資金獲得のための支援を積極的に行っ

ていく。また、研究倫理の確立のため、研究倫理講習会及びコンプライアンス教育を継続

し、規則及び規程等は、適宜見直しを行う。 
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［基準 4 の自己評価］ 

学長は、「大学評議会」をはじめ、「点検評価改善会議」「教学マネジメント会議」等、自

ら議長となり大学の意思決定及び教学マネジメントにおいて適切なリーダーシップを発揮

できる体制を整備している。教授会（別科会）は学長の諮問機関として位置付け、審議す

べき教育研究に関する重要事項を学長があらかじめ定めて周知している。令和 4(2022)年

4 月、教学マネジメントに関する事項を担当する副学長を置き、教学マネジメントにおけ

る学長補佐体制を強化した。事務職員は、学内の会議及び委員会等に参画し、教職協働の

運営体制により教学マネジメントが円滑に機能するようにしている。 

教員の確保と配置については、大学設置基準及び関係法令等に沿って専任教員及び助手

を配置し、教育目的及び教育課程に沿った教育活動が適切に行えるよう実施している。採

用及び昇任は、教員及び助手選考規則等に基づき適切に行っている。教員の職能開発等に

ついては、点検評価改善会議 FD 部門が中心となり、組織的に活動している。教員は、「教

育研究活動報告」による自己点検・評価に加え、「授業評価アンケート」及び「リフレクシ

ョンカード」を用いて教育活動を評価し、改善を行っている。大学全体の FD 研修会を年

3 回、各学科の FD 研修会を年 2～3 回実施し、教育内容や手法等の改善、工夫、開発の情

報共有を行っている。 

職員の研修は、「西南女学院職員研修(SD)規程」「西南女学院職員研修懇談会規程」を定

め、SD 研修を行っている。教職員に対して定期的に学内で研修を行い、学外への研修にも

適宜参加させ、大学職員として職務の遂行に必要な知識及び技能等の習得、並びにその能

力及び資質の向上に努めている。 

研究支援については、専任の教授、准教授及び講師に個人研究室、助教及び助手に助教

（助手）共同研究室を貸与し個人研究費を支給するなど、研究環境を整備している。また、

学外からの研究資金獲得のための情報提供、研究所運営委員会や「外部資金導入促進プロ

ジェクト」による研修会の実施及び助言制度、倫理審査委員による倫理審査申請前の事前

相談など人的支援を行っている。研究倫理の確立のため、「研究取扱規則」等の研究に関す

る規則及び規程等を整備し、厳正に運用している。 

以上のことから、「基準 4 教員・職員」を満たしていると判断する。 
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基準 5．経営・管理と財務 

5－1．経営の規律と誠実性 

5-1-① 経営の規律と誠実性の維持 

5-1-② 使命・目的の実現への継続的努力 

5-1-③ 環境保全、人権、安全への配慮 

（1）5－1の自己判定 

基準項目 5－1 を満たしている。 

 

（2）5－1の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

5-1-① 経営の規律と誠実性の維持 

「学校法人西南女学院寄附行為」第3条に「教育基本法及び学校教育法に従い、キリスト

教に基づく女子教育を行うことにより、個性豊かな人間を育成することを目的とする。」

と規定している。また、「学校法人西南女学院就業規則」前言に、「全職員は寄附行為並

びに本規則の精神と諸規程を認めて、キリスト教に基づく教育事業達成のために誠意をも

って協力し、この規則を遵守」すること、さらに「学院もまた同じ精神に基づいて誠意を

もって協力すること」を表明している。本学院の規則等の遵守を自浄作用の観点から担保

していくために「学校法人西南女学院公益通報に関する規程」を制定している。この規程

は、「法令若しくは学院規則等に違反する行為又は違反する恐れがある行為が現に生じ、又

はまさに生じようとしている場合において、その早期発見と是正を図るために必要な体制

を整備し、もって本学院の健全な発展に資すること」を目的としている。【資料5-1-1】【資

料5-1-2】【資料5-1-3】 

法人運営・教育研究活動等について透明性の確保及びステークホルダーへの説明責任を

果たすため、学校法人に関する情報、教育研究に関する情報などを主体的に公表している。

【資料5-1-4】 

 

【エビデンス・資料】 

【資料5-1-1】学校法人西南女学院寄附行為 

【資料5-1-2】学校法人西南女学院就業規則 

【資料5-1-3】学校法人西南女学院公益通報に関する規程 

【資料5-1-4】本学ウェブサイト 学校法人に関する情報 

https://www.seinan-jo.ac.jp/houjin/information/ 

本学ウェブサイト 教育研究に関する情報の公表 

https://www.seinan-jo.ac.jp/guide/edu_info/ 

 

5-1-② 使命・目的の実現への継続的努力 

学院全体に及ぶ健全な組織運営と組織倫理を基礎に、本学院の使命・目的の実現と教育

活動の永続的な運営を維持する経営基盤の強化を図るため「学校法人西南女学院 中期計

画 2022-2026」を定め、①法人設置各校の教育の質保証、②経営基盤の安定を図ること、

③少子化、学校数の増加等を要因とした学校間競争を耐え抜くための西南女学院の魅力の

積極的発信に努めることの3つをミッションに掲げている。【資料5-1-5】 
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本学にあっては、大学教育の質保証を担保するために、「西南女学院大学学則」第1条に

教育基本法及び学校教育法にのっとり、教育を行うことを規定するとともに、第1条の2に

教育研究水準の向上を図り、本学の目的及び社会的使命を達成するため、自ら点検及び評

価を行い、その結果を本学の目標及び計画に反映させ、不断の改善に努めることを規定し

ている。また、本学は併設短期大学部と組織が一元化されており、学内においては短期大

学を1学部の取扱いとすることによって運営していることも踏まえ、1組織としての大学及

び併設短期大学部の適切な業務運営のために「西南女学院大学・西南女学院大学短期大学

部規則」を制定し、組織や執行体制について規定している。【資料5-1-6】【資料5-1-7】 

本学では、「西南女学院大学・西南女学院大学短期大学部 中期計画(2022－2026)」を策

定している。①建学の精神、教育理念、使命・目的、②教育の質保証、③ガバナンス機能

の強化、④教学マネジメント、⑤学生支援、⑥財政基盤の安定、⑦安心安全な教育環境の

確保、⑧教授方法の開発支援、⑨研究活動の支援、⑩社会との連携の強化、⑪事務組織の

改編、以上11項目に分けて取り組んでいく。【資料5-1-8】 

学院及び大学の中期計画は、計画の進捗状況及び次年度以降の課題についての検証を行

い、例年5月頃に結果を公表している。令和5(2023)年度の取組みについても振り返り、令

和6(2024)年度に向けて「学校法人西南女学院 中期計画 2022-2026」及び「西南女学院大

学・西南女学院大学短期大学部 中期計画(2022－2026)」を見直していく。【資料5-1-9】

【資料5-1-10】 

 

【エビデンス・資料】 

【資料5-1-5】学校法人西南女学院 中期計画(2022-2026) Mission「要」 

【資料5-1-6】西南女学院大学学則（第1条、第1条の2） 

【資料5-1-7】西南女学院大学・西南女学院大学短期大学部規則 

【資料5-1-8】西南女学院大学・西南女学院大学短期大学部 中期計画「要」 

Transformation(2022-2026) 

【資料5-1-9】学校法人西南女学院 中期計画(2022-2026)」 令和4(2022)年度検証 

【資料5-1-10】西南女学院大学・西南女学院大学短期大学部 中期計画 「要」 

Transformation (2022-2026) 令和4(2022)年度検証 

 

5-1-③ 環境保全、人権、安全への配慮 

環境保全に関しては、省エネルギー対策として、教職員、学生、来校者に対しクールビ

ズの実施や節電を促す掲示を行うことで励行している。電力使用については、デマンド監

視装置による使用量の監視を行い、エネルギーの適正な使用に努めている。学内照明の

LED化工事は、令和元(2019)年度から開始し、令和4(2022)年度までに図書館を含む11棟の

校舎で施工済みである。施行率は、延べ面積を基準にして93.8％である。また、LED化に

より67.3％の電力量の削減を見込んでいる。 

人権については、就業規則前言に、理事者も職員もすべて神による同労者であって、互

いにまた学生に対して上下の感をもたず人を人として尊重し、その人格を認めることを示

している。学院としての「ハラスメントの防止等に関する規則」及び本学としての「大学

キャンパス・ハラスメントの防止及び対策に関する規程」等が体系的に整えられ、人権、
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人格又は尊厳を侵害する言動、指導、待遇を行わないように規定し、研修会を開催してい

る。新任教職員を対象とした人権教育は、専門講師による講演を4月から5月にかけて行っ

ている。【資料5-1-11】 

学生、教職員の安全については、学院の定める「西南女学院防災管理規程」に基づき本

学としての「西南女学院大学消防計画」を定めている。主として発生を予見すべき自然災

害への対応としては、火災・地震時の対応方法や災害一時避難場所及び屋外避難経路を掲

載した「防災ガイド2023」や、建物内の消火器・消火栓等の位置と避難経路を掲載した「キ

ャンパスライフ 学生生活ガイドブック」を学生及び教職員に配布している。また、教職

員及び学生を対象とした「防災訓練」を年に複数回実施し、消火器による消火実技訓練や

屋内消火栓を使用した放水訓練等を実践形式で行っている。令和7（2025）年度には、学

生を教室から災害一時避難場所へ避難させる大規模な避難訓練の実施を予定しており、防

災意識を高める取組みを検討している。さらに、年に一度AED講習会において、胸骨圧迫

やAEDの使用方法を学び、緊急時に適切な対応がとれるようにしている。【資料5-1-12】

【資料5-1-13】【資料5-1-14】【資料5-1-15】【資料5-1-16】 

耐震補強改修工事については、2013年度から段階的に実施し、令和3(2021)年度をもっ

て予定の工事はすべて終了した。 

 

【エビデンス・資料】 

【資料5-1-11】ハラスメントについて定めた規程等一式 

①ハラスメントの防止等に関する規則 

②ハラスメントをなくすために職員が認識すべき事項についての指針 

（ハラスメントの防止等に関する規則第5条関係） 

③大学ｷｬﾝﾊﾟｽ･ﾊﾗｽﾒﾝﾄ防止・対策委員会規程 

④大学ｷｬﾝﾊﾟｽ･ﾊﾗｽﾒﾝﾄ調査委員会規程 

⑤大学ｷｬﾝﾊﾟｽ･ﾊﾗｽﾒﾝﾄの防止及び対策に関する規程 

⑥大学ｷｬﾝﾊﾟｽ･ﾊﾗｽﾒﾝﾄ相談員規程 

⑦大学ｷｬﾝﾊﾟｽ･ﾊﾗｽﾒﾝﾄの防止及び対策に関するｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ 

【資料5-1-12】西南女学院防災管理規程 

【資料5-1-13】キャンパスライフ2023（学生生活ガイドブック） p.71-84 

【資料5-1-14】防災ガイド2023 

【資料5-1-15】自衛防災訓練結果報告書 

【資料5-1-16】AED講習会のお知らせ 

 

（3）5－1の改善・向上方策（将来計画） 

本法人は、「学校法人西南女学院寄附行為」及び学内諸規則等に基づき関連法規を遵守し、

経営の規律と誠実性を維持している。今後も法令の制定・改正等の動向を注視し、適切に

運営を行っていく。 

使命・目的の達成に向けた「西南女学院 中期計画（2022-2026） Mission「要」」を策

定し、展開している。Missionの達成のための計画の実現に向け、全教職員が一体となって

取り組み、地域社会に信頼され得る高等教育機関を目指す。 
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環境保全、人権、安全への配慮については、老朽化に伴う改修、LED化、バリアフリー

化等をさらに進め、快適な環境形成を目指す。 

 

5－2．理事会の機能 

5-2-① 使命・目的の達成に向けて意思決定ができる体制の整備とその機能性 

（1）5－2の自己判定 

基準項目 5－2 を満たしている。 

 

（2）5－2の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

5-2-① 使命・目的の達成に向けて意思決定ができる体制の整備とその機能性 

私立学校法に基づき、「学校法人西南女学院寄附行為」第17条に「理事会は、この法人の

業務を決し、理事の職務の執行を監督する。」と規定し、最終的な意思決定機関としての

権限を明示している。【資料5-2-1】 

また、寄附行為第18条により、理事長及び理事長を補佐する職務にある常任理事をもっ

て組織する常任理事会を置き、「学校法人西南女学院常任理事会規程」にのっとり、(1)理

事会の決議によって委任を受けた法人業務に関する事項、(2)非常事態発生の場合の緊急対

策に関する事項、(3)理事長の諮問事項の3種を掌ることで、戦略的意思決定を支援する体

制を整備し、充実強化している。加えて、常任理事会及び理事会の構成員である院長（理

事長の委嘱により法人設置各校を統督し、各学校長に指導及び助言を行うとともに、学院

内部の事務を総轄する職）の諮問に応じ本学院の管理運営に関して審議を行う「運営協議

会」が設置されている。【資料5-2-2】【資料5-2-3】【資料5-2-4】 

理事会は、建学の精神を理解し、法人の健全な経営について学識及び見識を有した理事

で構成されており、寄附行為第6条及び第7条に人数と選任区分を規定している。また、学

院内の所属の長、評議員、外部の学識経験者など学内外の様々な観点から協議・決定でき

る体制となっている。【資料5-2-5】 

理事会は、寄附行為第17条に基づき、適切に開催・運営し、「学校法人西南女学院理事

会業務及び理事会業務委任規則」第2条に規定する役員及び評議員並びに理事長の選任、予

算（補正予算含む）及び事業計画並びに決算及び事業の実績に関する事項をはじめとする

学院の業務について審議、決定している。【資料5-2-6】 

理事会は、寄附行為第17条第10項に基づき、開催・議決しており、理事が欠席する場合

は、「書面議決書」により理事会に付議される事項について書面をもってあらかじめ意思

を表示し、委任することができる。なお、令和5(2023)年度理事会は、新型コロナウイルス

感染防止対策をとりながら、全7回を対面で開催した。委任出席を除く理事の出席率は、第

1回100%、第2回100%、第3回100%、第4回100%、第5回100%、第6回100%、第7回92.9%

であった。【資料5-2-7】【資料5-2-8】 

 

【エビデンス・資料】 

【資料5-2-1】学校法人西南女学院寄附行為 

【資料5-2-2】学校法人西南女学院常任理事会規程 

【資料5-2-3】学校法人西南女学院院長規則 
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【資料5-2-4】西南女学院本部規程 

【資料5-2-5】理事、監事、評議員などの名簿（内部・外部） 

【資料5-2-6】理事会・評議員会の開催状況（開催日、開催回数、出席状況、議事） 

【資料5-2-7】学校法人西南女学院理事会業務及び理事会業務委任規則 

【資料5-2-8】書面議決書（様式） 

 

（3）5－2の改善・向上方策（将来計画） 

学校法人を取り巻く環境に対応するため、理事会、常任理事会及び評議員会の役割は、

法人全般にわたる重要案件等を審議するなど戦略的意思決定が極めて重要であることから、

適宜理事会の開催を検討するなど、機能を強化し機動的に対応していく。 

また、今後は、令和 7(2025)年 4 月 1 日施行の改正私立学校法にのっとった法人の運営

体制を準備していく。  
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5－3．管理運営の円滑化と相互チェック 

5-3-① 法人及び大学の各管理運営機関の意思決定の円滑化 

5-3-② 法人及び大学の各管理運営機関の相互チェックの機能性 

（1）5－3の自己判定 

基準項目 5－3 を満たしている。 

 

（2）5－3の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

5-3-① 法人及び大学の各管理運営機関の意思決定の円滑化 

学長は常任理事として、常任理事会及び理事会並びに評議員会に出席し、大学及び短期

大学部に関する議題審議等において法人との意思決定の円滑化に寄与している。 

本学院では、理事会への報告・承認が必要な案件について、院長の諮問に応じ本学院の

管理運営に関して審議を行う「運営協議会」を置いている。この会議には、理事長、院長

をはじめ本学院内の所属長などの職責理事及び法人本部役職者が出席しており、経営と教

学の両面から連絡調整を行う体制を整え、意思決定の円滑化やガバナンスの機能性を担保

している。また、「西南女学院大学・西南女学院大学短期大学部ガバナンス・コード」を制

定し、組織が透明性を保ち、誠実かつ適切なガバナンスを確保していることを外部に公表

している。【資料5-3-1】 

理事長は、理事の互選により選任され、建学の精神及びこれを受けた明確な教育目的の

もと、法人の運営に努め、法人を代表して法人の業務を総理し、理事会を招集し、その議

長となり、法人及び設置する各学校の業務を決している。また、理事長を補佐する体制と

して、寄附行為の規定による常任理事会を置き、その構成員である各部門の長は、設置学

校の管理運営に関する業務のうち、理事会決定業務を除いた、教育・研究に関する業務の

設置学校長への委任事項を含む「学校法人西南女学院常任理事会規程」等により、理事長

のリーダーシップのもと、戦略的意思決定ができる体制を整備し、機能的に運営されてい

る。【資料5-3-2】【資料5-3-3】 

学内の各委員会には、関連する事務を取り扱う事務課の職員が構成員あるいは陪席者と

して出席している。教職員間での様々な角度からの意見交換を通して、教学面、管理運営

面からの幅広い意見や提案を委員会として吸い上げ、上位の審議機関である教授会あるい

は大学評議会につなげ、大学運営のための施策に反映している。また、法人に対する直接

の意見等は、大学及び短期大学部の役職者のほか職員互選による大学及び短期大学部の教

育職員から各2人、学院全事務職員から2人が評議員会に出席して意見を述べることができ

る。 

 

【エビデンス・資料】 

【資料5-3-1】西南女学院本部規程 

【資料5-3-2】学校法人西南女学院寄附行為 

【資料5-3-3】学校法人西南女学院常任理事会規程 
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5-3-② 法人及び大学の各管理運営機関の相互チェックの機能性 

理事会には、大学から学長と学部長が理事として出席することによって経営に関与でき

る仕組みをとっている。諮問機関である評議員会については、理事、入試部長、教務部長

及び教育職員から選出の2人が評議員として出席する。これらによって、学院が意思決定を

行う際には大学の意向が適切に反映されるようになっている。状況を報告・説明するとと

もに、法人の業務について説明を受けて意見を述べるなど法人と大学間のコミュニケーシ

ョンは円滑に行われ、さらに相互チェックをする体制を整備している。【資料5-3-4】【資

料5-3-5】【資料5-3-6】【資料5-3-7】 

監事は、「学校法人西南女学院寄附行為」第6条第1項第2号及び第8条の規定により適切

に選考しており、全ての理事会及び評議員会に出席し、決算及び事業の実績について監査

報告を行うとともに、学校法人の業務若しくは財産の状況又は理事の業務執行の状況につ

いて意見を述べている。【資料5-3-8】 

評議員会は、寄附行為第21条に基づき理事長が招集し、理事長は、寄附行為第23条に規

定する予算、借入金、事業計画をはじめとする法人の業務に関する重要事項について諮問

している。評議員の選任については、寄附行為第25条の規定に基づき、理事定数の2倍を超

える評議員を適切に選任している。なお、現在、理事は15人（定数16人）、監事2人、評議

員は33人（定数36人）である。これは、一部役職者の兼務によるもので、理事は寄附行為

第7条第2項に、評議員は寄附行為第25条第4項にそれぞれを減じる規定を設けている。令

和5(2023)年度評議員会は、新型コロナウイルス感染防止対策をとりながら、全4回を対面

で開催した。委任出席を除く評議員の出席率は、第1回93.8%、第2回90.6%、第3回87.5%、

第4回100%であった。 

理事長は、私立学校法第46条及び寄附行為第36条第2項に基づき、決算及び事業の実績

について毎会計年度終了後2月以内に理事会の議決を経た後、評議員会に報告し意見を求

めている。 

 

【エビデンス・資料】 

【資料5-3-4】理事、監事、評議員などの名簿（内部・外部） 

【資料5-3-5】理事会・評議員会の開催状況（開催日、開催回数、出席状況、議事） 

【資料5-3-6】理事会議事録 

【資料5-3-7】評議員会議事録 

【資料5-3-8】監事の監査報告書 

 

（3）5－3の改善・向上方策（将来計画） 

法人と大学は、理事長及び学長のリーダーシップのもとに適切な連携が保たれているが、

今後さらに加速する少子化をはじめ、私立学校を取り巻く様々な課題に対応するために、

策定している中期計画に沿いつつも検証を加えながら、さらに円滑な意思の疎通を行い、

実行に努める。 

また、理事・理事会、監事及び評議員・評議員会については、「執行と監視・監督の役

割の明確化・分離」の考え方から、その権限分配を整理する。  
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5－4．財務基盤と収支 

5-4-① 中長期的な計画に基づく適切な財務運営の確立 

5-4-② 安定した財務基盤の確立と収支バランスの確保 

（1）5－4の自己判定 

基準項目 5－4 を満たしている。 

 

（2）5－4の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

5-4-① 中長期的な計画に基づく適切な財務運営の確立 

本学院では、「学校法人西南女学院寄附行為」に基づき、理事会が決定した「予算基本方

針」をもとに予算を編成している。「予算基本方針」において示された次年度入学者数等に

よって収入を積算し、教育計画・事業計画を立案している。【資料 5-4-1】【資料 5-4-2】 

適正な財務運営を踏まえた「学校法人西南女学院 中期計画(2022-2026)」を策定し、中

期計画における財務シミュレーションに沿って、それぞれの時代にふさわしい教育研究活

動を支える安定した事業の運営を行っている。【資料 5-4-3】 

私立学校を取り巻く環境が著しく変化するなか、将来に向けての財務基盤の安定と、教

育の質向上を図るため、収入の増強策及び経費削減等のために「予算基本方針」と大学・

短期大学部における中期計画を連動・対比させながら、業務効率化及び改善を進めている。

【資料 5-4-4】 

特に、学院全体として収支の均衡が取れていないことを重く受け止め、経常費収入に占

める固定費割合の低下に努めること、非常勤講師の人数・時間数を抑制し、専兼比率を引

き上げること、また職員人件費は在籍学生数（見込み）を基に按分し、大学又は短期大学

部に割り当てることが方策としてあげられる。過去 5 年間の推移をみると表 5-4-1 のとお

りである。 

 

表 5-4-1 過去 5年間の非常勤講師数、時間数、専兼比率の推移（大学） 

 
令和元(2019)

年度 

令和 2(2020) 

年度 

令和 3(2021) 

年度 

令和 4(2022) 

年度 

令和 5(2023) 

年度 

専任教員数（人） 96 98 91 94 95 

非常勤講師数（人） 85 85 76 68 64 

時間数（時間） 5536 5566 5224 4755 4186 

専兼比率（％） 53.0 53.6 54.5 58.0 59.7 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料5-4-1】学校法人西南女学院寄附行為 

【資料5-4-2】令和6(2024)年度予算基本方針 

【資料5-4-3】学校法人西南女学院 中期計画(2022-2026) Mission「要」 

【資料5-4-4】西南女学院大学・西南女学院大学短期大学部 中期計画「要」 

Transformation(2022-2026)  
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5-4-② 安定した財務基盤の確立と収支バランスの確保 

本学院の主な収入は、学生生徒等納付金で経常収入の 68.4%を占めている。さらに 20.7%

程度の補助金、1.8%程度の寄附金等を加える形で経常収入を構成している。令和 5(2023)

年度決算においては、経営状況を判断する基礎となる基本金組入前当年度収支差額は約 4

億 1,229 万円の支出超過となった。 

なお、過去 5 年間の推移は、表 5-4-2 のとおりである。 

 

表 5-4-2 基本金組入前当年度収支差額の推移（大学） 

（単位：千円） 

 
令和元(2019) 

年度 

令和 2(2020) 

年度 

令和 3(2021) 

年度 

令和 4(2022) 

年度 

令和 5(2023) 

年度 

大 学 250,011 222,750 246,292 △71,023 △113,299 

法 人 31,929 △53,748 12,241 △436,738 △412,286 

 

法人全体としては、学生数の減少にともない大学、幼稚園を除く短期大学部、高等学校、

中学校の翌年度繰越収支差額の支出超過が続いている。収支バランスの改善を要する点は

あるが、運用資産余裕比率、純資産構成比率及び積立率は高く安定した財務基盤を確保し

ており、運用資産は「西南女学院資産運用規程」に基づき、安全・確実に運用している。

【資料 5-4-5】 

なお、過去 5 年間の推移は、表 5-4-3 及び表 5-4-4 のとおりである。 

 

表 5-4-3 過去 5 年間の在籍者数、入学者数、充足率の推移（大学） 

 令和元(2019) 

年度 

令和 2(2020) 

年度 

令和 3(2021) 

年度 

令和 4(2022) 

年度 

令和 5(2023) 

年度 

在籍者数（人） 1449 1455 1405 1285 1208 

収容定員充足率（％） 92.9% 93.3% 90.0% 82.4% 77.4% 

入学者数（人） 333 387 318 263 272 

入学定員（人） 390 390 390 390 390 

入学定員充足率（％） 85.4% 99.2% 81.5% 67.4% 69.7% 

 

表 5-4-4 運用資産余裕比率、純資産構成比率、積立率の推移（全体） 

（単位：%） 

 令和元(2019) 

年度 

令和 2(2020) 

年度 

令和 3(2021) 

年度 

令和 4(2022) 

年度 

令和 5(2023) 

年度 

運用資産余裕比率 195.5 184.8 191.4 173.1 158.5 

純資産構成比率 87.7 87.8 88.8 88.1 87.5 

積 立 率 96.2 93.8 91.5 84.3 74.5 

 

学生生徒等納付金以外の収入においては、外部資金の獲得を目指し、毎年度「外部資金

導入促進プロジェクト」による「科研費研修会」等を実施している。研修会では、過去に

採択された教員を講師として外部資金獲得のための申請書作成方法や研究リテラシー等の
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アドバイスを受けるなど若手研究者のための科研費を中心とした研究費獲得支援を行って

いる。また、北九州市や国内助成団体の研究募集案内を随時、学内情報ポータルサイトへ

の掲示や書面の回覧を行うことで情報共有のための環境を整えている。 

全学的な取組みである「外部資金導入促進プロジェクト」における研修は、コロナ禍に

おいてもオンラインや掲示等で開催し、外部資金獲得に向けて研究支援体制の強化を進め

ている。 

なお、科学研究費補助金・外部資金獲得状況については、表 5-4-5、表 5-4-6 のとおりで

ある。 

 

表 5-4-5 科学研究費補助金（文部科学省・厚生労働省）の採択状況 

 
令和元(2019) 

年度 

令和 2(2020) 

年度 

令和 3(2021) 

年度 

令和 4(2022) 

年度 
令和 5(2023) 

年度 

申請件数（件） 16 15 6 9 14 

採択件数（件） 1 3 4 0 0 

金額（円） 2,300,000 8,000,000 16,900,000 0 0 

 

表 5-4-6 受託研究費・共同研究費・市助成金受入状況（大学・短期大学部） 

 令和 2(2020)年度 令和 3(2021)年度 令和 4(2022)年度 令和 5(2023)年度 

件数 金額（円） 件数 金額（円） 件数 金額（円） 件数 金額（円） 

受託研究費 1 550,000 2 1,140,000 2 1,430,000 5 4,101,768 

共同研究費 0 0 1 40,000 0 0 0 0 

市助成金費 0 0 0 0 2 240,000 0 0 

合計金額 550,000 1,180,000 1,670,000 4,101,768 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料5-4-5】西南女学院資産運用規程 

 

（3）5－4の改善・向上方策（将来計画） 

学生・生徒・園児数の減少のなか、中期計画に沿って教育研究活動の充実を図り、かつ

長期的にわたり安定した財政基盤の確立を図るためには、入学者の確保が最重要課題であ

り、あらゆる収入の方策を検討する必要がある。外部資金獲得もその一つであり、補助金

のほか、特に寄附金については同窓会及び後援会に対する働きかけを強化するとともに、

寄附しやすい環境を整え、これまで以上に積極的な活動を展開し、収入増を図っていく。

支出面に関しては、老朽化した校舎改築など多額の費用を要するが、計画的に設備の改修

を行うことにより校舎の維持保存を図り経費削減を行う。 

今後とも教育研究活動の充実を図りながら、中長期計画に沿って収支バランスの確保に

向け、長期的に安定的な財務運営がされるよう、より一層の財政基盤の強化に取り組んで

いく。  
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5－5．会計 

5-5-① 会計処理の適正な実施 

5-5-② 会計監査の体制整備と厳正な実施 

（1）5－5の自己判定 

基準項目 5－5 を満たしている。 

 

（2）5－5の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

5-5-① 会計処理の適正な実施 

学校法人会計基準や本学の経理に関する規程等にのっとり、適正な会計処理を実施して

いる。会計処理を行ううえで取扱いに疑義が生じた場合には、公認会計士から適宜指導を

受けて適切に業務を遂行している。【資料 5-5-1】【資料 5-5-2】 

本学院の予算単位は本部、大学、短期大学部、高等学校、中学校及び幼稚園の 6 部門で

構成しており、すべて法人本部にて統括している。毎月末、会計諸帳簿を整理し、これに

基づいて、試算表及び資金収支計算書を作成し、理事長に報告している。 

予算については、理事会において「予算基本方針」が決定された後に予算編成を行って

いる。事務局長は、「予算基本方針」に基づき、予算単位ごとに費用対効果を十分に検討し、

恒常的に発生する通常経費と特別経費を区別し、教育研究活動の内容・目的を明確にして

予算原案を策定している。理事長は予算原案に基づき予算案を作成し、あらかじめ評議員

会の意見を聴き、理事会の議決を経て予算を決定している。さらに、毎年度 5 月 1 日現在

の入学者数をもとに補正予算を編成し、決算との乖離がないように努めている。【資料 5-

5-3】【資料 5-5-4】 

決算については、毎会計年度終了後 2 か月以内に各予算単位をもとに法人全体の決算書

を作成している。作成した計算書類は監事の監査の後、理事会の承認を経て評議員会に報

告を行うとともに、その後に資産登記を行い、文部科学省等へ提出している。【資料 5-5-5】 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料 5-5-1】学校法人西南女学院経理規程 

【資料 5-5-2】調達規程 

【資料 5-5-3】令和 5(2023)年度第 3 回理事会議事録 

【資料 5-5-4】令和 5(2023)年度第 2 回評議員会議事録 

【資料 5-5-5】決算報告書（過去 5 年間） 

 

5-5-② 会計監査の体制整備と厳正な実施 

本学院の会計監査については、公認会計士による監査及び監事による監査を行っている。

公認会計士による監査は年間約 15 日で会計帳簿書類、証憑書類及び理事会の議事録等の

確認、組織運営状況等内部統制の検証などについても監査を受けている（表 5-5-1）。さら

に、監査の一環として、監査時には、学校法人全体の運営状況及び中期経営方針等につい

て公認会計士、監事、理事長、院長、事務局長、総務課長及び経理課長を交えた意見交換

会を行っており、法人の内部監査及び公的研究等の内部監査について報告している。また、

監事は公認会計士から監査状況や決算報告及び説明を受け、計算書類につき検討を加える
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など連携を図っている。 

監事は、文部科学省主催学校法人監事研修会に参加し、資質向上に努めており、業務監

査及び会計監査の重点項目を挙げた監査計画書を理事長に提出する等、監査業務を担って

いる。監事へのサポートは、法人本部が担っている。 

監事は、法人の業務の監査及び法人の財務の状況を監査し、理事会に出席し、必要に応

じて意見を述べる機会を設けている。毎会計年度終了後、改めて監事監査を実施、監査報

告書を作成し、当該会計年度終了後 2 か月以内に理事会及び評議員会に報告している。【資

料 5-5-6】【資料 5-5-7】 

なお、研究活動における会計等に関しては、本学及び併設短期大学部に共通の内部規程

等として「公的研究費の適正な取扱いに関する規程」「公的研究費の内部監査内規」「公的

研究費に関わる全ての構成員の行動規範」等を整備している。【資料 5-5-8】 

 

表 5-5-1 公認会計士往査計画表 

日 程 主な内容 

令和 5(2023)年 8 月 28 日 理事長へのヒアリングと意見交換 

辞令原簿、給与明細、職員録、市県民税、動態報告等 

令和 5(2023)年 9 月 4 日 給与明細、職員録、市県民税・特別徴収税等 

令和 5(2023)年 10 月 2 日 学納金明細、補助金 

令和 5(2023)年 11 月 6 日 学納金明細、伝票証憑 

令和 5(2023)年 12月 21 日 大学・短大図書（納品・請求書、支払いの確認） 

令和 6(2024)年 1 月 12 日 事業計画にかかる工事等の現場確認等 

内部監査及び監事との意見交換 

令和 6(2024)年 2 月 5 日 工事関係資料等 

令和 6(2024)年 3 月 4 日 諸会費、旅費交通費等の証憑、有価証券、園納金 

令和 6(2024)年 3 月 29 日 定期預金関係、貯蔵品 

令和 6(2024)年 4 月 16 日 大学・短大図書、機器備品（中高、幼稚園も含む） 

令和 6(2024)年 4 月 17 日 財産明細表、入学金、学納金、未収入金他 

令和 6(2024)年 4 月 30 日 消費税、資金収支計算書（前期末未払金支出と期末未払金） 

令和 6(2024)年 5 月 2 日 退職金、退職給与引当金、施設型給付費 

令和 6(2024)年 5 月 9 日 決算書、財産目録、補助金関係 

令和 6(2024)年 5 月 14 日 監事との意見交換 

前受金、減価償却明細表他 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料 5-5-6】令和 6(2024)年度第 1 回評議員会議事録 

【資料 5-5-7】監事の監査報告書 

【資料 5-5-8】公的研究費に関する資料 

② 公的研究費の適正な取扱いに関する規程 

②公的研究費の内部監査内規 

③公的研究費に関わる全ての構成員の行動規範  
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（3）5－5の改善・向上方策（将来計画） 

予算編成については、厳しい財務状況のもと収入の確保と経費の削減に努める。支出に

ついては費用対効果を検証し、教育研究活動や入学者の確保に有効であると考えられる予

算については強化し、予算の効率的な配分を行う。あらゆる予算の見直し、経費の削減に

努めて収支バランスを図る。 

また、経理・会計担当者の会計知識の向上を図るとともに、公認会計士の指導や助言を

受けながら、今後も適切な会計処理を常に心がけて業務を遂行する。 

さらに、監事監査をより有効的なものにする方策として、公認会計士及び監事との情報

交換の場を設け、法人の内部監査及び公的研究費の内部監査の状況を報告するなど監事を

サポートする体制及び公認会計士との連携について一層の充実を図る。 

 

［基準 5 の自己評価］ 

教育基本法、学校教育及び私立学校法等の関係法令を遵守し、寄附行為及び学院諸規則

に基づき、理事会（理事長）及び学長のリーダーシップのもと、適切な管理運営が行われ

るよう、収支バランスの安定化に向け、入学者の確保による学生生徒等納付金の増加及び

教育研究活動の充実を図りながら、より一層の財務基盤の強化に取り組んでいる。会計に

ついては、学校法人会計基準及び「学校法人西南女学院経理規程」等にのっとり、厳正に

実施しているが、引き続き学校法人としての社会的使命を認識し、適正な会計処理に努め

ていく。 

以上のことから、「基準 5 経営・管理と財務」を満たしていると判断する。  
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基準 6．内部質保証 

6－1．内部質保証の組織体制 

6-1-① 内部質保証のための組織の整備、責任体制の確立 

（1）6－1の自己判定 

基準項目 6－1 を満たしている。 

 

（2）6－1の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

6-1-① 内部質保証のための組織の整備、責任体制の確立 

本学では、「西南女学院大学・西南女学院大学短期大学部 中期計画『要』Transformation 

(2022-2026)」の中で、「教育の質保証」を重点項目として掲げており、継続的な自己点検・

評価を通じて内部質保証の機能性を高めていくことを明示し、本学ウェブサイトで公表し

ている。内部質保証のための組織としては、「点検評価改善会議」「教学マネジメント会議」

が中心となり、大学及び学部等の点検・評価を推進しており、その結果をもとに改革・改

善に努め、内部質保証を実現している。全学的な内部質保証は、学長の責任のもと、大学

執行部と全ての教職員が連携・協力して推進する。学部・学科、その他組織の内部質保証

は、当該構成員の責任に基づいて行い、推進することとしている。【資料 6-1-1】 

令和 4(2022)年度には、教育・研究活動をはじめとした本学の様々な活動の更なる向上

に向けて、「西南女学院大学及び西南女学院大学短期大学部の諸活動に関する方針」（以下、

「諸活動に関する方針」という。）の策定を行い、本学ウェブサイトで公表し、学内外へ周

知している。内部質保証の組織体制及び手続き等に関しては、諸活動に関する方針内の「内

部質保証の方針」に詳細を明示しており、本学の内部質保証の体制については、図 6-1-1 に

示す「内部質保証体制図」を作成している。【資料 6-1-2】【資料 6-1-3】 

全学における内部質保証の推進に責任を負う組織は、学長を議長とする「点検評価改善

会議」であり、点検評価改善会議に機能別・階層別に各部門を設けることで、全学の諸活

動を網羅的に検証し、質的水準の向上とその質の保証に努めている。組織別の内部質保証

に関しては、「点検評価改善会議規程」に基づき、点検評価改善会議の点検部門が実施して

おり、各種委員会及び事務組織等と連携しながら、組織別に内部質保証を担保している。

各部門の点検の実務は、それぞれの関係部門の長が責任をもって行っている。教職員個人

の自己点検・評価は、学部・学科・別科・各事務組織が確認し、必要に応じて助言及び指

導を行っている。【資料 6-1-4】 

教育に関する内部質保証については、点検評価改善会議と連携・協働する会議体として

学長を議長とする「教学マネジメント会議」を組織している。教学マネジメント会議は、

本学における教学マネジメント体制の円滑な運営、教学に関する全学的な内部質保証を一

元的に行うための基本方針の策定等に必要な協議を担い、アセスメント・ポリシーに基づ

いた点検評価により教育の質保証に努めている。この点検評価に関するデータの分析・提

供は、「教学 IR 推進室」により行われ、教学マネジメント会議や各組織の意思決定、改善

計画等を支援している。【資料 6-1-5】【資料 6-1-6】【資料 6-1-7】 

このようにエビデンスに基づき大学の現状を把握し、改善に向けた施策が実施されるよ

うに、恒常的な PDCA サイクルの循環を促進し、内部質保証の改善・充実のための実施体

制を組織整備し、責任体制を確立している。本学の教職員及び各組織は、本学の理念・目
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的、教育目的及び各種方針の実現に向けて、諸活動について自己点検・評価を行い、その

結果に基づいて恒常的・継続的に質的水準の向上とその質の保証に取り組んでいる。また、

これらの取組み内容について学外に積極的に発信することで、社会に対する説明責任を果

たすとともに、社会的信頼の向上を図っている。  
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図 6-1-1 内部質保証体制図  



西南女学院大学 

93 

【エビデンス集（資料編）】 

【資料6-1-1】西南女学院大学・西南女学院大学短期大学部  

中期計画 「要」Transformation (2022-2026) 

【資料6-1-2】西南女学院大学及び西南女学院短期大学部の諸活動に関する方針 

【資料6-1-3】内部質保証の方針 

【資料6-1-4】点検評価改善会議規程 

【資料6-1-5】教学マネジメント会議規程 

【資料6-1-6】アセスメント・ポリシー 

【資料6-1-7】教学IR推進室内規 

 

（3）6－1の改善・向上方策（将来計画） 

本学の内部質保証のための組織は、方針及び規程に基づき、適切に整備している。「内部

質保証の方針」を定め全学に周知するとともに、各組織及び全学における PDCA サイクル

を循環させている。今後も継続して内部質保証のための組織整備を推進し、責任体制を確

立して、更なる質の充実を図っていく。 

 

6－2．内部質保証のための自己点検・評価 

6-2-① 内部質保証のための自主的・自律的な自己点検・評価の実施とその結果の共有 

6-2-② IR(Institutional Research)などを活用した十分な調査・データの収集と分析 

（1）6－2の自己判定 

基準項目 6－2 を満たしている。 

 

（2）6－2の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

6-2-① 内部質保証のための自主的・自立的な自己点検・評価の実施とその結果の共有 

本学では、「西南女学院大学学則」第 1 条の 2 に「本学は、その教育研究水準の向上を図

り、本学の目的及び社会的使命を達成するため、本学における教育研究活動等の状況につ

いて自ら点検及び評価を行い、その結果を公表するものとする。」と規定し、大学の使命・

目的の達成と教育研究水準の向上のために自主的に点検・評価を行うと明示している。さ

らに、前述した「諸活動に関する方針」「内部質保証に関する方針」を策定し、内部質保証

のための自己点検・評価を行い、結果を公表している。【資料 6-2-1】 

学長を議長とする「点検評価改善会議」は学部点検部門、学科点検部門、別科点検部門、

事務点検部門、FD 部門及び実施部門の 6 つの部門で構成している。各部門の点検の実務

は、それぞれの関係部門の長が責任をもって行っている。 

本学の自己点検・評価は毎年実施し、教育研究及び管理運営における内部質保証の実現

を図っている。教育に関する自己点検・評価については、「教学マネジメント会議」により

管理され、アセスメント・ポリシーに基づいて「機関レベル」「教育課程レベル」「科目レ

ベル」の 3 段階で、学修成果等の測定・評価を実施している。 

委員会別・課別業務評価及び教育研究活動報告の結果は、「点検評価改善報告書」として

本学ウェブサイトで学内外に公表し、広く周知するとともに、社会への説明責任を果たし

ている。「点検評価改善報告書」の結果は、学長及び大学執行部で共有され、その結果をも
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とに、次年度の事業計画、学修・学生生活支援のあり方等の改善・向上に反映させている。

【資料 6-2-2】【資料 6-2-3】 

自己点検・評価活動によって明らかになった改善・向上のために必要な事項については、

各種委員会や部署において具体策を検討し改善が図られている。課別・委員会別の各評価

シートは、「P 計画欄」「D 実施欄」「C 評価欄」「A 改善欄」「次年度見通し（次年度にお

ける計画(P)の修正・変更・廃止の見通し）」に分けられた記述様式となっており、PDCA サ

イクルの意識を浸透させながら、改善・向上の取組みが進められている。 

自己点検・評価における計画や改善の内容の一部は、本学の目標及び計画に反映される

とともに、「西南女学院大学・西南女学院大学短期大学部 中期計画『要』Transformation 

(2022-2026)」の検証及び今後の改善向上方策の策定にもいかされている。自己点検・評価

の結果を有効に活用することによって、PDCA サイクルの仕組みの確立につなげている。 

 

【エビデンス集（資料編）】 

【資料6-2-1】西南女学院大学学則（第1条の2） 

【資料6-2-2】点検評価改善報告書 各様式（委員会別業務評価、課別業務評価、 

教育研究活動報告、事務職員自己点検評価） 

【資料6-2-3】本学ウェブサイト 「点検評価改善報告書」 

https://www.seinan-jo.ac.jp/guide/tenken/ 

 

6-2-② IR(Institutional Research)などを活用した十分な調査・データの収集と分析 

本学では、平成 27(2015)年度に「教学 IR 推進室内規」を策定し、IR を活用した調査・

データ収集と分析を行うための「教学 IR 推進室」を設置している。教学 IR 推進室は、教

学マネジメントを推進し、教育の内部質保証に関わる組織として必要な業務を担っており、

入学時のフレッシャーズチャレンジ、在学中の授業評価アンケート、学生生活に関する実

態調査、卒業後の卒業生アンケート、就職受け入れ先アンケートなど、学生の入学から卒

業まで様々に収集される情報を取りまとめ、各組織の意思決定、改善計画等の支援のため

の情報提供を行っている。 

令和 4(2022)年度に策定したアセスメント・ポリシーでは、「機関レベル」「教育課程レ

ベル」「科目レベル」の 3 段階で、学修成果等の測定・評価を行うが、その測定に活用する

データは教学 IR 推進室により管理・提供され、そのデータ種別は「アセスメントチェッ

クリスト」として表している。教学 IR 推進室は各組織や学部学科の要望によりデータを

提供・分析することに加え、収集するデータ自体の検討を行っている。 

全学的に収集・分析する情報を整理し、三つのポリシーを踏まえた取組みの適切性にか

かる点検・評価にも活用できる基盤を整えるために、令和 5(2023)年度から教務部で組織・

活動してきた教学 IR 推進室に、入試部及び学生部を加えた新しい体制として機能するよ

う「教学 IR 推進室内規」の改正の手続きを行った。実際に情報を扱う部門が集結するこ

とで、情報の整理・分析を加速し、横断的な情報活用と即時的な情報提供を行うことので

きる体制づくりを目指している。【資料 6-2-4】 

 

【エビデンス集（資料編）】 
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【資料6-2-4】教学IR推進室内規改正に関する資料 

 

（3）6－2の改善・向上方策（将来計画） 

本学では、エビデンスに基づいた自主的・自律的な自己点検・評価を実施し、その結果

を本学ウェブサイトで公表し、教職員へ周知するとともに、社会への説明責任を果たして

いる。教学 IR 推進室は各学部・学科・事務部署と連携し、主に教学に関するデータ収集・

分析等を行い、自己点検・評価及び教育の質の向上・改善につなげている。今後は、学内

の組織体制及び連携をより発展させ、本学の教育及び諸活動の質の向上を教職協働により

推進していく。 

 

6－3．内部質保証の機能性 

6-3-① 内部質保証のための学部、学科、研究科等と大学全体の PDCA サイクルの仕組み

の確立とその機能性 

（1）6－3の自己判定 

基準項目 6－3 を満たしている。 

 

（2）6－3の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

6-3-① 内部質保証のための学部、学科、研究科等と大学全体の PDCA サイクルの仕組み

の確立とその機能性 

本学での内部質保証は、図 6-1-1 の「内部質保証体制図」に示すとおり、「教学マネジメ

ント会議」によるアセスメント・ポリシーに基づく学部・学科・別科の教育面での点検・

評価と、「点検評価改善会議」による自己点検・評価様式に基づくその他委員会・事務組織、

教職員個人の点検・評価で構成している。 

教育の内部質保証の推進に向けては、アセスメント・ポリシーに基づいて「機関レベル」

「教育課程レベル」「科目レベル」の三つの段階においてアセスメントチェックを行うこと

で、PDCA サイクルの循環を実現している。これらの段階でそれぞれ三つのポリシーを起

点にした点検・評価がなされることで、大学全体で連続性をもったアセスメントチェック

となるよう機能している。各段階のアセスメントチェックの実施については、教学マネジ

メント会議において統括している。「機関レベル」は、教学マネジメント会議で実施し、「教

育課程レベル」は、教学マネジメント会議の指示のもと、教務委員会及び学部・学科・別

科で、「科目レベル」は、教務委員会及び科目担当教員によって実施している。 

使用するデータの種別は、各段階別に入学前・入学直後、在学中、卒業時・卒業後で整

理され、「アセスメントチェックリスト」としてまとめており、教学 IR 推進室と連携しな

がら内部質保証を推進している。【資料 6-3-1】 
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図 6-3-1 アセスメントチェックのイメージ図 

 

教育面以外の内部質保証の推進に向けては、組織レベルでの点検評価である「委員会別

業務評価」「課別業務評価」及び個人レベルでの点検評価である「教育研究活動報告」「事

務職員自己点検評価」について、学内の指定様式に基づき、点検評価を進めている。各部

門の点検の実務は、それぞれの関係部門の長が責任をもって行い、各部門から提出された

様式については、必要に応じて記載内容の改善を求め修正を行った後に「点検評価改善報

告書」として本学ウェブサイトに公表している。完成した「点検評価改善報告書」は、次

年度以降の改善向上方策の策定にいかされており、PDCA サイクルを確立している。 

また、教育面での自己点検評価と組織別の自己点検評価に加えて、令和 4(2022)年度は

認証評価機関（JIHEE）の評価基準様式に基づく点検・評価を実施し、前年度の取組みに

ついて、自己点検評価書を作成した。今後も定期的に認証評価機関の評価基準に基づいた

点検・評価を並行して行うことで、本学の内部質保証のより一層の充実を図っていく。 

作成した自己点検評価書の内容については、学外者からの意見聴取として、令和 4(2022)

年度から地域懇談会の学外構成員に配付し、意見を求めている。地域連携室が主催する「地

域懇談会」では、学外構成員である自治体、地域諸団体の代表者等、学外有識者 11 人と本

学関係者による意見交換を年 1 回行っている。そこでは、学外の有識者の参画を得て、三

つのポリシーを踏まえた本学の取組み全般の点検・評価についての意見交換も行っている。

学外の方の意見を取り入れ、次年度の諸活動の参考にすることで、内部質保証の透明性・

機能性の向上を目指している。 

教育面及びその他諸活動に関する点検・評価の結果については、学部・学科・別科の定

員管理計画、将来計画検討プロジェクトの検討、中期計画の策定等にいかされ、次年度以

降への改善へとつながる PDCA サイクルが循環している。 
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【エビデンス集（資料編）】 

【資料6-3-1】アセスメントチェックに関する資料 

 

（3）6－3の改善・向上方策（将来計画） 

内部質保証のために、大学・各学部学科・教職員のレベルにおいて、PDCA サイクルが

循環する仕組みを構築している。三つのポリシーを起点とした教育における内部質保証に

ついては、教学マネジメント会議による全学的なアセスメントチェック体制の構築に取り

組んでおり、引き続き教育改善につながる体制の強化に努めていく。 

三つのポリシーを起点とした教育における内部質保証については、令和 3(2021)年度か

ら開始した教育課程のアセスメントチェックを、全学的な体制につなげ、改善・向上を図

っている。今後も継続し、その質を向上していく。 

組織的な自己点検・評価活動である内部質保証を通して、適切に PDCA サイクルを循環

させることで、本学の教育・学生支援の更なる向上を目指し、全学を挙げて取り組んでい

く。 

 

［基準 6 の自己評価］ 

本学は、内部質保証に関する全学的な方針を明示し、内部質保証体制図のとおり、内部

質保証のための恒常的な組織体制を整備している。学長を中心に点検評価改善会議、教学

マネジメント会議、教学 IR 推進室を設置し、大学、学部・学科、教職員の各レベルで PDCA

サイクルを循環させることで、自主的・自律的な自己点検・評価に取り組んでいる。 

教育の内部質保証は、教学マネジメント会議を中心に、「機関レベル」「教育課程レベル」

「科目レベル」のそれぞれの学修成果の評価に連続性を持たせ、全学的な教育改善につな

げる体制を構築しており、教学 IR 推進室は、教学マネジメント会議の自己点検・評価の

妥当性と客観性を高めるための役割を果たしている。 

以上のことから、「基準 6 内部質保証」を満たしていると判断する。 
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Ⅳ．大学が独自に設定した基準による自己評価 

 

基準 A．地域貢献 

A－1．地域貢献 

A-1-① 地域貢献に関する方針と地域連携室 

A-1-② 地域貢献活動の具体的な取組み 

A-1-③ 看護キャリア支援センターの取組み 

 

（1）A－1の自己判定 

基準項目 A－1 を満たしている。 

 

（2）A－1の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

A-1-① 地域貢献に関する方針と地域連携室 

ア 地域貢献に関する方針と活動の概況 

本学は、学生への教育的効果の向上と本学に対する理解の促進を図ることを地域貢献活

動の意義ととらえ、平成 28(2016)年 8 月に学長直轄の部局横断的組織として、「地域連携

室」を開設した。本学では、中期計画「要」Transformation（2022-2026）の柱の一つに

「社会との連携の強化」を掲げている。さらに、全学的な教育改革が「地域総キャンパス」

を旗印として進められている。地域連携室は、これらを推進するために、正課・正課外教

育の整理・充実を側面からサポートする役割を担っている。高度な研究能力を有する高等

教育機関としての役割、そして、地域の文化や歴史を発展・継承していく観点からの教育

研究が、地域において本学が果たすべき重要な役割の一つであると考えている。【資料 A-

1-1】 

本学が所在する北九州市とは、地域社会の発展と大学における教育研究の充実に寄与す

ることを目的として、包括連携協定を締結している。 

 

イ 地域連携室 

地域連携室の目的は、本学における教育・研究と地域社会をつなぐ地域貢献活動拠点と

して、地域社会との連携を組織的に遂行することである。主な役割は、本学で取り組まれ

るさまざまな地域貢献活動について、学生教育に資するべく、円滑かつ計画的な実施及び

質向上を図るための支援を行うことにある。【資料 A-1-2】 

地域連携室には、室長以下 12 人（学内の教職員の兼務者 11 人、専属の職員 1 人）を配

置し、学外有識者（自治体、地域諸団体等の代表者）11 人を学外構成員として委嘱してい

る。【資料 A-1-3】 

令和 5(2023)年度は、「地域貢献活動交流会」及び「地域懇談会」の継続的開催のほか、

学生の意見を取り入れる仕組みの検討、私立大学等改革総合支援事業（タイプ 3 地域連携

型）の獲得に向けた予備的な検討の業務を新たに活動計画の項目に加え、地域貢献活動を

推進するために必要な業務を行った。令和 5(2023)年度に地域連携室が関わった地域貢献

活動は 10 件であった。 

なお、本学が所在する北九州市とは、地域連携室がコーディネーターとなって、市及び
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大学が相互の連携協力により地域社会の発展と大学における教育研究の充実に寄与するこ

とを目的に、平成 29(2017)年に包括連携協力に関する協定を締結した。地域課題解決、地

域創生、観光・インバウンド、健康医療、子育て支援、SDGs 推進などの取組みへ学生・

教職員が参加し、大学は学術成果の地域への還元を行っている。【資料 A-1-4】 

地域連携室を中心とした地域貢献活動の実施体制は、図 A-1-1 のとおりである。 

 

図 A-1-1 地域貢献活動実施体制図 

 

ウ 地域連携室運営協議会 

地域連携室の運営管理に必要な事項を審議するために、「地域連携室運営協議会」を置き、

地域貢献活動計画、予算計画、教職員から提出された活動計画の企画内容、SDGs への取

組み、安全管理、DP への対応等のチェックをはじめとして、地域貢献活動の諸施策全般

についての審議を行っている。構成員は学長、室長、各学部長、入試部長、教務部長、学

生部長及び事務部長となっている。【資料 A-1-5】 

 

エ 地域懇談会 

「地域懇談会」では、学外構成員である自治体、地域諸団体等の代表者など学外有識者

11 人と本学関係者による意見交換を毎年行っている。本学の地域貢献活動について意見交

換をするだけではなく、三つのポリシーを踏まえた本学の取組み全般の点検・評価につい

て、学外の有識者の参画を得て意見交換をする場ともなっている。【資料 A-1-6】 

 

オ 地域貢献活動交流会 

「地域貢献活動交流会」は、地域貢献の活動内容の発表と活動者の相互交流の場である。 

地域貢献活動交流会は例年、ポスターセッション形式で参加者に活動内容を紹介する方

式で行っている。令和 5(2023)年度は、10 グループの活動報告の発表が学生及び教職員か

ら行われ、活発な意見交換が行われた。【資料 A-1-7】 
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カ 地域連携室室員会合及びワーキンググループ 

地域連携室の日常業務を担う地域連携室の室員は、月 1 回の室員会合を開催して、地域

貢献活動に関しての情報共有を行うとともに、各種施策の実行部隊として実務に関する具

体的な協議を行っている。 

室員が自発的に地域貢献活動の計画を立案し、実施できるように、平成 29(2017)年から、

「子ども・子育て」及び「女性活躍」の二つのワーキンググループを発足させ、活動を行

っている。令和 5(2023)年度、「女性活躍ワーキンググループ」は、美容と健康をキーワー

ドに、中国茶の特徴、歴史、文化、種類、薬性等を学ぶ「中国茶セミナー2023」を開催し

た。【資料 A-1-8】 

 

キ キャッチコピーとイメージキャラクター 

地域連携室発足後、本学の地域貢献活動を広報するためにツールとして、地域貢献活動

のキャッチコピーを作ることとなり、イメージキャラクターを加えて募集することとなっ

た。多くの学生、教職員からの応募があり、平成 29(2017)年 8 月、本学の特色やメッセー

ジ性の観点から、キャッチコピー「とどけ！ ぬくもり 要（かなめ）から」とキャラクタ

ー「要（かなめ）ちゃん」が誕生した。要ちゃんは、平成 30(2018)年度には本学の公式キ

ャラクターとなり、各種広報に活用されている。なお、要ちゃんのキャラクター考案者の

一人は、当時人文学部英語学科の学生だったが、後に本学の事務職員として採用され、現

在庶務課に勤務している。 

              大学公式キャラクター 要ちゃん 

 

【エビデンス集】 

【資料A-1-1】西南女学院大学・西南女学院大学短期大学部 中期計画「要」 

Transformation(2022-2026) 

【資料A-1-2】地域連携室規程 

【資料A-1-3】地域連携室構成員に関する資料 

【資料A-1-4】北九州市と西南女学院大学との包括連携協力に関する協定書 

【資料A-1-5】地域貢献活動計画申請書 

【資料A-1-6】地域懇談会に関する資料 

【資料A-1-7】地域貢献活動交流会に関する資料 

【資料A-1-8】中国茶セミナー2023に関する資料 

とどけ！ ぬくもり 

要から 
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A-1-② 地域貢献活動の具体的な取組み 

ア 地域貢献に関する活動の状況 

本学では、建学の精神「感恩奉仕」に基づき人材育成をしていく中で、座学に加え、学

生たちが自ら学外に出向き、さまざまな課題に向き合い、できることを見つけていくこと

を大切にしている。 

これまでの学生参加の地域貢献活動を活動形態別にみると次の 6 つに分けることができ

る。 

（ア）市民公開講座：最新の知識・技術、生活の知恵などを提供する講義や演習 

（イ）体験・アクティビティ：あそぶ、たべる、学ぶ、語り合うなどの体験型の企画 

（ウ）ピアサポートグループ活動：介護や子育ての悩みなどを参加者同士で受けとめ支え

合うグループ活動 

（エ）提案とアクション：若い女性の視点を取り入れた商品開発や地域活性化への提案と

アクション 

（オ）海外における貢献活動：アジア地域での地域貢献活動 

（カ）そのほか 

 

また、課題別にみると次の 6 つに分けることができる。 

（ア）健康・食・運動 

（イ）福祉・介護 

（ウ）子ども・子育て 

（エ）学校教育 

（オ）産業・観光 

（カ）地域づくり 

 

令和 5(2023)年度は、地域連携室運営協議会においては、表 A-1-1 のとおり 10 件の活動

を審査・承認した。これらの活動に対し、1 件当たり 50,000 円（上限）の活動助成金を支

出している。 

なお、本学における地域貢献活動や地域連携室の 1 年間の取り組みをまとめた「地域活

動論叢」を年度ごとに発行している。令和 5(2023)年度の発行部数は 450 部で、学内のみ

ならず、地域連携室学外構成員、マスコミ、行政、市内大学、高校等に配布している。【資

料 A-1-9】 
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表A-1-1 2023年度に地域連携室が取り扱った地域貢献活動 

協働のパートナーあるいは支援の対象

① ž一緒にあそぼう 障害のある子どもとそのきょうだい

②
žいぼりの森の《みんな、だぁ～い好き！！》

“みんな♪フレアイ隊”
地域の未就園児

③ ž音楽DEあそぼう 6歳未満の子ども

④ žだいすきにっぽん 小学生

⑤ žWorld Foods! ~どの国の食べ物かな？~ 幼児・小学生

⑥ 「食と健康」に関する地域連携公開講座 高校生・保護者・教員

⑦  ぬかだきを若い世代へ 市民

⑧ SNS情報発信活動を用いた上海・仁川学生との交流 外国人観光客

⑨ 北九州市のインバウンド観光振興活動 市民・観光客

⑩ 小倉北区魅力向上事業 北九州市内及び市街近隣エリアの市民

⑪ MOTENA-Seaプロジェクト 市民、観光客

⑫ 行橋市看板商品開発事業 市民・観光客

観
光
と
地
域
活
性
化

地域貢献活動

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
と
学
校
教
育

食
と
健
康

 

 

前述のほか、地域連携室では、北九州市民対象の生涯学習講座「北九州市民カレッジ」

及び「周望学舎シニア・サマーカレッジ」の開催、未使用・未開封食品を持ち寄りフード

バンク団体に無償で提供するフードドライブキャンペーン活動も行っている。【資料 A-1-

10】【資料 A-1-11】【資料 A-1-12】 

 

【エビデンス集】 

【資料A-1-9】2023年度地域活動論叢 

【資料A-1-10】北九州市民カレッジ講座に関する資料 

【資料A-1-11】周望学舎シニア・サマーカレッジに関する資料 

【資料A-1-12】フードドライブキャンペーンに関する資料 

 

A-1-③ 看護キャリア支援センターの取組み 

本学は、看護学科において看護・保健の専門職を養成していることから、看護に関する

リカレント教育・生涯学習機会の提供を目的として、平成 18(2006)年度に認定看護管理者

教育課程「ファーストレベル」（定員 80 人）、平成 22(2010)年度に同「セカンドレベル」

（定員 40 人）及び認定看護師教育課程「集中ケア」（定員 30 人、令和 3(2021)年度末で
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閉講）を開講し、2,000 人を超える現役看護専門職に対して質の高い看護を実践できるキ

ャリアアップ支援活動を行ってきている。【資料 A-1-13】 

これらの教育活動を充実させるために、運営体制の見直しを行い、平成 27(2015)年度に

「看護キャリア支援センター」を設置した。センター長は看護学科教員が務めており、各

教育課程 1 人、計 2 人の専任教員及び 2 人の事務職員を雇用している。当センターが運営

する教育運営委員会は 10 人の構成員で構成されており、その内センター長（教育運営委

員長）を含む 3 人の看護学科教員が構成員となっている。 

現在、両課程とも「職業実践力育成プログラム」（BP）として文部科学大臣が認定した

プログラムとなっており、さらに学校教育法第 105 条に基づく履修証明プログラムに定め

られた教育課程でもある。 

以上のように、看護キャリア支援センターは、地域にとって欠くことのできない人材養

成機関としての役割を果たしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【エビデンス集】 

【資料A-1-13】本学ウェブサイト 認定看護管理者教育課程に関する箇所 

https://www.seinan-jo.ac.jp/extension_lectures/ninteikanri/ 

 

（3）A－1の改善・向上方策（将来計画） 

地域連携室に関連する活動については、今後、本学における地域貢献活動をさらに促進・

活性化する観点から、活動実施に係る申請書類、手続き等についての必要な見直しを行う

とともに、地域連携室の機能強化による地域貢献活動支援の実効性の向上に取り組む。そ

のうえで、大学全体の地域貢献活動を把握できるような管理運営体制を構築するとともに、

行政・企業や高校との連携協定、協力関係の強化を図る。また、地域連携室スタッフとと

もに地域貢献活動の企画・運営に参加する学生組織の立ち上げについて検討を行う。 

看護キャリア支援センターでは、看護職の教育のみならず、保健医療福祉専門職の支援

及び教育の地域拠点となるべく、組織体制の在り方を含めて検討する。 

 

［基準 A の自己評価］ 

本学において、地域貢献への取組みは、中期計画の 11 の基本方針の中の一つに位置づ

けられており、その中核を担う地域連携室については、十分な組織体制が整えられ、学生

教育の一環としての地域貢献活動の推進に資するべく、適切な運営がなされていると評価

できる。看護キャリア支援センターは、看護に関するリカレント教育・生涯学習機会を提

認定看護管理者 

認定看護管理者認定審査に合格し、管理者として優れた資質を持ち、創造的に組織を発展させ

ることができる能力を有すると公益社団法人日本看護協会が認定する資格である。 

認定看護師 

ある特定の看護分野において、熟練した看護技術と知識を有する者として、公益社団法人日本

看護協会の認定を受けた看護師をいう。 
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供することで、地域にとって欠くことのできない人材養成機関としての役割を果たしてい

る。 

また、行政や企業と連携した地域貢献活動の取組みなどにより、幅広い分野での地域貢

献を展開している。 

以上のことから、「基準 A 地域貢献」を満たしていると判断する。 

 


